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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　大丈夫じゃない




　六月下旬、いつの間にか夏が近づいていた。

　大丈夫だ、という言葉は真ま宮みやの中で日を追うごとに薄れていっていた。言葉以上に確かな実感を伴ともなって彼に襲いかかる現実のあれこれ。頭の中の言葉はそれらに対し為なす術すべもなく徐々に消え去っていく。それではいけないと真宮は事あるごとに頭の中で大丈夫だと唱となえるのであったが、それはどこか虚むなしい現実逃とう避ひのようでもあった。

　つまるところ現実はあまり大丈夫ではなかった。高校生は恋愛をするにはあまりにも毎日が忙しすぎた。忙しく慌ただしく過ぎ去る日々は、大丈夫という言葉を薄めるにはあまりにも十分すぎた。

　真宮の場合はボクシングとアルバイトがある。それは基本的に片方を休む時はもう片方を行う、といった形になっていたため休日など一日もなかった。バイトの方はシフトが決まっているためジムを休むことでしか時間は作れない。しかしボクシングもそうそう簡単には休めない。練習をしなければ鈍なまるし、技術も向上しない。

　一方で真宮が惚ほれた相手、綾りようも忙しい身であった。綾は空手部に所属しており、土日も必ず練習がある。高校の運動部というものは得てしてそういうものだ。放課後は完全下校時刻まで部活、土日も部活。それが当たり前だ。綾りようも例に漏れずそうであった。

　学校でも忙しい。五五分の授業が六コマある。各授業の間に一〇分ずつの休きゆう憩けいと昼の五〇分の休憩。学校における自由時間はそれだけだった。そんな少ない時間を不器用で勝手を知らない真ま宮みやが活いかせるわけもなく、必然的に日々これといった進展もなく進む。

　おまけに真宮にはそうした忙しい時間をどうにかできる携帯電話という武器もなかったので、やはり大丈夫など程遠いものと化していた。

　大丈夫だけど、大丈夫じゃない。なんとかせねば。

　学校の自分の席で現状を改めて確認しなおした真宮はもっと積極的に綾に話さねばと思い、顔を上げて前を向いた。

　綾は勉強をしていた。

「それなんの勉強だ？」

「ん？　これは英語」

「英語？　次英語だっけか」

「いや。ただ英語苦手だからやってるだけだよ」

「へぇ……すげえな。お前最近いつも勉強してねえか？」

「そりゃテスト前だからね」

「――そうなのか？」

「そうだけど、知らなかったの？」

　綾は真宮の反応を見て半信半疑といった具合に訊たずねる。

「……知らなかった」

「あ、そう……ちなみに丁ちよう度ど来週の月曜からだぞ」

　真宮はそれを聞いて確信した。

　やっぱり全然大丈夫じゃないな、と。当たり前だが、そう簡単にうまくいくわけがない。

　世界は決して自分を中心に回ってはいなかった。





一章　夏の始まりの少し前の




　夏の始まりとは、ぜんたいどこであろうか。あるいはいつ？

　うっすらと汗ばみ心なしか体に張り付いたワイシャツをつまみ、服の中にうちわで風を送りながら藤ふじ室むろ瑞みず姫きは考えていた。

　夏の始まり、それについて。




　六月下旬の今現在、高校生の彼女たちは夏服であった。男子生徒は黒々として暑苦しい学ランを脱ぎ、爽さわやかで真っ白な――まれに部分的に黄ばんでいたが――ワイシャツ姿であった。

　半袖の者もいれば長袖をまくっている者もいる。そうして丁ちよう度ど五ご分ぶ袖そでから七しち分ぶ袖そでにしていた。半袖のほうが涼しいのは間違いない。袖口から脇、胸へ風も入るだろう。しかし制服にもファッションを求める男子生徒たちは半袖なんかカッコ悪い、ダサい、ガキっぽい等々の理由から長袖のワイシャツの袖をまくって七分袖にしていた。

　まさに今瑞姫の隣にいる男子生徒、真ま宮みや逢おう人じもそうした七分族（という名称が北きた高こうの女生徒達たちの間にはあるのだった）の一人だった。しかし真宮の場合は少し動機が違った。彼は別にファッションなんてものは求めていなかった。彼はただ単に、半袖のワイシャツを持っていないだけであった。

　真宮曰いわく、「袖まくればなんとかなるのにわざわざ買う金がもったいない」

　そういった理由から彼は蒸し暑い中常じよう時じ人一倍無ぶ愛あい想そうな顔を一層歪ゆがませながら長袖のワイシャツの袖をまくって着用していた。

　しかし隣で眉み間けんに日本海溝程の谷間を築いている真宮逢人も、男子生徒のワイシャツも今は問題ではなかった。夏の始まり。それについて瑞姫は考えていた。




　世間一般的に六月になると衣ころも替がえが行われる。これがいつからの風習なのか、そもそも日本特有のものなのかすら瑞姫は学がなかったので知らなかったが、ともかく彼女が生まれた時にはすでにそういう決まりになっていた。五月が六月になると、冬服から夏服になる。

　五月がどう考えても冬ではないことはおいといて、夏服というからには六月から夏が始まるということなのだろうか、と瑞姫は思う。六月は夏というより梅つ雨ゆ、というイメージの方が強いのだが衣替えという制度がある以上、「六月からが夏なのです！」ということなのだろうか。誰かが何かが便べん宜ぎ上そう定さだめたのだろうか。例えば、国とかが。

　しかしそれでもやはり納得ができなかった。いくら国が――国が、ということにしておいて――そう定めていたとしても、六月はちっとも夏なんかではなかった。

　厚い灰色の雲が空を覆おおい、夏の象徴たる澄み渡る青空とギラつく太陽を隠してしまっている。おまけにその灰色雲ときたらシトシトとしつこいくらいに雨ばかり降らす始末だった。梅つ雨ゆの時期、世界はジメッとした湿気に支配されるのだ。そのくせ暑さだけは一丁前に夏仕様ときたから、梅雨という概がい念ねんそのものを殺してしまいたいくらいだった。

　故ゆえに瑞みず姫きは国による衣ころも替がえ制度が定める「六月からが夏なのです！」という主張を断固として拒否する構えだった。こんなもの、こんなものが夏であってたまるか！　と。

　では彼女が思う夏の始まりとはいつからなのか。

　少なくとも六月下旬である今現在、彼女のもとには夏は訪れてはいなかった。訪れる気配すらしていなかった。心は梅雨真っ盛りだった。彼女が恋焦がれ待ち望む夏の前には、高く険しい山がそびえ立っていた。




　中間試験だ。




　瑞姫たちが通う北きた高こうは前期後期の二期制をとっていた。そのため六月に中間試験をし、九月に期末試験が行われる。

　瑞姫は諦あきらめて現実逃とう避ひを止やめ、一つ大きなため息を吐ついた。結局どうあがいてもその事実に戻ってくる他なかった。中間試験を終えずして夏の到来などありえない。高校生とは、青春とは悲しきかなそういった運命のもとにあるものだった。だから中間試験を乗り越えない限りはいくらどれだけ世間一般的に夏が始まろうとも、瑞姫の心は永久に湿気の牢ろう獄ごくたる梅雨に囚とらわれたままなのだった。

　夏の始まり。それ即すなわち中間試験が終わった時。




　けれども、困ったことに瑞姫は試験とやらが嫌いだった。そもそも勉学というもの自体が大嫌いだった。数式や英単語を聞くだけで謎の頭痛に襲われる程にだ。とんと向かないのである。どう頭をひねっても神様が「勉学が必要なき者」としてこの世に産み落としたとしか思えない程だった。

　はやいところ瑞姫は掛かけ値ねなしの馬鹿野郎だった。

　できないから嫌いなのであり、嫌いだからできない。そうして負の連鎖をばよえ～ん程続けた結果、今現在の馬鹿さ加減に落ち着いたというわけだった。

　しかし瑞みず姫きの馬鹿さ加減など当人にとってすらどうでもいいことだった。彼女がどれだけ馬鹿であろうとも、中間試験はやってくる。数日後、正確には試験初日が丁ちよう度ど一週間後の月曜日なので七日後であるが、何があってもやってくる。学校が爆発でもすれば話は別だが――その場合は漂ひよう流りゆうするというおまけがついてくる可能性もあるが――あまりにも望み薄い話なのでやはり何があっても中間試験はやってくるのだった。

　つまりどう転んでも瑞姫は勉強せざるをえなかった。それは逃れられない運命だった。なんと悲ひ惨さんで不ふ条じよう理りな運命であろうか、などと一通り悲劇のヒロインでも気取らなければやりきれない。

　ここまでの話を要約すると「試験がある。瑞姫は馬鹿である。そのため彼女は勉強をしなければならない。だがしかし、彼女はどうしようもなく勉強がしたくない」ということであった。そして長々とした現実逃とう避ひの理由だった。

　ただ一つだけ今までとは違った点、ある意味では救いが今回はあった。

　瑞姫のすぐ近くに、彼女など比較にならないほどの大馬鹿野郎がいたからだ。人間は自分より下の人間を見ると安心するものだ。だから瑞姫はまさに今自分の横で自分以上に勉強ができなく、故ゆえに絶望している男子生徒、真ま宮みや逢おう人じを見て一いち縷るの望みを見み出いだしていた。

　私よりも馬鹿がいた！　こんな私よりも馬鹿な奴やつが、こんなにも近くにいた！　と。

　瑞姫たちは高校一年生であり、今回の中間試験が高校生活において初めての試験だった。そのためまだ試験の結果、実質的な点数としての知能は叩たたき出だされていなかった。

　それでも瑞姫は真宮が自分以上の大馬鹿野郎であることを知っていた。身をもって知っていた。

　真宮は自力で勉強というものをしない。瑞姫が知る限り、高校生になってからのこの約三ヶか月げつ、おそらく一度もしていない。週末の課題は全すべて瑞姫か解答案に頼り切りだ。

　瑞姫は答えをそのまま見せることもあった。しかしそれでは納得いかないので真宮自身の力でやらせようとしたことも何度かあった。わからないところは彼女なりに教えようと、そう思ってだ。だがしかし、真宮は、一つとして自力ではできなかった。ほんとうに、一つもだ。

　だから瑞姫は真宮の馬鹿さ加減をよくよく知っていた。そしてそんな馬鹿な真宮でも今回ばかりは他た力りき本ほん願がんでは乗り越えられないことも、逃れられない事実だった。試験とあっては課題のように瑞姫や解答案に頼るわけにもいかない。そもそも瑞姫とはクラスが違う。

　故に真宮は煮えるような蒸し暑さの中、瑞姫の隣で絶望に浸り、顔を真っ青に染めているのだった。

　その上、来週から試験が始まるという事実を彼が知ったのは今日のことだった。




「テストの点数悪かったらなんかあんのか？」

　真ま宮みやは顔を上げず、沈しずんだ声で呟つぶやくように瑞みず姫きに言う。放課後、すっかりお決まりとなったいつものバイト先までの道中だった。

「赤点なら補習は確実だし追試もあるかもね。あと下へ手たすると留年とか」

　瑞姫はうちわで扇あおいだまま答える。蒸し暑さにうなだれており、その声にはあまり元気がない。水泳をやっていた頃は毎日のように冷たい水の中に入っていたので放課後に暑さを意識したことはあまりなかった。あのひんやりとした水中を思い出し、それと今のこの暑さを比べるとどうにも働く気力も湧わいてこない。おまけに試験も一週間後に迫っているのだから、もううなだれる他なかった。

「留年すると一年余計に金かかるよな？　それは避さけねえと……」

「多分そうなるけど、そこ？」

「あ？　そこって何がだよ」

「いや、留年でまず一番にお金のこと考えるんだなぁって……一年余計に学校いるのが嫌だとか、友達と学年違くなるのが嫌だとか思うのが普通だと思うから……」

「ああ、そういやそうか」

「えぇー……まあ真宮くんらしいと思うけどさ。てか留年したら綾りよう姉ねえとも学年違くなっちゃうじゃん。そしたらもう大分望み薄だと思うよ。その前にどうこうするなら別だけど、どっちにせよ嫌でしょやっぱり」

「あー、それはなんかすげえ嫌だな……お前の後輩にもなっちまうし」

「あ、それはいいかもね。おもしろそう」

　瑞姫はどこか楽しげに意地悪な笑みを浮かべる。

「何がだよ……まあ補習も追試も受けてらんねえしな。とにかく赤点とらなけりゃいいんだろ？　んじゃカンペで大丈夫だな」

「大丈夫じゃないし！　なにサラッとカンニング宣言してんの」

「別に普通だろカンペぐらい。中学の頃もずっとそれで乗り切ってきたからな」

「まさか入試も……」

「入試ではさすがにしてねえよ。つか範はん囲い広すぎてできねえし」

「物理的な問題なのね……ともかく、カンペはダメ。それはなし。てかバレたら普通に全教科〇点だから。留年ほぼ確定」

「マジか……んじゃ普通に勉強するしかねえじゃねえかよ」

「いや、それが普通なんだって。まああと一週間あるし本気で頑張れば赤点回かい避ひぐらいはなんとかなるでしょ」

「一週間か……まあお前に教えてもらえばなんとかなっか」

　真ま宮みやのそのさも当たり前といった言葉に、瑞みず姫きは思わずきょとんとする。

「は？　いやいや、私教えないよ」

「あ？　なんでだよ。いつも課題とか見せてくれてんじゃねえか。教えてくれよ」

「課題とこれは別だって。ていうかあんたに教えてる余裕なんかないし。私だってテスト勉強しないといけないんだから」

「いや、でも少しくらいはいいだろ。お前はもうとっくに勉強始めてんだろ？　普段だって勉強してんだろうし」

「いや、テスト勉強はやってはいるけど……」

　瑞姫はバツがわるそうに言いい淀よどむ。そうしてどこか気まずそうに目を逸そらしながら続けた。

「まあなんだかんだ言ってるけど私も勉強嫌いだし、あんまやんないし……集中力ないし頭もそんな良くないから人になんて教えてられないしさ……」

「なんだそれ。バカだから俺に教えるなんて余裕はないってことか？」

「……その通りだけどあんたにバカとか言われたくないし。どう考えてもあんたのほうが何百倍もバカじゃん」












「いや、確かに俺はバカだけどそんな何百倍もってことはねえだろ。一応ちゃんと入試受かって入ってんだしよ。てかお前が自分で頭悪いって言ったんじゃねえか」

「そうだけどとにかくあんたにだけはバカとか言われたくないの！　仮にも勉強教えてもらおうって相手にバカとか何様だっての。てかあんたほんとにちゃんと入試受かって入ったの？　正直信じられないんだけど。入試何点だった？」

「――確か一二五とかだな。お前はなんぼだよ」

「……一応あんたよりは上、かな……」

　瑞みず姫きの目がまた泳ぐ。

「なんだよ一応って。俺も言ったんだからちゃんと言えよ」

「……一二七……」

「二点しか変わんねえじゃねえか。やっぱお前もバカだろ。二点つったらせいぜい一、二問の違いだぞ。俺この点数でかなりぎりぎりだったんだけどよ」

「あー、うん、そうだろうね……私も結構ぎりぎりだったから……とにかく私も自分のことで一杯一杯なの！　あんたに教えてる余裕はないわけ！」

「そこをなんとか頼む！」

「無理なもんは無理！」

「頼む！　一人じゃ赤点回かい避ひすら無理だ！」

「頼まれたって無理なもんは無理なの！　あんた中心に世界回ってるわけじゃないんだから！」

　瑞姫のその一言に、真ま宮みやは思わず黙りこくった。

「――俺だって別にんなこと思ってねえよ」

「思ってなくてもそういうことなの。ちょっと話変わるけど私あんたのこと甘やかしすぎてたと思うんだよね」

「そう、なのか？」

「うん。それでまあこれからはもう少し厳しくいかないとって思ってたわけよ。まあこの前の一件があったからってのもあるけど」

　瑞姫が言っているのは綾りように勘違いされ縁を切り、また戻したという一件のことだ。

「こっちからほいほい手出すのはあんたのためになんないだろうからさ。あんたも私に頼り過ぎだし。それにそもそもは綾りよう姉ねえと付き合えるようにちょろっとアドバイスする程度のものだったんだよ？　勉強とかは範はん疇ちゆう外です」

「……そこは協力とか関係なくバイト仲間とかそういう感じでよ」

「それでも無理だって言ってるの。悪いけど自力でなんとかして。それが普通なんだからさ。ともかく勉強しないと赤点補習追試留年だからね」

「お、おう……」

　瑞みず姫きに「無理」を押し通され、真ま宮みやはそう返す他なかった。

「じゃ、そういうことで。私は勉強するために帰るから、まあがんばってね」

「あ？　お前今日バイトねえのか？」

「テスト勉強あるから休み多くしてもらってるからね。残念でした」

　瑞姫はそれだけ言い真宮に背を向け歩き出し、

「――あっ、んじゃ一つだけアドバイス。それこそ私に勉強教わるんだったら綾りよう姉ねえに教わればいいんじゃない？　同じクラスなんだしあの人私より全然頭いいし」

　立ち止まり振りかえってそう言い、再度背を向けて歩き出した。




　真宮は一人バイト先へ向かっていた。歩きながら考える。

　大丈夫だけれども、全然大丈夫じゃない。

　綾のことを好きになり、そのために慣れないことをしなければならず、慣れていないし苦手なことであるから簡単にはいかず上う手まくはできず、不器用だから尚なお更さらそれ一つに集中してやっとできるぐらいのものなのに自分にはボクシングがありバイトがありだというのにケータイはなく、おまけに次は学校、試験が割り込んでくる。ボクシングやバイトは自分で選んでしているものだからなんの問題もない、仕方のないことであったが、あまりにも邪魔なものが多すぎるように真宮は感じていた。中学の頃は学校や試験などどうでもよかったが今はそうもいかない事情ができた。

　高校に入ってから急に世界が広がり、周囲を占めるものが増えた。その中には手に余るものもいくらかあり邪魔だとすら思う。けれども邪魔だからといって放ほう棄きするわけにもいかないもの。自分がつくづく今までしたいことだけして生きてきたのだと改めて痛感する。他を一切排はい除じよし、狭い世界で縮ちぢこまって。

　なるほど、確かに世界は断じて俺を中心になんか回っちゃいない。障害など子供故ゆえほんのささやかなものでしかなかったがそう思った。

　どの道やるしかなかった。やる以外に道はなかった。やりたくなかったが自分は高校生だから、今までとは色々と違ったから、欲してしまったものがあるから、だからやる他なかった。




　瑞姫と別れた真宮は一人バイト先に到着した。

　確かに俺も、というか俺のほうがバイトなんてやってる暇はない、と真ま宮みやは考えていた。試験まではあと一週間しかなかった。自分の頭を考える限り、毎日一日中勉強をしても時間が足りないくらいだ。授業中を使い、休み時間を使い、帰宅してからの時間を全部使う。それでも足りない。

　それに自分はバカであるから一人ではどうしようもないことぐらいわかっていた。数学や英語などは特にだが、自力で理解することは到とう底ていかなわない。けれども授業中などは一人でしか勉強できない。放課後の時間でないと、まともに人に教えてもらうことはできない。

　悩んだ末、真宮はバイトを休ませてもらえないか遊ゆう子こに訊たずねることにした。

「おばさん、ちっと相談あるんすけど」

「珍しい。なに、恋の相談とか？」

「は？　いや、んなわけないじゃないっすか」

　真宮は驚おどろき、慌てて否定する。

「いや神しん妙みような顔してたからつい。で、なに？　テストのこと？」

「え、なんで知ってるんすか？」

「そりゃ葉よう子こだって同じだもの。瑞みず姫きちゃんだって言ってきてるし。逆にあんたが今までなんも言ってこないほうがおかしいのよ」

「いや、実は今日知ったんで……それでその、勉強のために休ませてもらいたいんすけど」

「いいよ」

　その即答に真宮は思わず聞き返す。

「えっ、いいんすか？」

「なに驚いてんのよ、当たり前でしょ」

「そうっすか？　いや、急だし迷惑かけるだろうから無理だろうなって思ってたんで……」

「まー確かにもっと早めに言って欲しかったけどね。でもテストならしょうがないでしょ。勉強は学生の本分なんだし」

「すいませんした。でも大丈夫なんすか？　瑞姫も葉子もいないってことっすよね」

「そんなことあんたは気にしなくていいの。こっちでなんとかするしね。それに葉子には出前とかちょっとだけ手伝ってもらうし。ただやっぱりできれば休んで欲しくないから、次からはちゃんと普段から勉強するようにしてテスト前に休まなきゃいけないってことにならないようにしてよ」

　遊子は呆あきれた様子ながらも笑ってそう言う。

「はあ、ほんとすんません。次からは迷惑かけないようそうします」

「そうしてもらえると助かるね。でもまああんま気にしなくていいよ。子供は大人に迷惑かけるためにいるようなもんだからさ。逆に大人はそのためにいるんだしね。あんたも留年なんてするわけにはいかないでしょ。休ませてやっから本気で勉強しなよ」

「――そうっすね、がんばります。ほんとありがとうございます」

　真ま宮みやは顔を綻ほころばせ、頭を下げた。

　本当に世話になってばかりだと思う。あまりにも当たり前に彼女たちはそれを行う。そのため気づきにくいし、意識もしない。受けている自分すらどこか当たり前とすら思っているが、断じて当たり前のことなんかではない。

　何な故ぜ、と真宮は思う。何故俺なんかにこうもしてくれるのだろうか。親しん戚せき、甥おいとはいえ、俺みたいな人間のために。

　しかしそう「何故」と思うことはどこか失礼であるようにも感じた。だから口にはしなかった。理由はわからないが、もしかするとどうでもいいのかもしれない。どういう理由にせよ自分がそれを受けている事実は変わらないのだから。

　ならば自分はそれに応こたえることができているのだろうか、と真宮は思う。何かしら返せているのだろうか、と。

　返せている気はしなかった。だがたとえ返せていたとしても、それを確かめる術すべは自分にはない。だとすると自分にできることは、返せたと思えるようなんとかして返していくだけだ。とりあえず今は、ちゃんと勉強をして試験を乗り越える。そしてその後は、バイトを頑張る。ともかく、それらをやるだけだと。




　店を出ようとした時丁ちよう度ど葉よう子こがやってきた。

「あれ、あんた帰んの？」

「テスト勉強しねえといけねえから休ませてもらった」

「あんたがテスト勉強？　マジかよ。カンペ作りとか？」

「ちゃんと勉強するっつうの。カンペバレたら留年だって瑞みず姫きに言われたからな」

「あー確かにバレたら留年に片足突っ込むな。んじゃ今日三人か。お母さんが誰か呼ぶだろうけど」

「悪いなほんと。てかお前は仕事休まなくていいのか？」

「私は普段からやってるからね。まあいつも通り事務室で勉強して、今日は出前とか余程忙しい時とかだけにしてもらうし。んじゃまあ勉強がんばれよ」

　葉子はそう言い事務室へ入っていった。真宮は店の外に出て家へ帰るべく一人駅へ向かった。

　この時間にその道を歩くのは珍しく、いつもの道なのにどこか新しん鮮せんに見えた。
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　翌朝、真ま宮みやは暗あん鬱うつたる気分で学校へ向かった。

　昨日、帰宅してからの真宮は散々だった。

　自室に入りなにはともあれさあ勉強だ、と勇んで机に向かったのだが、まず何を勉強すればいいのかまったくわからなかった。

　試験範はん囲いがわからない。誰かに聞くにも真宮は携帯電話を持っていなかったし、同学年の誰かの電話番号も知らなかったので聞きようもない。

　知らないものはしかたない。明日綾りようにでも聞けばいい。とりあえず高校に入って初めての試験なのだし教科書の最初からだろうと思い教科書を開こうとするのだが、そもそもその教科書はほとんどが学校に置きっぱなしだったので手元にはなかった。

　かろうじて家にあった参考書等を広げてみるが、最初の一ページ目からわからない。数学と英語にいたっては何が書いてあるのかすらわからない。

　あまりのわからないの洪水の中、真宮は諦あきらめて寝ることにした。明日学校に早めに行ってなんとかしようと。




　寝れば明日がくるのは当然のことだ。それを何度か繰り返せば、中間試験の日は必ずやってくる。そのための大事な一日を真宮は昨日無む駄だに過ごしてしまった。中間試験までは六日しかなかった。もう一日、一瞬足りとも無駄にすることはできない。本気であり方を考えなければ、と真宮は考えていた。

　一人ではもうどうにもならないことはわかっていた。誰か勉強のできる人に手取り足取り教えてもらわないことにはあんなわけのわからないものを理解することは到とう底てい不可能だ。

　真宮は今になって瑞みず姫きの存在のありがたさをひしひしと感じていた。瑞姫は課題をしない、一つもできない真宮に力を貸してくれていた。しかしそれも今回ばかりはかなわない。真宮は瑞姫という最大の協力者なしにこの試験を乗り越えなければならなかった。それはとても困難なことに真宮には思えた。

　けれども、あいつは最後にちゃんと、ほんのちょこっとアドバイスをくれた。確かにこの機会を利用しない手はない。これを理由に自分から綾に一歩歩み寄ればいい。真宮はそれを思い、意気込み、息を一つ吐く。

　瑞姫の言うとおり俺はあいつに頼りすぎていた、と真宮は思う。あいつが協力してくれるのをいいことに頼り切っていた。自分一人ではできないと甘えて。でもそれではダメだ。もっと自分でなんとかしなければいけない。最後の最後は自分一人なのだから。

　今まではろくに誰かに頼らずにきた。けれども頼れる人間ができた途と端たんに頼りっきりだ。つくづく極端だと思う。悪いのは極端なことだ。要するにバランスだ。今まで通り一人でやりながらも、どうしようもない時は頼る。そういうバランス。

　ともかく協力してもらっているのだからそれに応こたえられるよう自分でどうにかしなければならない。勉強も綾りようとのことも、常にまとわりつくその他もろもろも、なんとかせねば。

　真ま宮みやはいつもより人通りの少ない通学路を歩きながら奥歯をギュッと噛かみ締しめた。







「おーす」

　登校してきた綾が声をかける。試験勉強をしていた真宮は顔を上げ「おう」と返す。ロッカーや机の中を整理してなんとか試験範はん囲いが書かれたプリントを見つけ出し、ようやっと勉強を始めることができていた。

「あたしより早いの珍しいね。テスト勉強するために早く来たの？」

「まあな」

「へー。まあそりゃお前でもテスト前になれば勉強するか。でもお前が勉強してるとこ初めて見た気がするわ」

　綾はそう言って笑い席に着く。真宮はその後頭部を少し眺ながめたあと、机の上に視線を戻した。

　視線は机の上に戻したが、手は動いていなかった。頭の中も勉強以外のことで埋め尽くされている。すなわち「綾に勉強を教えてもらう」ということ。

　綾に勉強を教えてもらおう。どこを教わるか。そもそもどこがわからないのかすらわからなかったが、そんなことは後回しでとにかく「勉強教えてくれ」と頼むだけでいい。頼むだけだ。そう言うだけだ。それだけのことだ。

　けれども真宮の口は開かなかった。喉のども舌も動かず、言葉が音で出ることはない。延えん々えんと狭苦しい頭の中だけで言葉が巡めぐる。そうしてあり得ないことはわかっていながらも「あっちから勉強教えてあげるとかこねえかな」などと思い、いつまでも顔を上げられずにいた。

　何な故ぜできない。何が怖い。仕し舞まいには頭の中を巡る言葉がそうしたものに変わっていく。

　怖いのは断られることだった。断られること、否定されること。それ以前に自分の気持ちを話すこと。それをずっとしてこなかったから、錆さびついてしまって動かない。考え過ぎだし言葉が多すぎることもわかってはいたが、それでも動かないものは動かない。

　大丈夫だ。真ま宮みやはその言葉を何度も頭の中で唱となえる。大丈夫だろ。そのはずだろ。別になんとも思われない。綾りようならきっとなんでもないことのように肯うなずいてくれる。大丈夫だ。俺は俺が言いたいことを言っていい。したいことをしてもいい。こんなもの、わがままの中でもほんの些さ細さいなものだ。というか、なんで俺はこんな悩んでいるんだろう。こんなにものを考える人間だったか俺は？

　それに気づき、真宮は少し笑えてきた。考えることなど今まではほとんどなかった。考える対象がろくになかったから。

　人間変わるもんだなあ、と自分をどこか客観的に眺ながめ、少しだけ楽になる。考えるようになった事自体は別に悪いことではないが、考えすぎて動けないのはダメだろう。できないことをするのは怖い。したことないことをするのは怖い。そんなことは当たり前だ。だからといって縮ちぢこまって自分で世界狭せばめてたら世話ないだろう。

　たかが「勉強を教えてくれ」と言うだけのことにそれだけ悩み、真宮はようやっと顔を上げた。そうして眼がん前ぜんに垂れているポニーテールを見る。

　そういえば、なんて声をかければいいんだろうか。真宮はまた、そんな些細なことを悩みだす。名前を呼ぶ。肩を叩たたく。「おい」と声をかける。ノートでつつく。

　そうしてそのポニーテールを眺めていると、何な故ぜか無性にそれを引っ張りたくなってきた。紐ひもを引っ張るタイプのチャイムがあるが、あれと同じ感じでポニーテールを引っ張り用があることを知らせる。そんな馬鹿げた考えが頭に浮かんでくる。けれどもそれはさすがにないだろうとすぐに思い直し、同時に悩んでいるのが面めん倒どうくさくなってきて手を伸ばし肩を叩いた。綾はすぐにポニーテールを翻ひるがえし振り返る。

「あのよ、ちっと教えてもらいてえんだけど」

「え、何を？」

「勉強。わかんねえとこあっからさ」

「あーいいよ。あたしもわかんないかもしれないけどね。どこわかんないの？」

　綾は特に気にする様子もなくいつも通りに訊たずねる。その様子に真宮は少しだけ安あん堵どする。

「どこっつうか、まあほとんど全部だな」

「えー、さすがに全部は教えてらんないよ」

「あ、いやまあとりあえずここだけどよ」

　真宮は数学の教科書の最初の方のページを開き、ペンで指す。

「おまっ、ここ一番最初のとこじゃん。テスト大丈夫かよおい」

　綾は呆あきれと心配が混じった表情で真宮を見る。

「大丈夫じゃねえかな……」

「ったく、バカなとこは思った通りだな。いいよある程度なら教えてやっから」

「悪い、あんがとな」

「いいよ別に。でもあんま量多い時は報ほう酬しゆうもらうからな」

　綾りようは笑ってそう言い、問題の解説を始めた。そこから朝のホームルームが始まるまでマンツーマンの指導は続いた。







　休み時間、昼の時間も真ま宮みやは綾に勉強を教わっていた。同様に勉強を教わっていた五時間目後の休み時間、この流れならなんの違和感もないしいける、と判断し真宮は思い切ってそれを口にする。

「あのよ、できれば放課後も勉強教えてもらいてえんだけど」

　なるべく申し訳なさそうにそう言うと、綾は少し考えこむように眉をひそめる。

「あー……てかあたしでいいの？」

「いや、まあ他にいねえし……」

「そう？　まあ瑞みず姫きバカだもんな。んな余裕ねえし、そもそも教えられねえか。でもあたし今日まで部活あんだよね。いつもより短いけど、その後は部活の友達と勉強する予定だし。そこ混ざんのはさすがに嫌でしょ？」

「てか混ざれねえだろそれ。どう考えても俺邪魔だし」

「そうだね。まあそういうことだからちょっと今日は無理かな。なんならブーに教えてもらえばいいんじゃね？　あいつ頭いいし教えんの上う手まいぞ」

「あいつに教わんのはなあ……つか別にあいつとそんな仲じゃねえよ」

「でもあっちは友達だと思ってんだろ。気が進まないのはわかるけどさ」

「……まあとりあえず一人でなんとかしてみるわ」

「今まで教えてる限り一人じゃできそうもねえけどな。まあがんばれよ」

　綾は笑ってそう言った。その笑顔が、がんばれが、やはり真宮にはありがたかった。こんなバカな俺に付き合って勉強教えてくれて、そりゃ頑張らねえとバチが当たるよな、と。

　真宮はなんだか大丈夫な気がしてきた。大嫌いな勉強、試験という壁かべであったが、そんなもの屁へでもない気がする。自分ががんばれば大丈夫だし、周りの奴やつらがいれば大丈夫だと。

　何にしてもこいつを乗り越えなければ先へは進めない。だったらやってやろう。そう前向きな気持ちで真宮は帰宅した。




　が、しかし。どれだけ気持ちが変わっても真ま宮みやがバカであり、今までろくに勉強してこなかったという事実にはなにも変わりなかった。数学、英語などはやはり自分一人では到とう底てい理解できない。わからないものに時間をかけてもしかたないとすぐに諦あきらめ現社や生物などといった暗記科目をすることでなんとかその日は乗り切った。
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　翌日。改めて自分が数学や英語などといった教科は断じて一人では理解出来ないことを思い知った真宮は、再度綾りように放課後も勉強を教えてもらえないか頼むことにした。その心しん境きようはもはや綾と仲良くといったものよりかはなんとか赤点を回かい避ひせねばという方向に比ひ重じゆうが置かれたものだった。次第に焦あせりを感じ始めていた真宮にそんな余裕はどこにもなかった。

「綾、頼みがある」

「なに改まって。勉強のことじゃねえの？」綾が聞き返す。

「あ、いや、そうだけど……まあ俺馬鹿すぎて自力じゃどうにもならねえって改めてわかってよ、その、できれば今日は放課後も勉強教えてもらいてえんだけど……」

「今日はもう部活ないから一応大丈夫だな。ただ佳よし乃のと一緒に勉強するからさ」

「それっていつも一緒に飯食ってるやつだよな？」

「そ。クラスメイトの名前ぐらいそろそろ覚えろよなー。ま、だからあいつにも一応聞いてみるわ」

「おう。あんがとな」

　真宮はとりあえず一安心とばかりにほっと息を吐き、いくらか軽くなった心持ちで勉強を再開した。




　次の休み時間、綾は佳乃に真宮の件を話しに向かった。

「佳乃ー今いい？」

「んー？　大丈夫だよ」

「今日一緒に勉強する約束してたじゃん。で、真宮も一緒で大丈夫？」

「えっ!?　ちょ、なんで？」

　佳乃は目を見開くと綾に顔を近づけ小声で訊たずねる。

「いやあいつ頭悪いからさ、勉強教えて欲しいって。テスト前だし」

「……綾りように？」

「うん。あいつ友達いないからねー」

「……あのさ、真ま宮みやくん瑞みず姫きと付き合ってるらしいって話聞いたんだけど……」

「あーそれただの噂うわさ。付き合ってないって。まあバイト先同じだからね。瑞姫はバカだから勉強教えてもらえないんだと。で、大丈夫？」

「大丈夫じゃ、ないかな……ぶっちゃけ嫌っていうか」

「あーそうなんだ。じゃあいいよ。断るから大丈夫」

　佳よし乃のを安心させるように綾は言う。中学の頃からの同性の友人と、つい三ヶか月げつほど前に会ったばかりのほとんどただのクラスメイトでしかない真宮のどちらを取るかといったら、当然前者だった。

「ごめんね……あ、いや、でも私が拒否ったとかは言わないでね？」

「オッケー。そこは適てき当とうになんか言っとくよ。やっぱあんま仲よくねえ奴やつ来んの嫌だよな」

「まあそういうのもあるけどさ、真宮くんは尚なお更さらっていうか……やっぱ昔の噂とか聞く限りできればあんまり関かかわりたくないし」

「ふーん。今はそんなでもない感じだけどな。昼だって普通に一緒に飯食ってんじゃん」

「いや、あれは一緒にっては言えないから。とにかくそういうことだから、ごめんね」

「いいよ大丈夫大丈夫。まあそこまで怖がる必要もないとは思うけどね」

　綾はそう言い、なんでもないことのように佳乃に笑いかけた。




　次の休み時間に綾はそのことを真宮に話した。

「わりぃ真宮。佳乃だけじゃなくて他にも友達何人か来ることになってさ。ちょっと今日は無理っぽいわ」

「あ、そうか。いや、全然大丈夫だ。こっちがわがまま言って頼んでるだけだしよ」

「そう言ってもらえっと助かるよ。まあその代わり休み時間とか教えてやっからさ」

　綾はどこか慰なぐさめるようにそう言う。真宮は「おう」と肯うなずきながらもいくらかショックと危機感を覚えていた。理由はどうあれ断られるというのはやはり堪こたえる。なんだか避さけられているのではないだろうか、嫌われているのではないだろうかという女め々めしい思いまで浮かんでくる。それと同時に昨日に続き今日も断られいよいよ試験がヤバいという危機感。その二つの不安から解放されたいという思いからここで引き下がっていいものだろうか、とも思ったがやはりしつこいのはよくないだろうと思いとどまる。

　なにはともあれ、目下迫った試験の方を何とかしなければならなかった。

　真宮が思いつく選択肢は再度瑞姫に頼むことしかなかった。次の休み時間を待ち、真宮は瑞みず姫きの教室へと向かった。




　どこか困り果て切せつ羽ぱ詰まった様子で教室の入口にぬっと姿を現した真ま宮みやに対し、瑞姫は様々な感情を押し殺して「とりあえず外」と言い廊ろう下かに出た。そのまま真まっ直すぐ外に面した二階の渡り廊下へ向かう。

　外は夏が近いことを肌で感じ取れる蒸し暑さだった。かろうじて太陽は雲に隠れていたが、不快さを感じ始める暑さと湿気。

　梅つ雨ゆはまだきていなかった。

「あのさ、できれば教室来ないで欲しいんだけど」

　人がいない時を見計らい、瑞姫は少しいらついた様子で言う。眼めの下にはうっすらと隈くまが浮かんでいる。試験勉強で心身ともに普段より疲れていることは明めい白はくだった。そういった些さ細さいな変化にうっすらと気づきながらも真宮は「なんでだよ」と訊たずねる。

「なんでって、ちょっとは自分で考えてみたら？」

　瑞姫はどこか冷たくそう言い放つ。勉強で疲れている故ゆえの八つ当たりといった側面もあったが、真宮はあまりにも人の気持ちがわからないし考えようとすらしていない、と常日頃から思っていたからこぼれた言葉でもあった。

　瑞姫に言われ、真宮は少し考える。自分のことについては考えるようになっていた真宮であったが、相変わらず他人について、ましてやその気持ちや想おもいなどについて考えることはなかった。慣れない作業。ほとんどしたことがないこと。勝手がわからず頭の中の言葉は絡み合いこんがらがる。

　そんな真宮を見かねて瑞姫は一つ、真宮が気づかないほど小さく短いため息を吐つき助け舟を出す。

「まあ来ないで欲しいっていうよりは来ないほうがいい、なんだけどね」

「は？　……それは俺にとってってことか？」

「そ。あんたはもう忘れてんのかもしんないけどさ、ほら、その、あんたと私が付き合ってるみたいな話あったじゃん。あの噂うわさまだ残ってるし」

「ああ。でもそれは綾りようにさえちゃんとわかってもらってりゃいいって話だったじゃねえか」

「そうだけどさ……」

　瑞姫は少し困った表情を浮かべ、言葉に窮する。

　あんたがよくても私はよくない、とは言えなかった。事実、よくはなくても悪いとは思ってないことに気づいていた。よくはないけど、だからといって別に悪くはない。

　というか、そもそも、

「ていうかあんたはそれでいいの？」

「なにがだよ」

「綾りよう姉ねえとか抜きで私と付き合ってるって噂うわさされても。実際付き合ってないのに」

「……まあ別に噂とか陰かげ口ぐちとか慣れてるしな。俺にとって関係ねえやつに何言われたってどうでもいいし。まあそりゃどこの誰かも知らねえような奴やつと付き合ってるなんて言われたらなんだそりゃって思うけどよ、お前ととかなら逆に笑えるくらいだし」

「あ、そう……なら別にいいけど……」

　瑞みず姫きはどこか拍ひよう子し抜ぬけする。そして不意にそれに気づく。

　なんか、今のは、こう、どこか告白めいていたのではないか？

　もちろん別に告白なんかじゃないけれど、「私」と付き合ってるって噂されてもいいのかなんて、あまりにも直接的に聞きすぎたのではないだろうか。だってそれは、つまりその、「私」と付き合えるのか否いなかを聞いたようなものでもあるし。

　自分の無意識の言葉の意味に瑞姫は気づき、思わず赤面する。なんか取り返しの付かないことを言ってしまった、と。

　けれども、そんなことに唐とう変へん木ぼくの真ま宮みやが気づくわけもない。その一点で瑞姫はいくらか安心するが、となると彼の返答もまた無意識で故ゆえに真意であるはずだということに気づく。

　つまり、自分となら別に構わない、と。

　それは「私」でいいということなのか。もしくは「私」なんかそういう意味合いではどうでもいいということなのか。

　前者はあり得ない。そんな事断じてあり得ない。こいつのことだ。間違いなく後者だ。でも、前者も少しぐらいはあるのかもしれない。それは仲がいいとか友達だとかそういう意味合いのものであろうが、でも、多分、いくらかぐらいは。

　それは、まあ、一応喜んではいいことだろう。そこには間違いなく好意的な印象があるだろうから。誰からであろうと、好意的に見てもらえることはやはり嬉うれしいから。




「――あのよ」

　真宮が口を開き、沈ちん黙もくを破る。瑞姫はハッと我に返り、慌てる。一体どれくらい自分は黙りこくって、考え込んでいたのだろうか。なにかこう、感づかれたりはしてないだろうか、と。

「な、なに？」

　とっさにそう返す彼女の声は少しだけ上ずっていた。

「いや、ちっとねえ頭絞しぼって考えたんだけど、もしかしてお前に迷惑かけてっか？」

「え？　迷惑って」

「いや、お前が今聞いてきたことほとんどそのまんまなんだけどよ、まあ俺なんかと付き合ってるなんて噂うわさされんのやっぱ嫌だよなって……俺自分のことしか考えてなかったから全然気づかなかったけど、お前からしてみりゃ全然よくねえよなそりゃ」

　真ま宮みやはそっぽを向いたままどこか気まずそうに、申し訳なさそうにそう呟つぶやく。

「あ、いや、それは――」

　それは、どう答えればいいのだろうか？　今しがた気づいたことを考えるに、その確定的な問いに答えることは躊躇ためらわれた。

　自分の気持ち。さっきも思った通り、よくはないけど嫌でもない。それはつまり許きよ容よう出来るとか、そういうこと。そんなことを言ったら、嫌なわけがない。

　けれどもそれを、言ってしまっていいのだろうか？

　言うということは自分が認めることであり相手に伝えるということ。それが事実だと確定付ける行為。それをしてしまったらどこか、今の関係が壊れてしまう気がした。壊れるわけではない。変わる。何か別のものに。それはどこか、好ましくないようにも思える。

　それでも、瑞みず姫きにはそれを言わなければならないように思えた。真宮の落ちた視線沈しずんだ表情その言葉と声。それを見ると言ってあげなければいけない気がする。

　つくづく私は甘いなあ、と瑞姫は思う。それと同時にもっとシャキッとせんかいボケナスが！　という憤いきどおりも覚える。

「嫌じゃないよ。よくはないけど、嫌ではないから。だから別に迷惑とかも、そういうのも全然」

「……ならいいけどよ」

「うん、そこは大丈夫だから、ってよくないし！」

　突然声を荒らげた瑞姫に真宮は驚おどろいて目を見開く。

「自分のことしか考えてなかったって事に気づいたのはいいよ？　相手の気持ち考えようってのも。まあ考えたって分かるわけがないけどさ、真宮くんなら特に。じゃなくて、もっとシャキッとする！」

「……シャキ？」

「勝手に人の気持ち決め付けないでよ鬱うつ陶とうしいし迷惑だから。しかも悪い方悪い方ばっかだし。堂々としなよ。自己批判なんて別にかっこよくもなんともないし卑ひ怯きようなだけだよ。なんかあったら謝って反省して次またやるだけ！」

「――そう、だな。わりぃ、じゃなくてあんがとな」

「どういたしまして。とにかく私は大丈夫だからさ、余計なこと考えないで前だけ向いてなよ。正面の障害にだけ神経使ってさ。器用じゃないんだから」

　器用じゃないし、わかってもいない。私があれに答えたその意味について。

　でもそれでいいと瑞みず姫きは思った。それでいい。お陰かげでなんの波なみ風かぜも立たない。だから私にとっても大したことではない。何も変わらない。

　微弱だが、風が頬ほおを撫なでた気がした。




「それで、何しに来たの？」

「あ？」

「なんか用あったからうちの教室まで来たんでしょ？」

「ああ、そうだった。あのよ、勉強教えてもらいてえんだけどやっぱダメか？」

「何回も言ってるけど無理。ほんとそんな余裕ないから。てか前言ったけど綾りよう姉ねえに教えてもらえばいいじゃん」

「それは一応教えてもらえてるよ」

「あ、そうなの？　なんだ、やったじゃん。自分から言ったの？」

「まあな。勉強教えてくれって。試験前だし俺が相そう当とうバカだからおかげさまで」

「へー。じゃあ別に私に教えてもらう必要ないじゃん」

「いや、教えてもらえんの休み時間とかだけなんだよ。放課後は他の友達と勉強するから無理ってな。今日は佳よし乃のってやつと二人だから大丈夫って言われたんだけど他にも来るからやっぱ無理って」

「あー、じゃあしょうがないね。そういう場合であんまがっつくのもあれだし」

「だよな……別に避さけられてるってことはねえよな？」

「大丈夫だって。綾姉がそう言うならそういうことだろうしね。あの人嘘うそとかつかないから。まあ今の段階で同性の友達より優先されるってのはあり得ないだろうし」

「だよな……とにかくそういうわけで放課後勉強教えてくれる奴やつがいねえんだよ。ほんと数学とか英語は自力じゃどうにもなんねえからよ」

「それで私にね……まあ事情はわかったけどそれでもやっぱ無理。ほんと悪いけど、私も数学とかはかなり苦手だからぶっちゃけ赤点の危険あるし。でもあんた他にろくに知り合いいないもんね……ブータは？　あいつ頭いいし教えるのも上う手まいよ」

「いや、あいつはよ……そもそも大して仲良くねえし、一回勝負とかして勝てなかった相手に教わんのとかもあれだしよ……」

「でも赤点とってらんないでしょ？　なりふりかまってられないと思うけどなぁ。そんなしょうもないプライド捨ててさ」

「それはわかってるけどな……」

　真ま宮みやは苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をする。しょうもない意地、プライドであることはわかっている。そんなもの押し通しても守っても仕方のないことぐらいは。目的のためには手段を選んではいられない。くだらない意地を捨て、なりふり構わずやらなければ。

　もうそれしかねえか、と真宮が思った時声がかかる。

「瑞みず姫きちゃん」

　藤ふじ室むろ雲雀ひばりだった。

「あ、雲雀ひばり姉ねえ。移動教室？」

　瑞姫は雲雀の持ち物を見てそう訊たずねる。雲雀が持っていたのは音楽の教科書だった。

「うん。音楽の授業あって、その後ちょっと職員室に」

　雲雀は律りち儀ぎにそう答える。三つ子の次女と三女である二人が一緒にいるところを真宮が見たのは初めてのことだった。

「あー、ってか私も次移動教室だ！　ヤバッ」

　瑞姫はそれだけ言うと慌てて回れ右し校舎の中へ駆かけ戻っていった。残された二人は少し呆ほうけたままそれを見送った。

　残された二人の間にしばし沈ちん黙もくが降りる。

「――あの、なに話してたんですか……？」

「試験勉強のこととか、だな」

「あ、そうですか……来週ですもんね……」

　そう答え雲雀は視線を落とす。そんな彼女の様子を見ながら、そういえばこいつも数少ない同学年の知り合いの一人だったな、と真宮は思った。

「お前は勉強できんのか？」

「え？　えっと、まあまあです……」

「あ、そう……まあまあってどんくらいだよ。中学の時は大体いつも何番目ぐらいとか」

「中学の時ですか？　学年での順位は大体一桁けたでしたけど……」

「……何人中だよそれ」

「えっと、確か一八〇人ぐらいです……」

「めちゃくちゃ頭いいじゃねえか」

「いえ、全然そんな、頭いいとかはないです……ただ一応勉強はしてるだけで……」

「やってるだけで十分だと思うけどな――あのよ、一つ頼みあんだけど」

「え？　頼み、ですか……？」

「おう。勉強おしえてくんねえか？」

　なりふりはかまってられねえ、と真ま宮みやは再度頭の中で唱となえた。







　放課後、真宮は二度と足を踏み入れることはないだろうと思っていた文化系部室棟に向かっていた。

　なりふりは構っていられない、赤点を回かい避ひするためにできることは何でもする。下げられる頭は下げる。頼れるものは頼る。利用できるものは利用する。そういった想おもいから雲雀ひばりに頼んだ結果、放課後勉強を教えてもらえることになった。

　真宮はやはり未いまだに人を頼るということにいくらか抵てい抗こうがあった。瑞みず姫きや綾りようなどある程度気心が知れた相手ならそこまで抵抗はなかったが、雲雀のような相手の場合は別だった。

　けれどもこれは別に無償じゃない、と真宮はどこか言い訳気味に自分を納得させる。雲雀には貸しがある。以前二度助けたことがあるし、頼みも聞いた。だからその分を返してもらうだけだ。そう自分に言い聞かせればなんら抵抗なく頼むことができた。

　場所は前回と同じ文化系部室棟の中にある英えい国こく文ぶん化か研けん究きゆう会の部室だ。真宮は記憶を頼りに二度目となるその場所へ向かう。

　部室の前につく。扉をノックすべきか一瞬だけ悩み、ノックをしてから扉を開けた。

　雲雀は中にいた。

「あ、どうも……」

「おう。今日はよろしく頼む」

　真宮はそわそわした様子の雲雀に一いち瞥べつをくれ、席に着く。そりゃ密室で俺みたいな男と二人きりじゃあ落ち着かねえよなあ、俺だって落ち着かねえし、と思う。こいつもそんなんなら断ればいいのに、とも思うのだったがそれはそれで困るので感謝しながら教科書類を広げる。他に自分に勉強を教えてくれるような奴やつはいない、だから仕方ないのだ、と自分に言い聞かせ。

「今日は悪かったな。お前も勉強あるだろうに」

「いえ、勉強はその、大体終わってるんで……」

「終わってるって、テスト来週だろ？」

「あ、はい、そうですけど、その、予習とか復習で、大体試験範はん囲いはもう……」

「ああ、わざわざテスト勉強なんかする必要ないのか。すげえな」

「いえ、別に……それ以外にできることありませんし……」

「そういうことか……まあ俺はできねえからやっぱすげえと思うけどな」

　でもこいつに俺が唯一できるボクシングをやらせても多分できないし、得意不得意ってやつだな、などと真ま宮みやは思う。

「でも他に用事とかはなかったのかよ。頼み聞いてもらっといてなんだけど」

「いえ、特には……一応友達と勉強する予定でしたけど」

「そうなのか？　悪いことしたな。いいのかよこっちで」

「あ、はい。その子には教えるとかではなかったんで。それに真宮さんにはその、相談に乗ってもらってたりしますし……」

「ああ、んじゃまあ俺もそういうつもりでいとくわ……あと俺最初から最後まで全教科わかんないって感じだからよ、大変だと思うけど」

「はい、大丈夫です。その、教えるのも勉強になりますし……」

「そうか……んじゃ早速数学のここんとこから頼むわ」

　真宮は空気に耐たえ切れず急いで教科書を開き雲雀ひばりに見せた。

　人付き合いが苦手で女子とは特にそうであった真宮にとって雲雀と二人きりというのは結構にしんどいものだった。借りを返してもらっているだけだ、勉強を教えてもらうために仕方なく、一応ある程度は知り合いだし、などと自分に言い聞かせなければ耐えられそうもなかった。

　雲雀は真宮が苦手とする典てん型けい的てきな「女子」だった。何を考えているかわからない。何を話せばいいかわからない。おまけに綾りようや瑞みず姫きとは違いあちらから話しかけてくるということがほとんどなかったのがきつかった。そのため勉強という理由、言い訳があるのは非常に楽だった。間を繋つなぐものともなる。




　テスト勉強はスムーズに次々と進んでいく。頭が悪い真宮であったが、雲雀の教え方が上う手まいためすぐに理解することができた。真宮の頭でもわかりやすく教える。たとえ躓つまずいてもどこがどう、何な故ぜわからないのかを察知し重点的に教える。そういう教え方ができていた。

　真宮は素直に感心する。自分は頭が悪いからでもあるが、頭がいい人間に合わせることはほとんど不可能に等しかった。そういうことが平気でできるのも一つの才能なのではないかと思う。それは相手の立場になって考えることができるということでもあり、それもまた真宮には到とう底てい不可能なことだった。

　それに勉強を教えている時の雲雀は普段の大人しさが嘘うそのようによく喋しやべった。といっても勉強に関係のあることだけであったが、実にスラスラと言葉を発する。

　やはり得意なことだと違うのだろうか、と真宮は思う。確かに自分もボクシングのことなら普段よりはいくらかマシに話せる気がした。

　一つでもそういうものがあるだけでだいぶ違うよなあ、と思う。それと同時にいつもそうあれたらいくらかマシになるだろうにとも思う。




　一時間ほどが経過する。休きゆう憩けいでも入れたほうがいいだろうと真ま宮みやは思い提案する。

「そろそろちょっと休憩しねえか？　お前もずっと喋しやべってて喉のど渇いてるだろうし」

「あ、はい、じゃあ……あ、お茶淹いれてきます」

　雲雀ひばりはそう言って立ち上がりコンロの方へと向かい茶を淹れにとりかかった。




　雲雀が淹れたお茶を飲みながら休憩をするが、沈ちん黙もくが続く。真宮はなんとなく何とかせねば、と思い必死に話すことを探していた。

「あ。そういやお前どんな感じなんだ？」

「えっ？」

「いや、その後よ。上う手まくいってんのかナンパ対策みたいなの」

「あ、はい。いえ、その、あまり上手くはいってないですけど……」

　雲雀はそう言って自じ嘲ちよう気味に小さく笑ってうつむく。

「そうか。まあそんなすぐには無理だろうから長い目で見るしかねえだろ」

「そうかもしれないですけど、できればこう、何かすぐにでも効果が出るようなこととかはないでしょうか……おこがましいのはわかっているんですけど」

「別におこがましくはねえだろ。つってもすぐに効果なんてのは無理じゃねえのか。その場しのぎとかならできるかもしれないけどよ」

「そ、それは具体的には……」

「いや、特には考えてねえけど、まあ嘘うそつくとかそんな感じじゃねえのか？」

「嘘、はちょっと自信無いです……」

「そうか……だったら変なふりするとかしかねえと思うぞ」

「変なふり、っていうのは……」

「まあ普通におかしいふりすればいいだろ。わけわかんないこと言ったり。あと今思いついたけど似たようなもんで日本語わかんないふりするとか」

「えっと、それは外国の方のふりをするってことでしょうか……」

「おう。まあ外見からして中国人とかのふりするしかねえと思うけどよ。日本語通じない相手をナンパしようとする奴やつはあんまいねえだろうから適てき当とうになんか外国語話しながら逃げればなんとかなるんじゃねえのか？」

「なるほど……そうですよね、その通りだと思います。今度中国語で『私日本語わかりません』ってなんていうのか調べてみます！」

「ああ、そうか……それならできるってんならまあがんばればいいんじゃねえのか」

「はい。なんだかやっと一人でもなんとかなりそうな気がしてきました」

　雲雀ひばりは顔を上げ、すっかり自信を取り戻した様子で目を輝かせて言う。その様子を見て真ま宮みやはふと一つのことが気にかかった。

「あのよ、なんでそんなに一人でも大丈夫になりたいんだ？」

「え？　っとそれは……」

「いや、なんかいきなりで悪いんだけどよ、お前は迷惑とか心配かけるのは嫌だって言うけど、それってそれだけ大事にされてるってことだろ？　いいことだと思うんだけど」

「……はい、それはすごく感謝してますけど、でもやっぱりそれに甘えてちゃだめだと思うんです……それに、やっぱりそうやって心配ばかりかけさせてるのもダメだと思いますし……」

「そうか……俺なんかずっと一人だったからよ、そういうのも羨うらやましいっつうか、悪くないとは思うけどな。心配とか迷惑かけるのが嫌っつっても別に無理して一人になるんじゃなくてできることで返すのも全然ありだと思うし」

「……それは、よさそうですけど……」

「いつも助けられてるのが嫌だって言うなら自分も返せばいいだけだろうしな。そっちの方が全然いいんじゃねえのか？　得意不得意あるだろうしよ」

「……かもしれないです。でも返せるようなこととか全然ありませんし……」

「勉強はできんじゃねえのか？　もしそれでダメならなんか探すとか、もっとできそうなこと身につけるとか、無理に一人に拘こだわらなくても色々あるとは思うけどな」

「……そうですね。そっちの方が全然いいですよね……」

「いや、別にただ俺はそう思うってだけの話だぞ？　別にそうしろとか言ってるわけじゃなくて」

「いえ、そういうことじゃなくて、話聞いて私もそっちの方がいいなって。その、今まで全然思いつきもしなくて、ずっと一人でも平気にってとこにこだわってたんで……」

「そうか……自分でそう思うなら別にいいけど……」

「はい。その、ありがとうございます」

「いや、別に礼なんていらねえよ。大したことしたわけでもねえし」

「でも私はその、すごく助かりました。今までずっと一人でも平気なようにがんばらなくちゃって、自分は一人じゃダメだからって、そういうことばかり考えてたんですけど、その、そういう考えもあるんだなとか、私にもできることはあるんだよなとか、色々思えたんで、ありがとうございます」

「お、おう……まあ俺がお前と全然違う人間だから言えただけだと思うけどな……とりあえず勉強再開しねえか？」

「あ、そ、そうですね……えっと、どこからでしたっけ」

　少し慌てた様子で教科書を覗のぞいてくる雲雀ひばりに真ま宮みやは次に解とく問題を指さして教える。





　　　　＊






　同刻。文化系部室棟の一室で真宮の身にそんなことが起きているとは露知らない瑞みず姫きは、同じクラスの友人柳やな川がわ歩あゆみと共に学校の図書館で試験勉強をしていた。

　しんと静まり返った図書館の自習室にはカリカリというペンの音だけが絶え間なく響き続けている。そのカリカリの中瑞姫は不機嫌そうな顔で頭をカリカリとかきながらカリカリとした様子で参考書と向き合っていた。

　青春。若い。一五歳。高校生。そんなかけがえのない大切な時期に、なんでこんなことをさせられているのだろう、と瑞姫は思う。別に強制ではなく試験勉強をしないという選択も可能ではあったが、そんな選択をできる高校生が世の中にいったいどれだけいるのだろうか。勉強を一切しないで赤点を免まぬがれるなんてことができる人間がいたら、それはもう本当の天才だ。そんな奴やつが呑のん気きに高校生なんかしているわけがない。ともかく自分はそんな天才ではなく、おまけに頭もそれほど良くなく、そして何より高校生であったから勉強をしなければならなかった。しなければならないからしているだけだ。

　それでも、と瑞姫は思う。一五歳。青春。若い一ひと時とき。そういう時期にこうして建物の中にほとんど無理やりといった形で押し込んで教科書やノートといった書籍、文字とにらめっこさせるなど、この狭く小さい脳みその中に個人の世界を押し込めるなど、果たして許されることなのだろうか？　もっとこう、大事な事は沢山あるんじゃないだろうか？　今この図書館の自習室にも私と同じように勉強をしなければならないからしている高校生が沢山いるが、彼らは何も感じていないのだろうか？　不満や怒りや、ともかくなんかこう「これじゃない」といった感情は少しもないのだろうか？

　瑞姫は息を吐き、顔を上げ自習室を眺ながめる。相変わらずカリカリがそこを占めている。おそらくわからないところを教えあっているようなささやき声もしたが、自習室は原則私し語ご厳げん禁きんなのでそこに人間らしい音はほとんどない。皆が一様に下を向き、机の上の教科書類に刺すような視線を配り、そしておそらく頭の中で様々な言葉を並べ立て右手を動かし文字に起こしている。

　そういった生徒たちの様子をみると瑞みず姫きはなんだかたまらない気持ちになった。思い切り叫び、駆かけ出だしたい気持ちになった。どこかへ、あるのならば世界の果てまで走り続けたい。そんなわけのわからない衝動。駆け出したいはともかく、叫びたいという頭の中の言葉はいくらも実行可能だったので無意識のうちにそれは言葉の壁かべを破り電気信号として喉のどを刺激し、音として外に出かかる。瑞姫はそれをなんとかぐっと飲み込み、座ったままぐっと背中を伸ばした。その後で立ち上がり休きゆう憩けいがてらトイレに向かうべく自習室を出ようとする。

　自習室の出入り口に向かうまでの途中、どこから見てもカップルといった二人が並んで座っているのが視界に入った。二人は体を密着し、小声で話し合い、互いの顔を見合い、緩みきった微笑を交わし合い、視線を机の上に戻してゆく。瑞姫はそれを見て、頭の中でチッと舌打ちをした。

　どうでもいいけど、そういうの場所わきまえてしろっての。周りの人間のこと少しは考えろっつうのバカップル。

　すっかり気持ちがささくれる。が、同時にどうしようもない侘わびしさも覚えていた。思わずため息が漏れる。むかつくと同時に、羨うらやましい。嫉しつ妬と。なんだかなあ、という思いが頭の中に浮かぶ。

　ほんと、なんだかなあ。

　瑞姫はどうすればよいかわからず、とりあえず思い切りうなだれて大きなため息を吐つきながらトイレへ向かった。




　完全下校の時刻になる。瑞姫は歩あゆみと共に学校を出て駅前のファミリーレストランに向かった。試験勉強はまだまだ全然足りていない。わからない所は山ほどあったし、そもそも試験範はん囲い全すべてにまだ目を通せてすらいなかった。

　歩と共に疲れ果てた頭を運び、なんとか駅前のファミレスに辿たどり着つく。ウエイターに席まで案内される途中、

「おい瑞姫」

　と聞き知った声で呼びかけられる。瑞姫がそちらを向くと、綾りようが佳よし乃のと向かい合って四人席に座っていた。

「あ、綾りよう姉ねえと佳乃も来てたんだ」と瑞姫が言う。

「まあねー。お前ら二人？　だったらここ座れよ」

「え、いいの？　ていうかそっちも二人だけなの？」

「おう」

「ならそっちの方がいいね。歩あゆみもいいよね？」

　瑞みず姫きが歩の顔をみて確認すると、

「アイムアウェイだけど」と歩は答える。

「なにそれ。文法合ってる？」

「さあ。まあ英語なんてなんとなく意味通じてればいいじゃん。で、アイムアウェイだけどいいの？」歩は再度言う。四人の中で違う中学なのは歩だけだった。

「全然オッケーでしょ。これ機会に交友関係広げちゃいなＹＯ」

「んじゃお言葉に甘えてお邪魔しちゃうＹＯ。あ、どもどもお二ふた方かたはじめまして。瑞姫と同じクラスの不ふし肖よう柳やな川がわ歩でございます。以後よろしく」

「おう。話は瑞姫から聞いてるよ。あたしこいつの姉の綾りようね。でこっちが日ひ吉よし佳よし乃の」

　綾に紹介され佳乃が笑って軽く敬礼をする。

「へー、日吉佳乃。なんかすごい名前っすね。やっぱあだ名はヨシヨシ？」

「それは最近はないかなー。でもヨシヨシ復活もありっすよ」

「じゃあ私はヨシヨシでいかせてもらいます。いや、でもよかったよ。これで一人で瑞姫の相手しなくて済むし」

「は？　なにそれ」と瑞姫が言う。

「だって瑞姫しょっちゅうわかんないって聞いてくんだもん。私だってどっちかって言ったらバカなんだから頼られても困るっつーの」

「悪いね柳川さん。このバカはあたしが責任もって受け持つからさ。こっからはゆっくり自分の勉強に集中しろよ」綾は隣に座った瑞姫の頭に手を乗せ笑う。

「ありがたやー。やっぱ三つ子でも長女と三女じゃ全然違うねー」

「歩、あんた覚えときなよ……」

　瑞姫はジトッとねめつけるような目で正面の歩を睨にらみ、頭の上の綾の手を軽く払いのける。その後でとりあえず糖とう分ぶん補給とアイスとドリンクバーを注文し、試験勉強を再開した。




「そういや今日はずっと二人で勉強してたの？」

　しばらく勉強をした後で瑞姫は綾と佳乃の二人にずっと気にかかっていたことを訊たずねた。

「ずっとって放課後ずっとってことか？」綾に聞き返され、瑞姫は肯うなずく。

「じゃあずっと佳乃と二人だけど」

「あ、そうなんだ。いや四人席に座ってたから私ら来る前に誰かいたのかなーって」

　瑞姫は適てき当とうに嘘うそをつき再び視線をノートの上に戻す。けれども手は動いておらず、頭の中も別の思考が巡めぐっていた。

　昼間の真ま宮みやの話では「他にも友達が何人かいる」と綾りようは言って真宮の頼みを断ったらしい。しかし今聞いた限りでは佳よし乃の以外の友達などいない。ということは綾が嘘うそをついたことになる。

　綾はめったに嘘をつかなかった。少なくとも自分のために嘘をつくようなことはあり得なかった。けれどもまれに、誰かのために嘘をつくことはあった。姉妹とか友達とか、そういう大事な人をかばったりする時に、綾は稀まれに嘘をついた。

　そういうことだろうな、と瑞みず姫きは推すい理りし、綾の横顔をちらっと見る。真宮くんがそんなしょうもない嘘をつくわけがないし――聞き間違いという可能性はあったが――綾りよう姉ねえも自分のために嘘をついたりはしない。ということは、多分。

　瑞姫は少し視線を上げ、斜ななめ前に座る佳乃の顔を見る。

　佳乃のために嘘をついたのだろう。佳乃がおそらく真宮と一緒に勉強することを拒こばみ、綾はそちらを尊そん重ちようした。そしてその事実をそのまま伝えるわけにはいかなかったから――佳乃のためにも真宮のためにも――嘘を吐ついたのだろう。

　瑞姫はそこまで推測するとドリンクを一気に飲み干し立ち上がり、ドリンクバーの所まで向かってから「ほんと、前ぜん途と多た難なんだなあ」と一つため息を吐いた。

　思い切り佳乃に避さけられているではないか。煙たがられているではないか。前に一応一緒に昼飯食べてるとか話したとか言ってたけど、全然じゃん。

　どこまでいっても推測でしかなかったが、瑞姫はそうであると確信していた。綾りようのことを考える限りそれ以外はあり得ないと。なににしても真宮のことがあるのでどちらにも直接聞くわけにはいかず、推測を信じる以外に術すべはなかった。

　瑞姫はドリンクをグラスに入れ、席に戻って腰こしを下ろす。そうして再度佳乃の顔をちらっと見、悩む。この推測を真宮に伝えるべきか。

　推測が推測でしかないことは事実であった。それに、だからといって佳乃は何も悪くない。悪気があってやっているわけではない。そもそも事情を知らないのだから悪気などあるわけがない。しかたないとも思う。自分はバイト先が同じであったり綾のことがあるので平気であったし、綾は綾で噂うわさや過去など気にすることなく臆おくせず真宮と関かかわっているが、ろくに話したこともない他の女子からしてみれば別だ。「できれば関わりたくない」に全すべてが集約されていた。真宮は大多数から見れば未いまだに変わらずそういう存在だった。

　佳乃のことを考えれば言わないほうがいいが、真宮くんのことを考えれば伝えたほうがいい。間違っても真宮くんがキレたり佳乃を脅おどしたりするようなことはあり得ない。むしろ一層苦手意識を強め避けるだろう。けれども、それではいけない。それではダメだと瑞姫は思う。

　伝えよう。伝えるべきだろう。真ま宮みやくんは知るべきだ。知って、行動すべきだ。

　瑞みず姫きは決心し、というかそんなこと考えてる場合じゃないし、と再度勉強に戻っていった。真宮にかまってる暇など、真宮のために思考を巡めぐらしている暇などどこにもない。

　けれどもそちらの方が勉強で頭を使うよりよっぽど楽であった。





　　　　＊






　翌日の休み時間、その男は唐とう突とつに真宮のクラスに現れた。

「真宮！　面つらを貸してもらうぞ！」

　その男、神こう指ざし風ふう太た郎ろうは何やらいくらか怒った様子で真宮の元まで突っ込んできた。まったくわけのわからない真宮は他のクラスメイト達たち同様ぽかんとして「お、おう」と答えるほかなかった。




「どういうことか聞かせてもらおうか真宮……」

　外に面した渡り廊ろう下かまでやってきた風太郎は怒りを抑えた様子でどこか神しん妙みように話を始めた。気のせいかメガネがキラリと光る。その重々しい様子は普段の風太郎のものとは明らかに違うので真宮は何事かと息を呑のむ。

「いや、どういうことかって何がだよ」

「白しらを切るな！　話は全部聞いているぞ！　貴様昨日雲雀ひばりくんと二人きりで勉強したそうじゃないか！」

　風太郎が叫ぶ。暫しばしの沈ちん黙もくが広がる。

「――あ、ああ、それか。ってなんで知ってんだよお前」

「雲雀くんから聞いたからに決まっているだろうが！」

「ああ、そりゃそうか。で、それがなんだって？　つかなんでお前キレてんだよ」

「これがキレずにいられるか！　よもや僕が彼女に恋焦がれていることを忘れたわけじゃあるまい！」

「あー、そういやそうだったな。だからなんなんだよ」

「……それは本気で言ってるのか？　君の好きな人が他の男と二人きりで勉強してるところを想像してみろ」

　風太郎に言われ、真宮は綾りようがどこかの誰か、もちろん高校生の男子と二人きりで勉強しているところを想像する。すると途と端たんになんとも言えない不安や気持ち悪さ、胸の苦痛がじんわりと襲ってきた。

「嫌だな……」

「そうだろ。そういうことを言っているのだ僕は。というか君好きな女子がいたんだな」

「は？　……ばっ、いやいねえよ！」

「だったら何で想像できたんだ」

「いや、今のはそのよ、なんていうかこう、ただの想像だし、特定の誰かとかそういうわけじゃねえよ別に！」

「特定の誰かなのか。どこの誰なのか是ぜ非ひともしりたいものだなあ。といっても君の交友関係から考えるに消去法で綾りようぐらいしかいないが」

「なんでそうなんだよ！　いや、ちげえぞ全然、別にあいつはそういうの全然」

「真ま宮みや……僕はよく人の気持ちを考えないだとか空気を読めないだとか言われるがな、まあ空気は読む気がないからなのだが、ともかくそれでもここまで手に取るようにわかったことはないぞ。なんだその反応は。わざとやってるのかと思えるぐらいわかりやすいぞ」

「だから違うっつてんだろうが！　つかなんでそうなんだよ、わけわかんねえぞ」

「消去法のことか？　そうだな、まず僕が知るかぎり君にはろくな交友関係がない。まともに関かかわっている女子は彼女たち三さん姉し妹まいぐらいだろう。で、雲雀ひばりくんはまあ今の話しぶりからおそらくないだろうし瑞みず姫きの場合は彼女自身が違うと言っていたからな」

「は？　なんだそりゃ」

「少し前に君たちが付き合ってるという噂うわさがあっただろ？　真しん偽ぎのほどを彼女に直接聞いたらそれはないと言っていたからな。彼女の話しぶりなどからそれが真実であることはよくわかった。となると綾しかないだろう」

「……まあ大体わかった。でも違うもんはちげえからな」

「そうか。では僕が勝手に思っていることにしとこう。まあ何かあったら言ってくれて構わんぞ。僕も彼女の幼おさな馴な染じみだからな。力になれることはたくさんあるだろう」

「違うから力になるもくそもねえけどな。てかお前何しに来たんだよ」

「おお、そうだったな。とにかく僕としては君に雲雀くんと二人きりで勉強されるのは非常に困るのだ。そもそも何な故ぜ彼女なんだ？」

「いやよ、お前が言った通りろくに知り合いいねえからな。最初は瑞姫に頼んだんだけどあいつは自分のことでいっぱいいっぱいだから無理だって。綾は他の友達と勉強するからって。で残ったのがあいつだけだったんだよ。俺バカすぎて教えてもらわねえとマジで全部赤点とっちまうからよ」

「そういうことか。というか何故そこで僕のところに来なかったんだ」

「いや、綾にもお前に教えてもらったらどうかって言われたんだけどよ、お前に頼むのとか教わんのとかはちょっとな……」

「プライドが許さんというやつか。図ずう体たいの割には本当に器の小さい男だなあ君は。しょうがない、では僕の方から頼んでやろう」

「は？」

「僕に勉強を教えさせてくれ。なに、君のためではなく君に雲雀ひばりくんと勉強をしてもらわないため、つまるところ僕自身のためだ。それなら別に構わんだろ？」

「……まあ、教えてもらえんならありがてえけど、それはそれでなんかお前に甘えてるみたいで嫌だな……」

「頑固だなあ。だったら君の方からも頼めばいいだろ。それでフェアだ。互いが互いの利益のために頼んでいるのだからな」

「……わかった。とりあえずお前の頼みとか抜きに俺の方から頼むわ。勉強教えてくれ」

「もちろんだとも。しかし随ずい分ぶんと回りくどいことをしているな僕らも。君がどうしようもなく融ゆう通ずうが利かないからだがな」

「うるせえよ。じゃああいつに話しとかねえとな」

「雲雀くんのことだな？　それは僕がしておこう。理由は雲雀くんばかりに迷惑はかけられないから、といったところで構わんな？」

「ああ、それでいいよ別に。なんかわりいな。つってもそれも自分のためか」

「まあな。僕も僕なりに必死だからな。それでは放課後また会おう」

　風ふう太た郎ろうは右手を上げて挨あい拶さつし、真ま宮みやと別れて教室に戻っていった。




　その日の放課後、真宮と風太郎は駅近くのファミレスにいた。真宮の前には教科書類とお茶が入ったグラスが、風太郎の前にはカレーライスとジュースが入ったグラスが広がっていた。

「もしかして飯食うためにファミレス来たのか？」真宮が訊たずねる。

「もちろんだ。腹が減ってはなんとやらだしな。それに小腹がすいてもいつでも注文できるだろ」

　風太郎は凄すさまじい勢いでカレーライスをたいらげる。その様子を見て真宮は「そりゃ太るわけだ」と思った。

「まあそれはいいけどよ、この時間に食って夕食も食うのか？　食い過ぎだろ」

「なに、問題はない。食事の前に運動をするからな。それに食うことは体づくりで一番大切なことだ。食事の大切さは君もよく知ってるだろ」

「まあな」と答え真宮はお茶をすする。ボクシングの場合体重制限などがあるため食生活の管理は練習同様とても重要なものだった。それがきちんとできていなければ試合以前の問題である。

「体づくりって言ってももう十分だろ。そんなんだから太んじゃねえのか」

「そうはいっても腹は減るからな。あとは体質の問題だ。さて、では勉強を始めようじゃないか」

　カレーライスをきれいに平らげた風ふう太た郎ろうは皿を横にどかし、グラスを掴つかんでジュースをぐいっと飲み干す。そうして筆記用具を取り出し身を乗り出した。




　数十分が経過する。その間風太郎による指導はほとんど休むことなく続けられた。問題の解とき方を教え、真ま宮みやが問題を解き、その途中で詰まり解き方をもう一度尋ね、風太郎がそれに答え、それを場合によっては幾いく度どか繰り返しやっと一問解き終える。それを何度も繰り返し、ゆっくりであったが教科書のページを次へと進めていく。風太郎はふうと一つ息を吐きジュースを渇いた口に運んだ。

「本当に全部わからないとはさすがに思わなかったぞ。これじゃあ雲雀ひばりくんも大変だったろうに」

「だろうな。でも俺からすりゃ全部わかるお前らのほうがすげえよ」

「教科書の問題ぐらいならできるようになるまでやればできるものだぞ。応用の範はん囲いも全然狭いしな」

「かもしんねえけどよ。できるようになるまでやってる時点ですげえよ。お前も普段から勉強やってるからテスト前にしなくてもいいって感じなのか？」

「そうだな。そもそもテスト前の勉強というのは確認をするためのものだろ」

「すげえな……なんでそんな本気で勉強できんだよ。身体からだ鍛えたりよ」

「自分がそうしたいからしているだけだ。完璧に少しでも近づきたいからな」

「……なんでそんなんなったんだよ」

「そうだな、まあ見ての通りの容姿と体型だからな。少しでも他のことでカバーしなければという思いがあったのだよ。あとはやはり彼女たちだな」

「ってあの三人か？」

「ああ。なにも僕だって生まれた時からこうだったわけではない。小さい時はメガネでデブでよくいじめられたものだ。そういう時に綾りようや瑞みず姫きが助けてくれ、雲雀くんが優しくしてくれたものだ。まあ雲雀くんも気弱だったからちょっかいだされてたりしてたのだが自分のことは後回しで僕に優しくな。その時から僕は雲雀くんのことが好きなわけだが、ともかくいつまでも助けられてばかりはいられないと思ったわけだ。雲雀くんなど自分も辛つらいのに優しくしてくれるのだから自分ががんばって守らなければとな。まあそこから綾りようが通っていた空手教室に通い始めたりしたわけだよ。ともかく彼女たちにもらったものを少しでも返すため、ということだ」

「……まあ、よかったなあいつらがいて。つかそういうの話すの恥ずかしくねえのか？」

「恥ずかしいわけがないだろ。おかげで今の僕がいるわけだからな。むしろ胸をはって誰にでも話せることだ。まあさすがに聞かれない限りは話さないがな。君も僕の過去に興味があるとは思わなかったぞ」

「別にそういうわけじゃねえよ。ただまあ、気になんだろ普通……」

「そうか。まあ僕も君の過去には少し興味があるがな。今の君を見るかぎり荒れる理由はよくわからない。そういった理由やボクシングを始めた理由など聞いてみたいものだな」

「……ぜってー言わねえ」

「そうか。それならそれで構わない。もしいつか話したくなったら話してくれればいいしな」

「いいのかよそれで。つうか話したくなるとかありえねえぞ」

「ははは、今はそうかもな。だがありえないことなどありえないぞ。僕とこうして勉強することだって少し前の君にとってはありえなかったことだろう」

「まあな……てか勉強やんねえとだろ。時間ねえんだよこっちは」

「話を広げてきたのは君の方だろ。まあいい、では早速次の問題へいこうか。と、その前に飲み物を補給してくる。少し待ってくれ」

　風ふう太た郎ろうはそう言って空になったグラス片手に席を立った。真ま宮みやはその背中を少し見送った後、窓の向こうに視線を向ける。

　自分の過去。過去なんて大げさではなかったが、自分のこれまでのこと。荒れた理由。ボクシングとの出会い。

　そんなこと、多分一生誰にも話さない。話せないし、話したくなかった。

　胸を張って話せるようなことではない。恥ずかしい、よりもっと歪いびつな感情がそこにはあった。今のダメな自分を構成する全すべて。元凶。嫌で仕方のないこと。

　クソみたいな自分の一番クソな部分だと思う。そんなもの、誰かに見せられるわけがなかった。

　話したくなったら、か。そんな日は一生来ないだろうな、と思い真宮は少し自じ嘲ちよう気味に鼻で笑った。




　真宮の母親は彼が小学生の時に亡くなった。交通事故だった。毎日この国で起きている死の一つでしかなかった。

　父親は生活のために一人必死に働いた。当然真ま宮みやはいつも一人で、次第に荒れていった。元々短気で乱暴だった真宮だったが、母親が亡くなった後からは足りないものを埋めるかのように一層暴力を振るうようになった。

　そんな暴力でモノを言う真宮に父親は体でわからせるという教育方針の元、真っ向から向かっていった。暴力でのぶつかり。その選択は結果として真宮が完全に道を踏み外すのを防ぐこととなったが、彼の反抗と喧けん嘩かの強さをより強めることとなった。

　小学生の頃はぎりぎり子供の喧嘩ですんでいたことだったが、中学生になってからはそうはいかなかった。周りも反抗期に入り荒れてくる頃だ。不良という存在が量産されていく。その中で真宮のケンカ量は増えていった。先輩が威い厳げんを保つために生意気だとケンカを売る。真宮が馬鹿正直にそれを買う。そうして恨うらみを買いまた次のケンカが起こる。そんなことの繰り返しだった。

　当然何度も補導された。その中で真宮は一人の警けい官かんと親しくなっていった。その警官は「そんなに暴れたいならいっそボクシングでもしたらどうだ。ケンカと違って補導もされないしずっと楽しいぞ」と自分の知り合いが経営しているボクシングジムを紹介した。それがボクシングとの出会いだった。

　ボクシングを始めてから真宮のケンカ量は次第に減っていき、ほとんどないに等しいほどまでになった。真宮に必要だったのはケンカではなく暴力であり、ボクシングという正しく暴力を行使できる場所が与えられた今、ケンカをする理由はなくなっていた。

　けれどもケンカばかりしていた頃から人間そのものが変わったわけではなかった。ずっと暴力でしかまともに人と関かかわれなかった真宮が普通に人付き合いができるわけがなかった。そしてケンカばかりしていた事実が消えるわけでもなかった。




　そういうことを、真宮は意識して思い出す。まあ、話せるわけねえよなこりゃ、と。

「またせたな。では続きを始めようか」

　飲み物が入ったグラスを持った風ふう太た郎ろうが戻ってくる。

「ああ、さっさとやっちまおう」

　真宮はそう答え、勉強に頭を切り替えようと短く息を切った。





　　　　＊






　翌日の放課後、そこには勉強ですっかり疲れ果てた真宮と真宮の馬鹿さ加減にすっかりあきれ果てた風ふう太た郎ろうの姿があった。

「……これは土日も付きっきりでやらないと間に合わないな。まだ範はん囲い自体が終わっていない始末だ」

「わりぃ……ほんとわりぃ」

「謝っても何も変わらん。一週間でテスト範囲の勉強を全すべて終わらそうという考えが間違っているのだからな。次からはちゃんとやればいいだけだ。ともかく今はなんとか試験範囲を終わらせよう」

「ほんとわりぃ……次は絶対ちゃんと勉強しとく……」

「そうするのが君のためでもあるだろうな。もちろん明日明後日はどちらも空いているだろ？」

「ああ、勉強しねえといけねえからな」

「では僕の家に来たまえ。土日は一日中雲雀ひばりくんたち三人と勉強することになっているからな」

「あ？　……俺もそこに混ざるってことか？　いいのかよそれ」

「別に構わんだろ。君一人増えたところでなにか変わるわけでもない」










　金曜の夜、瑞みず姫きは家に帰ると丁ちよう度ど風太郎がジョギングから帰ってきたところに遭そう遇ぐうした。

「おお、瑞姫じゃないか。今帰ったのか？」

　風太郎は汗をタオルで拭ふきながら、どこか心地よさそうな笑みで声をかける。

「まあね。あんたはいつものジョギング帰りですか。ほんとテスト前なのに余裕あるね」

「ハッハッハ、普段から勉強してるからな。やることやっていればいつだって心に余裕があるものだぞ」

「流石さすが過ぎて脱だつ帽ぼうですよ。その調子で明日明後日はよろしくね」

　と瑞姫が言う。テスト前最後の週末である明日と明後日は部活動も休みであり、一日みっちり風太郎の家で勉強することになっていた。皆で力をあわせて、ということで中学の頃から行なっていたことであったが、瑞姫が風太郎に勉強を教わるのがほとんど主であった。

「ああ、明日と言えば真ま宮みやも来るからな」

　瑞姫の話を聞き、思い出したように風太郎が言う。

「は？　え、なんであいつも来んの？」

「僕が来いと言ったんだ。あいつに勉強を教えてやっているからな。あいつの頭では土日もみっちり教えねば間に合わん」

「いや、だからなんであんたがあいつに勉強教えてんの？　あいつに頼まれたの？」

　わけがわからず瑞みず姫きは訊たずねる。

「いや、僕の方から勉強を教えさせてくれと頼んだんだ」

「は？　なんで？」

「色々と訳があるのだよ。まあ男の事情というやつだな。ともかくあいつも来るということだ」

「ふーん……まあいいんじゃないの。でもあいつあんたんちどこだか知ってるの？」

「いや。僕が駅まで迎えに行く予定だ」

　それを聞き、瞬時に瑞姫はあることを思いつく。

「あ、じゃあそれこっちに任せてよ。あんたには勉強教えてもらうからそれくらいはやんないとだからさ」

「そうか？　ならば君に任せよう。待ち合わせ場所は西口の改札前だ。ではよろしく頼む」

「オッケー。んじゃまた明日ね」

　瑞姫は手を振り自分の家の中に入っていった。





　　　　＊






　土曜の午前九時を少し過ぎた頃、真ま宮みやは北きた高こう前の駅に降りた。階段を上り、下り、いつも抜けるのとは反対の西口の改札の前、風ふう太た郎ろうが待っていることになっているそこへ向かう。

　けれども、そこにいたのは私服姿――ラフな格好であったが――の綾りようだった。

「おう」

　綾は改札を抜けて現れた真宮を見つけ軽く手を挙げる。しかし真宮は目を見開いて驚おどろいたままだった。

「風太郎はどうしたんだよ」

「あいつの代わりに瑞姫が来るはずだったんだけどさ、なんか腹壊したとか言って便所こもって代わりに行ってくれって」

　綾が答える。真宮はすぐにそれは嘘うそだろうな、と思った。多分初めから瑞姫は綾に行かせるつもりで風太郎の代わりに行くなどと言ったのだろう、と。だから腹を壊したというのもおそらく嘘だろう。少しでも綾と二人きりになれる時間を作るために。












　唐とう突とつで心の準備はできていなかったが、真ま宮みやは瑞みず姫きに感謝をする。

「そうか。まあなんだって構わねえけど」

「確かに迎えなんて誰だろうが一緒だな。んじゃ行くか」

　綾りようが回れ右して出口の方へ向かって歩く。真宮は少し足早にその隣に並び歩く。

　二人で街を歩くのは多分初めてだった。




　真宮は緊きん張ちようしていた。私服の綾を見るのは初めてだ。学校の外で会うことも殆ほとんどなかった。周りに人があまりいない状況で二人きりというのも初めてだった。そういったことを意識するなといっても、真宮にはとてもじゃないが無理だった。

　ずっと胸の中心にずっしりとした違和感がある。体は痺しびれているように自由に動かない。視界は靄もやがかかっているようにはっきりしない。まるで風邪でもひいたかのようだった。

「お前赤点は回かい避ひできそうなの？」

　綾が口を開く。

「あ、っと、まあギリギリなんとかなりそうではあるけど」

　真宮は慌てて答える。口調に落ち着きのなさが現れている気がしてしかたない。別にいつも教室で休み時間話しているように、普通に話せばいい。そう思うのだがどうしたって今と今いる場所はいつもと同じものではなく、真ま宮みやの心しん境きようもいつもと同じとはいかなかった。

「そりゃよかったじゃん。あいつ教えんの上う手まいからなー。バカでもわかるってやつ。でも今日は瑞みず姫きもいるから独り占めできねえぞ」

「そこはまあしょうがねえだろ。でも雲雀ひばりとかいっから別に大丈夫じゃねえか？　あいつも教えられんだろ」

「まあそうだけど、何で知ってんだ？」

「あ、いや、風ふう太た郎ろうが言ってたからな。まあそっちにはなるべく迷惑かけねえようにするよ」

　真宮は慌てて嘘うそをつく。雲雀に勉強を教えてもらっていた、とは言ってはいけない気がした。理由はわからなかったが、ともかく知られたくなかったし言ってしまったらなにかとてもマズイことになる気がする。考えてみればなんであんな大胆なことをしてしまったのだろうか。追い込まれていてなりふり構えなかったとはいえ、今になって自分がしたことの意味が少しわかった気がした。

「そうしてもらえると助かるよ。まあ若じやつ干かん手遅れだけど」

「そういやそうだな……ほんとわりぃ」

　真宮は申し訳なくなり、視線を逸そらして後頭部をかく。そんな真宮の様子を見て綾りようは少し笑い、

「いいよ別に。人に教えるのも一応一つの勉強だしな。悪いと思ってるなら次からは普段から自分で勉強してくれよ」と言う。

「あー、んだな。色々めんどくせえなほんと」

　真宮は少し苛いら立だたしげに頭を掻かく。日中は学校があり、放課後にはアルバイトやボクシングがある。そこに勉強が入る隙すきは少しもある気がしなかった。ただでさえやること考えることがあるのに、やりたくもない勉強もしなければいけないなんて。それは面めん倒どう以外の何物でもない。

「そりゃお前がバイトとかボクシングとか色々やってるからだろ。でも高校生なんて忙しいくらいで丁ちよう度どいいんじゃないの」と綾が言う。

「まあ確かにやることねえよりはマシかもな」

「そうそう。ともかく今はテストなんとかしねえとなんだからよ。てかお前赤点回かい避ひするためだけに勉強してていいのかよ」

「あ？　なんでだよ」

　質問の意味がわからず聞き返す。

「進学とかは全然考えてねえの？」

「あー、進学か……いやまったく。ぶっちゃけ先のこととかよくわかんねえしな。とりあえずボクシングでプロテスト受けてとかは考えてっけど」

「ふーん。進学って感じじゃねえもんな。そんな頭もなさそうだし。まあ勉強じゃなくても自分の進路があるだけ十分だろ」

「進路なんて言えるようなもんじゃねえけどな。やりたいことだけやって生きていきたいだけだし」

「いいじゃんそれで。多分みんなそうだろ。すごく難しいしそんな思い通りには中々いかないってだけでさ。本気でやりゃなんとかなんだろ」

　綾りようはいつも通りの顔で、さも当たり前の事のようにそう言った。

「お前がいうとなんかほんとになんとかなりそうだな」真ま宮みやはそう言って小さく笑みをこぼす。「お前の方はどうなんだよ、進路。進学してその先なにやんだ？」

「あたしはなんも考えてないよ。自分のこととか正直どうでもいいからね。雲雀ひばりと瑞みず姫きが幸せになってくれればそれで十分」

「そうか……なんか姉っつうより親みてえだな」

「はは、そんな老けた考えしてる？」

「いや、そういうことじゃねえけどよ」

「冗談冗談。まあ確かにそういう部分は少しあるかもね。とにかく大してなんも考えてないよあたしは。とりあえず進学して適てき当とうに仕事して、その傍かたわらで妹二人が幸せになれるよう支えてやって、そんな感じだな」

　綾はどこか遠い目をして、それがとても楽しいことのように微笑ほほえんで話す。けれども真宮にはその内容、その言いようが少し引っかかった。

「……こういうのに俺なんかが口挟むのはどうかと思うけどよ、それでいいのか？」

　そう言う真宮に綾は少し怪け訝げんな顔を向ける。

「それでいいのかって？」

「いや、なんかこう、もっと自分がしたいこととかはねえのかなって……」

　綾が話す進路には、あまりにも「自分」というものが欠けている気がした。それじゃあまるで妹二人のために生きてるみたいで、自分の人生なんか少しもないんじゃないだろうか、と。

　真宮の問いに、綾は少しだけ苦笑して答える。

「ああ。つってもこれがあたしの一番したいことだからね。したいからするってだけで。だからまあ自分をないがしろにしてるとかそんなんじゃないから問題ないよ。お前がボクシングしたいってのと変わらないってこと」

「……ならいいけどよ。てかなんか偉そうなこと言っちまったな。わりぃ」

「気にしなくていいよ。人の言葉に偉そうもなにもないだろ。そう思ってるから言ったってだけの話でさ。つかもう着くぞ」

　綾りようはそう言い、角を曲がった。角を曲がってすぐの右手にある一軒家。門を抜け、ドアの横のインターホンを綾が押す。しばらく待つと鍵がガチャリと開き、ドアから風ふう太た郎ろうが顔を覗のぞかせた。

「やあ。二人はもう来てるぞ」

「そう。んじゃあたし勉強道具取ってくるから。すぐ戻るから鍵開けといてよ」

　綾はそう言ってすぐ向かいにある自分の家へと戻っていく。

「よく来たな真ま宮みや。ちゃんと勉強道具は持ってきただろうな」

「当たり前だろ。忘れたら来た意味ねえよ」

「ハッハッハ、そうだな。では今日は一日みっちりがんばろうではないか」

　風太郎はそう言い、真宮を中に通す。友人の家に上がるというのは真宮にとって初めてのことだった。友人の家以前に他人の家に上がるという経験もほとんど皆かい無むだ。真宮にとって自分の居場所といえる建物は自分の家とジム、それにアルバイト先の和泉いずみ食堂ぐらいのものであった。他人の家というものは残らず自分の居場所ではなかった。というより、他人がいる場所は大たい抵てい自分の居場所ではないと感じていた。

　真宮は居間に通された。居間にはすでに雲雀ひばりと瑞みず姫きがいた。どちらも私服姿であり新しん鮮せんさを感じる。瑞姫とは休日もバイト先などで会ってはいたが、制服で接客するというのが売りのため私服は未いまだお目にかかったことがなかった。

　勉強をしていた二人は真宮が現れると同時に顔を上げる。瑞姫は少し意味ありげな笑みを浮かべて「おっす」と手を上げる。対照的に雲雀は伏ふし目めがちに小さくお辞じ儀ぎをするだけであった。

　そうこうしていると勉強道具を持った綾も戻ってくる。綾が雲雀の隣に腰こしを下ろし三さん姉し妹まいが横一列に並ぶ。

　そこで真宮は三姉妹が揃そろっているところを見るのはこれが初めてであることに気づく。学校やその他でも三人が揃っているところは見たことがなかったし、そもそもその内二人が一緒にいるところもあまり見たことがなかった。

　仲が悪いわけではないと思う。クラスも違うししかたがないのだろう。たまたま自分がそういう場面に出くわしていないだけだろうな、と真宮は特に気に止めず風太郎の指導のもと勉強を始めた。

　真ま宮みやの目標は英語や数学といった一人ではどうしても理解出来ない、暗記的な要素が少ない科目の範はん囲いをこの機会に終わらせることだった。

「それじゃあ早速昨日の続きから始めよう」

　黙もく々もくと各おの々おのの勉強を始める三さん姉し妹まいをよそに風ふう太た郎ろうが切り出す。真宮は言われた通り数学の教科書を開き、昨日やった箇か所しよから問題を解とき始める。

　が、初めてやる問題なので当然初めの一歩目からわからない。おまけに、

「そこは昨日やった前のページの式を使うんだ」

「昨日やった……わかんねえ。もう一回教えてくれ」

　といった具合に一度やったことをもう一度繰り返さなければならない始末だ。

「もう一回というが昨日も何回もやっているんだぞ？　まったく、もう応用は諦あきらめてなんとか赤点を回かい避ひする策に切り替えたほうがいいかもしれんな」

「ああ、絶対そっちのほうがいいな。で、どうすりゃいいんだよ」

「基礎的な問題とそれなりに簡単な応用問題だけを繰り返し重点的にやろう。とりあえず次のページのこれはやったほうがいいな。できるか？」

「できるわけねえだろ。初めて見るぞこの記号とか」

「それはだな……」

　風太郎が記号の意味を一から説明し、基礎問題から教え、真宮が解き、躓つまずき、また教え、というこの二日間繰り返されたことをここでもまた繰り返す。そうしているうちに綾りようが貧びん乏ぼう揺ゆすりを始め、最終的に少しいらついた様子で口を開く。

「うっせえぞお前ら。ノンストップでしゃべりまくりじゃねえか。邪魔だから別の部屋行ってやってくれよ」

「あ、わりぃ……」

　真宮は思わずビクリと身震いし、風太郎の方を見る。

「しかたない。大人しく別の部屋でやることにしよう」

　ため息をついて立ち上がり居間を出ていく風太郎に続き、真宮も他の部屋へ移る。折せつ角かく綾と一緒にいる時間が作れたというのに、これではまるで意味がないではないか、と本来ならばうなだれるところであったが、そんな余裕すら真宮にはなかった。部屋を移動した後も風太郎の指導の声が止やむことはなく、真宮は脳の使い過ぎで次第に頭がおかしくなっていく。




　勉強を始めて二時間以上が経過した。真宮の心的、頭脳的疲労はピークに達していた。しかし疲れているのは風太郎も同じであった。彼の場合は心的疲労が大きかった。同じ事をなんどやってもできない。つい先程やったばかりのところすらすぐに忘れてしまう。そういう手て応ごたえのなさはさすがに精神的にくるものがあった。

　また一つ問題を解とき終え次へ行こうとしていると、ドアがノックされた。

「どもー……そっちは勉強捗はかどってる？」

　瑞みず姫きがドアを開けそっと顔を覗のぞかせる。

「はっきりいって捗ってはいないな……」

　風ふう太た郎ろうは一つため息を吐つき、肩をすくめて答える。

「だいぶおつかれだね……真ま宮みやくん大丈夫？」

「……」

　真宮は無言で弱々しく首を横に振るだけであった。そこにリングの上で敵を圧あつ倒とうする普段の姿は少しもない。勉強だけでここまで見るからに疲ひ弊へいするなんて、ある意味で器用だよなあと瑞姫は一つため息を吐く。

「じゃあそろそろ休きゆう憩けいにしようよ。喉のども渇くし糖とう分ぶんも取らないと頭疲れちゃうしさ。真宮くんは外の風にでも当たったほうがいいでしょ」

　瑞姫が提案すると真宮は弱々しく視線をそちらの方へ向け、

「……だな……」

　と蚊かが鳴くような声でかろうじて答える。顔色はいくらか蒼そう白はくで目も死んだ魚のように光がなく力がない。勉強という嫌いなことをやっているからだけではなく、わからないという事実、一向に先へ進まないという事実がより彼を追い込んでいた。

「なんかお菓子とか飲み物ある？　もしあれだったら買いに行こうかって話してたんだけど」

「一応あることはあるが買ってきたほうがいいだろうな。飲み物はお茶とか珈琲コーヒーならあるが、欲しいなら買っても構わないんじゃないのか。僕は残って準備でもしていよう」

「そ。んじゃ行ってくる。お金は後で徴ちよう収しゆうするから。真宮くんは買い物行くでしょ？　気分転換したほうがいいだろうし」

「んじゃ行くわ。体動かしてえし」

　真宮は瑞姫に続いて居間に戻る。居間では綾りようが畳の上に仰あお向むけに横になって体を伸ばしていた。雲雀ひばりの方は休憩中だというのに一人黙もく々もくと勉強をしており、勉強が好きで楽しいといった様子だった。

「行くよ二人共」

　瑞姫が声をかけると綾はむくりと上体を起こす。

「真宮も行くの？　だったらあんたら二人で十分でしょ。いい荷物持ちいるし。外出んのめんどいからあたしは行かね」

　綾りようはそう言ってまたばたんと畳の上に横になる。

「いや、私だって面めん倒どうだからできれば行きたくないし……雲雀ひばり姉ねえは？」

「あ、私も行くよ」

　雲雀は答えて立ち上がろうとする。しかしそれを綾が制止する。

「雲雀は残ってろって。別にそんなたくさん買い込むわけじゃないしさ」

「でも二人に任せるってのは悪いし……」

「大丈夫だって。真ま宮みやも別に構わないよな？」

「まあな、外歩きてえから丁ちよう度どいいし」と真宮は綾の質問に答える。

「ほら。構わないって言ってんだから任せとこうよ」

「いやいや、私はまだなんにも言ってないから。てかさっき普通にできれば行きたくないって言ってるし」

　瑞みず姫きは手をぶんぶんと振ってそれに反論する。

「お前今日何回あたしらに勉強教えてもらったよ。それ考えれば進んで行くだろ普通」

「まあそうだけど……」

「だろ？　じゃあ大人しく行く」

「……はいはいわかりました。私が行かせていただきます」

　瑞姫ははぁーと大きくため息を吐つき降こう参さんし、回れ右をして玄関へ向かった。




「勉強どんな感じ？」

　家の外に出たところで瑞姫が真宮に言った。

「どんな感じってなにがだよ」

「赤点は回かい避ひできそうなの？」

「あー、ぶっちゃけそれすらわかんねえレベルだな。つかテスト初めてだからどんな感じかわかんねえしよ」

「確かにそうだね。それでもなんとなく大丈夫だなとかはわかるじゃん。暗記系はさすがに赤点取らないでしょ」

「それは多分。英語と数学がほんとわけわかんねえからよ。未いまだに範はん囲い終わってねえし」

「うわっ、それはかなり危険だね……まあどっちも初日じゃないから一応まだ時間あるしね。ぎりぎりまでがんばればなんとかなるかもよ」

「もう一秒だって勉強なんてしたくねえけどな。頭使いすぎていてえよ」

「あーそれわかる。なんか運動するのとはまた別にすごい疲れるよね。なんかこう、体の底からじわじわ重たくなるっていうかさ」

「だな。バカだからしょうがねえなこれは」

「その言い方私も含まれてそうだからやめてくれない？　まあバカだけどさ」

　瑞みず姫きは悔くやしそうに認める。

「でもできねえ勉強とかしてっとほんと体動かすのは楽だって思えるわ」

「だよね。やっぱ人には向き不向きってのがあるんだよ。人によっちゃ運動するほうが全然辛つらいってのもあるだろうしさ」

「だな。勉強してっとなんっつうかボクシングは楽しいんだなって思えるわ」

　真ま宮みやはそう言い、少し嬉うれしそうに口角を上げる。できないことにぶつかることで自分にはボクシングというできることがある、というありがたみが実感できた。それはとても運がよく恵まれたことに思える。

「でもブータはそれ両方やってんだもんね。両方やって、どっちもこなしてるし極きわめようとしてる。ほんとすごいよ」

「確かにすげえな……けどやっぱむかつくわ。いや、悔しいか」

「なんで？」

「だってそれってあいつがボクシングだけ集中してやってたら俺より強いってことだろ？　色々やってるくせにほとんど互角だったんだからよ」

「ああ。でも階級っての全然違うんじゃないの？」

「そうだけどよ、それでも納得いかねえっつうか、やっぱ悔しいな」

　真宮は少し顔を渋めて答える。

「ふーん……でもいいね。そうやって何か一つでも絶対に負けたくないものがあってさ。私そういうのなくてフワフワしてるから羨うらやましいよ」

「そういうもんかね……でも俺なんかはそれしかねえけどな」

　真宮はそう言って自じ嘲ちよう的に鼻で笑う。

「それだけってことはないでしょ。アルバイトしてるしちゃんと好きな人もいるし、そのためにがんばってるし。他はまあ……とにかく色々あるじゃんちゃんと」

「まあそうだけど、でもボクシングとはまた別だろ。つかお前だって一つぐらいはあるんじゃねえのか？　そういうのないとかいうけどよ」

「いやぁ私はなにもないよ。これってものがないから色々手出してはいるけど、どれも中途半端って感じ」

「ふーん……でもそれってよ、それだけ沢山可能性があるってことじゃねえのか？　どれかがダメでも他があるだろうし。なんていうか、足場がたくさんあるっていうか、居場所がよ」

「……そういう考えもできるかもね。でもやっぱり早く自分の一番みたいなものが欲しいかな。まだ高一っていってもいつまでもじゃないし、多分あっという間だろうし。やっぱりこう、これだっていう自分の真ん中みたいなのがね。真ま宮みやくんはどうやってボクシング見つけたの？」

「どうやってって……ボクシング自体は知り合いに勧すすめられてだな。そんでやってるうちにこう、気づいたら一番大事なものになってたっつうか……てかお前なら別に聞かなくてもわかってんじゃねえの？」

「え？」

「いや、前に俺に自分の気持ちに正直にとかそういう感じのこと言ってたじゃねえか。そうしてりゃあ自分にとって一番大事なものとかも見つかるんだろ、多分」

「あー……なるほど。そうだね。ダメだね私、自分で言っときながらできてないなんて。まさか真宮くんに諭さとされる時が来るとは。なんていうか成長、って言うと上からっぽいけど、変わったっていうか良くなったっていうか」

「別にお前に前言われたことそのまま返しただけだよ……」

「あー……じゃあ返してくれてありがと」

「おう……どういたしまして」

　真宮はそっぽを向いていたが、素直にそう返した。ありがとうと言われたことが嬉うれしくて、ありがたくて、気恥ずかしくて、相手の顔を見ることは出来なかった。

　あまりに遠かったその言葉が、彼女のお陰かげで手の届くそこにあるように思えた。ありがとうとか、どういたしましてとか、そういう言葉を人と交わすこと。そういう人との関かかわり。ずっと自分には縁がないと思っていたそれらが、自分の世界には存在しないと感じていたそれらが、ほんのすぐ近くにあるように思えた。




「そ、そういやよ」

　気まずさに耐たえ切れず真宮が口を開く。

「お前ら三人って別に仲悪かったりはしねえよな」

「三人って綾りよう姉ねえと雲雀ひばり姉ねえと私？」

「おう」

「全然そんなことないけど。なんで？」

「いやよ、実はお前ら三人が揃そろってるとこ見んの今日が初めてだったんだよ。それで普段あんま一緒にいないみたいだけど仲悪いわけじゃねえよなって思って」

「ああ、そういうことね。まあ外ではあんま一緒にいないようにしてるから」

「そうなのか？　なんでだよ」

「小さい時からずっと一緒だからね。あと家とかではどうしたって一緒なんだから外でもいつもくっついてるのはどうかなって。世界が狭くなるっていうかさ、すごくもったいないじゃん。だから中学入ったあたりからそうしてるんだ」

「それで学校じゃいつも別々にいんのか……そりゃ今まで一五年ぐらいずっと一緒にいんだもんな」

「そうそう。それに高校卒業したら多分みんな別の大学行くだろうからさ、今のうちに慣れとかないと。私なんて行けるかもわかんないけど」

「そうか。まあ綾りようはずっとお前らの面めん倒どうみるみたいなこと言ってたけどな」

「あー綾りよう姉ねえなら言うかもね。私もなんだかんだで結構上二人に依い存ぞんしてるからなー。でも折せつ角かくの三つ子なんだし住む場所くらいは近くていいとも思うけどさ」

「そうだな。俺も親しん戚せき近くにいて助かってるし。無理してバラバラになる必要もねえだろ。依存とか言うけどバランス取ればいいだけの話だろうしよ」

「……なんか大人な意見ですね。真ま宮みやくんがそんなこと言うなんてどうしたの」

「なんだそりゃ。別に思ったこと言ってるだけだっつうの」

「ふーん……でも実際そうなんだろうね。バランスの問題でさ。まあ一々考えないで思うままにやってればいいかな。そんな悩むようなことでもないんだし」

　そう言って瑞みず姫きは少し微笑ほほえみ、弾はずむように脚を前に蹴けり出した。







　買い物を終え、二人は風ふう太た郎ろうの家に戻った。休きゆう憩けいの後も勉強は当然続き、真宮にとって生まれてから一番頭を使う日になった。けれども一人でやっているわけではなかったから、それはなんとか耐たえられるものだった。何にしてもそれも含めて色々な初めてを味わう、リングの外の広さをまた少し知った一日であった。

　時刻が七時を過ぎ外が暗くなり始めた頃、夕食前には帰らなければと真宮は腰こしを上げた。帰る際に風太郎から暗記事項などの宿題を与えらる。別わかれ際ぎわにもらう「また」はいつもより沢山だった。

　靴を履はき、外に出る。黒が覆おおう夜の街を、真宮はどこか後ろ髪をひかれるような思いでゆっくりと歩いた。電車の時刻まではまだ少し時間があった。

　こういう気分は初めてだった。帰宅するのは気が進まない、という気分が。いつもはどこにいても大たい抵てい家に帰りたかった。落ち着く場所。何も気にしなくていい場所。眠れる場所。自分の居場所。

　腹が空すいているのがわかった。体を動かしてはいなかったが、その分頭を使ったので腹が減っていた。時間もいつもなら夕食を食べている時刻であった。腹が減っている時は特にすぐにでも家に帰りたい。家に帰って、早く飯を食べたかった。けれども今はそうは思わない。腹が減っていても、なんだか帰りたくない気分だった。

　真ま宮みやは暗い道をゆっくりと歩く。前を左右を、下を上を眺ながめながら。そういうふうに時間が穏おだやかに流れる経験はあまりなかった。前方に見えてくる駅周辺の明るい人工的な光が鬱うつ陶とうしかった。

　駅はまだ音に溢あふれていた。話し声や笑い声やなにか人工的な音があちこちで響いている。けれども真宮の中には別な音が響いていた。昼間の、あの場所での彼女たちの声。そういったものが真宮の体や心をほぐしていた。

　真宮は電車に乗り、自分の街へと帰る。自分の家がある街へ。




「おう、なんだ遅かったな」

　家に着くと父親がそう言って出迎えた。ちゃぶ台にはまだ手が付けられていない夕食が乗っている。どうやら真宮の帰りを待っていたようだ。

　真宮の家では朝と夕の食事は必ず家族全員――といっても二人だけだったが――揃そろってとることになっていた。特にそういう決まりがあるわけではない。しかし暗あん黙もくの了解でそうなっていた。特に父親が意識してそうしていた。一人減った家庭の中、真宮を一人にしないため。どれだけ真宮が荒れ、日々に暗い影が落ちても決して一人なわけではないのだと感じさせるため。真宮も口にはしなかったがそれを汲くみ父親の帰りが遅い時もなるべく帰りを待つようにしていた。

　ちゃぶ台の上に広がる夕食を見て真宮はほっと安心する。自分の家に帰ってきたのだと思える。帰りを待つものがあるのだと思える。勉強による一日の疲労も全身からすっと抜けていくのがわかる。

「ちっとな」

　真宮は少し意味有りげな笑みを浮かべて答え、荷物を下ろし座布団の上に腰こしを下ろす。それを見て父親の映えい人じは勘ぐるようにニヤついて言う。

「なんだあちっとって。もしや女か？」

「ちげえっつうの。勉強してたんだよ」

「……お前ほんとに逢おう人じか？」

「は？　何言ってんだ親父おやじ」

「いや、俺が知ってる俺の倅せがれは勉強するようなやつじゃねえからよ……夢じゃねえよなさすがに。暑さで頭おかしくなったのかお前？」

「こんくらいの暑さでおかしくなるかっつうの。いいから茶ちや碗わんよこせよ」

　炊飯器から自分の分のご飯をよそっていた真ま宮みやは催促するように左手を伸ばす。映えい人じはボケッとしたまま「お、おお……」と答え茶碗を渡す。

「あ、わかったぞ。勉強してたってのは嘘うそだな。そうだそうだ何馬鹿正直に信じてんだよ俺。ほんとは何してたんだよ。言えねえようなことなのか？　やっぱ女かチクショウ」

　真宮がご飯をよそった茶碗を受け取りながら映人はわざとらしくアハアハと笑う。父親のそんな阿あ呆ほうな姿を見て真宮は情けなさそうにため息を吐ついた。

「嘘じゃねえっつうの。そんなありえねえことかよ俺が勉強するって。一応高校生だぞ」

「おう。ありえねえ。高校受験の時ぐらいだろお前が勉強してたのって。必要もねえのに勉強なんて絶対しねえ奴やつなんだよ俺が知ってるお前は」

「その通りだけどよ……つか今回も必要なんだっつうの。明後日から試験なんだよ」

「試験前だろうが勉強なんてしねえだろお前。カンペ作って終わり」

「まあ中学の時はそうだったけどよ……今回はそうはいかねえんだよ。なんかカンニングバレたら全教科〇点になるみてえでさ、そうなったら留年もほぼ確実になっちまうだろ」

「ああ、さすがに留年はできねえよな。させてらんねえし」

「だろ？　だから必死こいて勉強してんだよ。やりたくてやってるわけねえだろ勉強なんて」

「そうだな、そういう理由ならバンバン勉強頑張ってくれ。まああれだしな、学業は学生の本分だからな」

「親父おやじが言ってもなんの説得力もねえよ。とにかくそういうわけだから明日も多分帰んの遅いわ」

「おう。んじゃ飯いつもより遅めに作っとくか」

　そう言って映人は立ち上がり台所に向かい、コンロの火を付け鍋の味み噌そ汁しるを温め直す。

「しかしテストのために勉強なんていかにも高校生だな。俺もよくやったなあ、カンペづくり」

「それは勉強じゃねえだろ」

「まあそうだけどな。でもテストだの勉強だの高校生の時以来やってねえなあ。免めん許きよ取る時にはやったけどあれはなんかまた別もんだしな。いいねえなんかそういうの」

「は？　テストとか勉強のどこがいいんだよ。親父だってそういうの嫌いなんじゃねえのか？」

「そりゃ嫌いだぞ。でもよ、なんていうかそういう障害もいいじゃねえか。もっとやりてえこととかあったりするから勉強なんて邪魔でしかたなくてな。そういう思い通りに行かなさとかままならなさがこう若い時期の特とく徴ちようっつうかよ、そういうのがあるから奮ふん起きできるっつうのもあるだろうしな」

「そりゃとっくに高校生終えてる大人だから言えんだろ。現在進行中のこっちからすりゃたまったもんじゃねえぞ」

「だろうな。でもそういうのも思い出だし懐かしく思ったりするもんだぞ。大人の世界の思い通りにいかなさより全然易しいもんだしな。あらかじめ意図的に用意された障害だからよ」

「かもな……つっても勉強苦手なやつからすりゃたまったもんじゃねえよ」

「その分お前にはボクシングがあんだからいいじゃねえか。学校とは関係ねえかもしんねえけどよ、ありがてえことだと思うぜ。まああれもこれも思い通りにしたいなら精しよう進じんしなくちゃいけねえってことを学べってことだな。ほれ味み噌そ汁しるできたぞ」

　映えい人じはそう言って味噌汁を入れたお椀わんを運んでくる。そうして席につくと手を合わせ「いただきます」と言い箸はしを動かし始める。真ま宮みやも箸を取り味噌汁をズズッと口にふくませる。すぐに口の中に暖かさと味噌の味が広がった。それは全身の疲れを癒いやし凝こり固まった脳を優しくほぐしてくれる暖かさだった。

「で、テストは大丈夫そうなのか？　お前相そう当とう馬鹿だから」

「それはまあ、勉強できる奴やつに教わってるからぎりぎりなんとかなりそうだよ」

「へぇ……なんだお前友達いたんだな。ほっとしたわ」

「なんだそりゃ。つかそいつは別に友達じゃねえよ」

「そういうこと言うなよなあ、しらけるわ。勉強教えてくれるだけで十分友達だろうが。良いい奴じゃねえか、お前みたいな無ぶ愛あい想そうな奴に勉強教えてくれるなんてよ」

「……まあ確かに良い奴だけどよ」

「だろ。優しいしよ。お前も優しくしてやれよ。この世で一番大事なことは友達に優しくすることだからな」

「なんだそのすげえくせえ台詞せりふ。なんの受け売りだよ」

「前に読んだ小説かなんかだな。受け売りだろうが大事な事だぞ。とにかく優しくしてやれよ」

「わかったっつうの。できたらやっとくよ」

「できるできねえじゃねえよ。やれ。そうしようと思ってやればいいんだよ。やりたくねえなんて言ったらぶん殴っぞ」

「そこまでかよ……無理すっと体痛めっぞ。もう歳としなんだしよ。第一親父おやじのパンチなんてもう目瞑つぶってたって避よけられるっつうの」

「んじゃ寝ている隙すきに殴る」

「汚すぎんだろそれ……まあもらったもんはなるべく返すようにはするよ。じゃねえとなんか嫌だしな」

　真ま宮みやはそう言い、箸はしを進めた。その日の夕食はいつもよりいくらか美お味いしく感じた。運動して体が疲れてる時より勉強をして頭が疲れている時のほうが飯が美う味まく感じる。それになにか少しでもいいことや楽しいことがあった日のご飯は普段よりいくらか美味しいものだった。





　　　　＊






　ほぼ一週間後の金曜日。チャイムが鳴ると共に一斉にシャープペンシルを置く音とため息や感かん嘆たんの声が教室に、学校中に響き渡った。試験５日目の二時間目、これにて試験の全日程が終了した。

　真宮も試験が終わった瞬間机の上にシャープペンシルを投げ捨て、思い切り深くため息を吐つき背もたれに体重を預けた。そうして天井を仰ぎ首を伸ばし肩をほぐす。

　ああ、終わったのだ。

　体はなんとも言えない解放感に満たされていた。脳には中心から温ぬくもりがじんわりと広がっていく。ボクシングの練習や試合とはまったく違う達成感。できないことをなんとか踏ん張って乗り越えるというのも悪くないように思えた。

「おーい真宮、解答用紙」

　前の席の綾りようが振り返って言う。彼女の顔にもまた解放感からくる笑みが浮かんでいた。

「ああ、悪い」

　真宮は背もたれから腰こしを浮かし解答用紙を前に渡す。教室のあちこちで紙が擦こすれる音や椅い子すを引く音、浮ついた声が響いている。金曜日、お昼前、試験終了、そうした要素から空気はすっかり弛し緩かんしきっていた。

　高校生活の全すべてが収まっているような空気。

　高校生活初めての試験はこれで終わりだった。今日もこれで終わりだ。各おの々おのの午後を過ごし、週末を過ごすだろう。

　一瞬で緊きん張ちようが解とけきった教室を見渡し、真宮はなにかたまらない気持ちになった。胸の奥から何かがこみ上げてくる。

　悪くないな、と思う。穏おだやかな気持ちになる。自分もこの空気に溶け込んでいる気がする。他の人達たちと何も変わらない、同じ高校生なのだという気持ちになる。時間の流れがひどくゆっくりで、優しく、穏やかだった。

　これは一体なんなのだろう。この気分は、感覚は。ひどく地味だが、幸福に限りなく近い穏やかさ。

　自分の生活にこんなものがあるとは思いもしなかった。こんな瞬間が自分の元へ訪れる時が来るとは、思わなかった。あの頃の、どうしようもない殺さつ伐ばつとした日々。

　自分が今いる場所はそこからずっと離れた所だった。

　上う手まく言えないけれど、普通。そう、どこまでも普通だ。何もないようで、ものすごく色々なものに溢あふれていて、色鮮あざやかで。

　真ま宮みやはそれを思い、少し訳がわからなくなる。何でいきなりこんなことを思う、考える。別にただテストが終わって、解放されて、自分と同じような教室の連中を眺ながめていて、それだけだというのに。

　きっと疲れているからだ、と真宮は思う。勉強のし過ぎで、慣れていないことをしたせいで頭がちょっと変になっているんだ。だから今まで思ったことがないようなこと、普段は感じないようなことが頭をよぎるんだ。そう思い、頭を振る。けれどもそれは別に悪いことでも何でもないように思えた。

「だいぶお疲れだな。テストどうだったよ」

　喧けん騒そうの中、綾りようが振り返って口を開く。その笑みには若じやつ干かんの疲れが浮かんでいた。けれどもその疲れはそう悪くない、どこか心地よさすらあるものだった。

「慣れねえことしたからな。でもまあ、ぎりぎりなんとかはなったと思うよ。まあいくつかは赤点あるだろうけど」

「だめじゃねえかそれ」

　綾は苦笑して言う。

「俺からすりゃ十分だっつうの。本来なら全教科赤点だったんだしよ。まあさすがに留年はねえだろ」

「まだ最初の一回目が終わっただけじゃん。あと三回あんだぞ？　まあちゃんと出席さえしてりゃ大丈夫だとは思うけどさ。そこんとこは大丈夫だよなお前。まだ一回も休んでないだろ？」

「そうだな。てかあと三回もあんのかよ。しんどいなークソッ」

「まー高校生だからしょうがねえよな。しんどくなんないようにコツコツやっとけよなマジで」

「やりたくねえけど今回のこと考えるとぜってえそれが一番だよな……今日は思いっきり寝るけどよ」

「そりゃそうだ。あたしも帰ったらさっさと寝るよ。まあ部活あんだけどね」

「マジかよ。しんどいなそりゃ」

「まあね。でも早めに終わるみたいだし。そっちはなんもないの？」

「いや、一応バイトあるけど勉強に比べりゃ全然楽だからな」

「そうか。忙しいことには変わりないってことだな。んじゃお互いもう少しだけがんばるか」

　綾りようはそう言い、清掃のために机を片付け始めている教室内に視線を向ける。真ま宮みやも「だな」と答え、机の中の筆記用具などを鞄かばんにしまいグッと力を入れて立ち上がった。

　まだ昼前だというのに学校全体が今日を終わらせるべく動いている。それはいつもとは違う少しだけ非日常の景色だった。けれどもそれも今日だけで、また来週からいつもと同じ日々が始まる。忙しい日々の中の、ほんの僅わずかな休息であった。それを噛かみ締しめるように真宮は歩き、自分の班の清掃場所まで向かった。







　清掃を終えた真宮はすぐにまっすぐ和泉いずみ食堂へ向かった。急いだおかげでなんとか開店前に間に合う。店についた後もすぐに事務室で昼食をとり、着替えをして昼の忙しい厨ちゆう房ぼうに飛び出した。




　昼の開店時間を終え、食器を洗い休きゆう憩けい時間に入る。二週間にわたるテスト勉強の後の仕事はいつもよりかなりキツイものだった。しかしそれは身体的な疲労の話で、精神的には苦手な勉強をするよりよっぽどマシだった。

　ああ、なんだかんだで料理をするのは楽しいなあ、と真宮は思う。それは別段好きなことではなく、必要だからしていることに過ぎなかったが自分の数少ないできることであり、また楽しいことでもあった。

　日常に帰ってきたようにも思う。この筋肉の動かし方、熱気、汗、匂におい、賑にぎわい。それらは紛れも無く完全に体に染み込んだ毎日の情じよう景けいだった。

　どこまでも普通な、穏おだやかな時間。自分が今までそこにいた事実を、今になってようやく気づく。

　弁当は食べたがテストと労働でいつもより腹が減っていた。減量が必要な時期でもなかったので真宮もまかないをもらうことにする。いつもより美お味いしく感じる食事。最近ずっと食事が美う味まい気がした。

　そうして事務室で休きゆう憩けいしていると瑞みず姫きが入ってきた。

「あれ、真ま宮みやくんも今日入ってたんだ」

　瑞姫は鞄かばんを下ろしながら少しだけ目を丸くして言う。

「ああ。お前も入ってたのか」

「うん。今までずっと休ませてもらってたしね。まあ疲れてるけどもうひとがんばりってことで。あーでもようやくテスト終わったね。ほんと辛つらかったなー」

　瑞姫はそう言って気持ちよさそうに思い切り伸びをする。それを見て真宮は「こいつはいつも表情が豊かだよなあ」とふと思い感心する。自分はこういう顔は絶対にできない。だからそれを素直にすごいと思う。

「まあでもこれでしばらくは楽だろ」

「そうだね。だからって毎日だらけてるとまた次のテスト前が大変なことになるからなぁ。でもこれでもう夏休みまで何もないね」

「ああ、そういやそうか」

「そうだよ。忘れてたのこんな大事なこと？　試験なんて夏休みのためにあるようなもんじゃん。これでようやく夏を迎える気分になれるってもんですよ。梅つ雨ゆもそろそろ明けるしね」

「夏休みか……テストでいっぱいいっぱいだから忘れてたけどもうそんな時期か」

「そうだよ、もうそんな時期。楽しみだなー。ほんと、ようやくだからね」

「そんな楽しみにしてたのかよ。別に夏休みつっても学校ないだけだろ。まあそれが最高なんだけど」

「わかってるじゃん。学校って言うより授業が、だけど。学校自体は好きだし。まあそれよりも一ヶか月げつ以上も休みがあるってことが重要なの。それだけ自由に使える時間があるってことだからね」

「まあな。なんか予定でもあんのか？」

「いや、別に。いいのそれはこれから考えれば。なんてったって高校一年生の夏休みだからね！　なんでもできる気がするじゃん」

「……それはちょっとわからねえわ」

「とにかくなんでもできるの！　それに私は誕生日もあるしね」

「そうなのか？」

「うん。八月生まれだよ私達たち。そのせいであんまみんなに祝ってもらえないんだけどね」

「あー夏休み中だからな。んだったら楽しみなのも当然か。んじゃマジでもうひとがんばりしねえとな」

「そうだね。とりあえず今日を、そんであと三週間ぐらい、がんばるぞっと」

　瑞みず姫きはそう言ってぐっと拳こぶしを握り、着替えをすべく更こう衣い室しつに入った。真ま宮みやはその後ろ姿を見届けた後、ふーっと息を吐き天井を仰ぐ。

　そうか、もう少しで夏休みか。いつの間にそんなに時間がたっていたのかと思う。暑すぎるのは嫌だが、ともかく一息つける。

　だったらもうひとがんばりしねえとなあ。真宮はそう頭の中で活を入れ、勢い良くイスから立ち上がり仕込みを手伝うべく厨ちゆう房ぼうに戻った。





二章　彼と彼女の問題




「あ、そういえばあの話ほんとなの瑞姫」

　瑞姫と同じクラスの友人柳やな川がわ歩あゆみが瑞姫に訊たずねる。テストが終わってから数日経たったある日の放課後。テスト終了の打ち上げということで二人は駅前のファーストフード店にいた。その談笑の最中の歩の唐とう突とつな質問に瑞姫はきょとんとして聞き返す。

「あの話ってなに？」

「綾りようちゃんが三年生の先輩に告られたって話」

　それを聞き、瑞姫は思わず食べ物を気管につまらせた。むせ返り、ゴホゴホと咳せきをしてなんとか飲み込む。

「え、ちょ、それマジ？　初耳なんだけど」

　喉のどに食べ物を詰まらせたまま瑞姫は心底驚おどろいた様子で言う。それを見て今度は逆に歩のほうがきょとんとして聞き返す。

「そうなの？　綾ちゃんから聞いてないの？」

「いや、全然。あの人そういうの自分から言う人じゃないからさ」

　瑞みず姫きはかろうじてそう答え、急いで飲み物を一気に飲み干し喉のどに詰まった食べ物を押し流す。そうして何度か咳せきをしてようやく落ち着いた状態になる。

「ふーん。まあ私も部活の先輩から聞いた話なんだけどね。なんか三年の人が告ったらしいよ。もう部活は引いん退たいしてるけど確かテニス部だったかな」

「へ、へぇー……まあ綾りよう姉ねえなら別に不思議じゃないけど、三年生からね……」

　瑞姫は力なく笑うしかなかった。その事実を全く知らなかったこともあったが、その相手が三年生ということもあり驚おどろきと感心で情けなく笑うことしかできなかった。まだ高校入って三ヶか月げつぐらいしかたってないのに、三年生に、そりゃあの人相そう当とう美人だけど、などという言葉が頭を巡めぐる。そんな瑞姫とは裏腹に歩あゆみは相変わらず呑のん気きな様子で話を続ける。

「すごいよねー。この時期に一年に告るその三年の人もどうかとは思うけどさ。まあ綾ちゃんはすっぱり断ったみたいだけど。ていうかなんにも聞いてないって、あんたら姉妹大丈夫なの？」

「大丈夫だよ全然。どうでもいいから話さなかったんじゃないかな。多分なんにも考えないで断っただろうし」

「ふーん。でもほんとすごいよねー。まだ高校入って三ヶ月程度なのに三年生に告られるなんて。そういえば雲雀ひばりちゃんも誰かに告られたんじゃなかったっけ？」

「あーそれは聞いてるよ。少し前に同じ学年の人にね。確か二組の人とか言ってたかな。知らない人だったから断ったみたいだけど」

　瑞姫はそう答えてストローで飲み物をズズズとすする。雲雀が同学年で隣のクラスの男子に告白されたのは一ヶ月ほど前の事だった。雲雀の場合は綾りようとは違いすぐに姉妹二人に相談という形で話していた。

「へー。まあ雲雀ちゃんの方もあんだけ可愛かわいけりゃ不思議じゃないよね。でもそれって知ってる人だったらオッケーするってこと？」

「いや、知らないからっていうのは断る理由の入り口みたいなもんじゃない？　たとえ知っててもまた別の断る理由があるだろうしさ」

「それでいくと断る理由がなければオッケーするってことになっちゃうよね」

「いやーそこは最終的にオッケーする理由がないって理由で断れるし」

「なるほどー。しかしモテますなー二人とも」

「そうだねー。わかっちゃいたけどモテるねー。姉二人はそんなんなのになんで私はなんにもないんだろうなー」

　瑞姫はあくまで真顔で、どこか遠くを見るように言う。

「あー……まあそれはしかたないよね」

　歩あゆみは愛あい想そ笑わらいを浮かべてそう答えたので瑞みず姫きはむっとして反論する。

「なにそれ。確かに私はあの二人よりはこう、微び妙みようだけどさ」

「違う違う。そういうことじゃなくてさ、ほら、瑞姫の場合は色々とさ……」

　歩は意味ありげにそう言うと気まずそうに口をつぐむ。

「何色々って」

「いや、真ま宮みやくんと付き合ってるって噂うわさがあるから、さ……」

「あー……」

　瑞姫は唸うなり、沈ちん黙もくする。

　全く失念していた。そういう可能性があることを。なにもあれは真宮だけの問題ではないのだ。そこには相手がいるから。自分という相手が。だから自分の身にその問題から生じる弊へい害がいが起きても何ら不思議はないのだ。

「――あー、そうかそういう影響もあるの……ていうか付き合ってないっつうの！」

「まーそうだとしても仲いいことには変わりないわけじゃん？　やっぱあんま関かかわりたくないんじゃないのかな、男子としても。なんか目付けられそうだし」

「あいつそういうの皆かい無むだけどね。ただの友達だし。うわーでもどうしよう……」

　瑞姫は頭を抱えうつむく。どうしよう、と言っても今更どうしようもない事案だった。噂が広まってしまったことはどうしようもない。一々訂正して回るのは気が遠くなるような作業だ。聞かれた時に本当のことを答えればいいのだが、知ってる人全員が聞いてくるわけでもない。

「あ、でもさ、そういうのがあっても瑞姫にアタックしてくるってことはそれだけ本気だし怖いもの知らずってことだろうからさ、なにもしないでもいい男だけを篩ふるいにかけられるじゃん」

　歩はまるで大発見でもしたかのように呑のん気きにそう提案する。

「……そういうことにしときますか。プラス思考でいかないとね。大体あんな図ずう体たいと見かけだけのやつにビビッてんなっつうの。根も葉もない噂もうざいしさー」

　瑞姫ははぁーと大きなため息を吐つきテーブルの上にうなだれた。

「まあどっちにしても綾りよう姉ねえと雲雀ひばり姉ねえがモテまくる事実は変わりませんけどねー。あんな姉二人の下じゃそりゃ劣れつ等とう感かん感じまくりですよ歩さーん」

「あー確かにねー。私もあの二人と姉妹だったら劣等感感じまくりだわ。でも瑞姫には二人にはない瑞姫のいいとこがあるじゃん」と歩は答える。

「え？　どこどこどこですか歩さん？」

「そうだなー、明るいとことか弾はじける笑顔とかちょっとバカなとことか屈くつ託たくがないとことか、なんていうかあの二人とは違って瑞みず姫きは女の子らしい可愛かわいさがあるんだよね」

　歩あゆみは本心から言ってるといった具合にどこまでも真顔で瑞姫のことをべた褒ぼめする。それに瑞姫は感極きわまるのだった。

「おぉ……歩ありがとーやっぱあんたは最高だよー！　もらって！　そんなべた褒めするなら私のこともらってーお嫁よめさんにしてー」

　そう言って身を乗り出し歩の手を両手で握る。歩はそんな瑞姫の頭を「おーよしよし」と撫なでて答える。

「私だってもし男だったら喜んで瑞姫と結婚するよー」

「じゃあ男になってー。私のために男になってよ歩さーん」

「ごめんさすがにそれはいくら瑞姫のためでも無理だわ。私男好きだけど男になるのは勘弁。まあ女として男が好きなわけだし？」

「あー確かに。端から見てるのはいいけど実際なるのは無理だね……なんか汗臭そうだし色々大変そう」

「だねー。とにかく瑞姫は瑞姫でとってもプリティーなんだから大丈夫だよ。ていうか瑞姫中学の頃はどんな感じだったの？」

「どんな感じって？」

「彼氏とか」

「いやーいませんよ生あい憎にく。ほんともう、ダメダメ」

　瑞姫は渋い顔をして手をぶんぶんと横に振る。

「瑞姫で彼氏できないんだったらわたしゃどうすりゃいいんだよ……でも告白されたことはあるんじゃない？」

「それはまあ、一応……」

「おっ、どんな人どんな人？」

　歩は興きよう味み津しん々しんといった具合に身を乗り出す。瑞姫は少し困った顔をし恥ずかしそうにしながらも、どこかまんざらじゃないといった具合にぽつりぽつりと話し始めた。

「えぇー……一人目はサッカー部だった人で、まあ結構かっこよかったかな」

「おお。でも断ったんでしょ？　なんで？　別に好きな人でもいたの？」

「いや、その時はいなかったけど、なんていうかこう、好きでもないのに付きあうことに抵てい抗こうあったし、そういうの失礼かなとか思って……」

「瑞姫……あんたほんとピュアでかわいいね！　もう最高！」

「そ、そう？　でも今思うと子どもっぽいなあとか思うんだけどね」

　瑞姫は照れた様子であははと笑う。

「いいよいいよ子どもっぽくても。それが瑞みず姫きらしさじゃないの。で、次は？　一人目ってことは次あるんでしょ？」

「あ、うん。二人目はクラスメイトでテニス部、だったかな。この人もまあ、背高いし運動神経いいしイケメンでモテる人だったけど」

「それ断るってどんだけっすか！」

「いや、でもさ、その人実は私ら三つ子全員に一回ずつ告白してるんだよね。ちなみに私は一番最後だった」

「……んまー確かにそれはちょっと抵てい抗こうあるね。軽すぎるのはちょっとあれだし」

「うん。で三人目は」

　瑞姫がそう言ったところで歩あゆみの制止が入る。

「ちょい待ち。自分で聞いといてなんだけどそれ何人目まである感じ？」

「あ、いやあと二人で終わりだよ」

「四人ってことですか……中学三年間で四人……」

「あー、まあ中学の男子なんてゲーム感覚で告ってる部分あるしさ。姉二人なんて私の倍は告られてるし」

「倍!?　……私まだ一人にしか告白されたことないっす……告白して断られたの一回で合計一勝一敗ですよ。瑞姫は？　四勝以上は確定として何勝何敗!?」

「何勝とかないと思うけど、そういう言い方なら四勝〇敗、かな。告白はしたことないから」

「無敗！　まさに常じよう勝しよう！　当然とはいえあまりにも惨みじめだ私……」

「い、いや、でも歩はちゃんと告白した上での負けでしょ？　私は勝負すらしてないから。勝負すらしないで負けてるからさ。うん、告白はしてないけどフラれたも同然だから十分一敗だし」

「そうなの？　好きだったけど他の人にとられちゃった感じ？」

「……まあ、そんな感じ……」

　明らかに一気にシュンとなった瑞姫を見て歩は慌てて話を戻す。

「あ……こ、こんなしけた話はどうでもよくてさ！　次々！　三人目の話いこうよ！」

「あ、うん……えっと、三人目は確か吹すい奏そう楽がく部だったかな。この人も普通にかっこよかったし性格も良かったけどその時にはまあ、その好きな人がいたから……」

「あ、うんじゃあ最後四人目！」

「四人目はバスケ部の人で、かっこいいけどちょっとやんちゃっぽい感じ。この人も他に好きな人いたから断った」

「ほうほう。まあ他に好きな人いたならしょうがないよね。それ理由に断るってところがやっぱり瑞みず姫きっぽくていいし。まあ大丈夫だよ。中学三年間でそんだけ告られたならすぐに彼氏できるって！　別にその好きだった人のことまだ引きずってるとかじゃないんでしょ？」

「あーそれはないよ一応。もう好きって気持ちはちゃんと切れてるけど、ただまあなんていうかさ、失恋は引きずってるかな……告白しないで終わったから尚なお更さらね……負け犬根性っていうかさ、なにも出来なかった自分が惨みじめっていうか……」

「あー……じゃあやっぱりだからこそ彼氏作るべきだよ！　なるべく自分で行動してさ！　終わったことなんてそうやってふっ切らないと！」

「はは、そうだね。ふっ切らないとふっ切らないと！　でも残念なことに現状気になる人すらいないんスよ歩あゆみさーん。なんか全然そういう気分にならないっていうかさー」

「引きずってるなー。まあ瑞姫ならほっといてもあっちから来るし大丈夫でしょ。そん時にまた考えればいいんだしさ」

「……そうだね。なるようになるだろうし、考えたってしかたないね。とにかく青春満まん喫きつしないと」

「そうそう。んじゃカラオケ行って思いっきり満喫するぜー瑞姫ちゃーん！」

「行きますか歩さーん！」

　二人は勢い良く立ち上がり、トレイを片して外に出た。

　夕焼けが街を照らしていた。西の山に落ちる日を見ながら二人は「おーなんか青春っぽい！」「青春っぽい夕日！」などと騒ぎながらカラオケボックスまで歩いていった。







　夏が近づき長くなった陽ひが落ちてから、瑞姫は家に帰った。

　長くなった日はそれだけ外にいていいのだと言われているような気がした。それだけ遊んでいてもいいのだと、自分は何かをしていてもいいのだと言われているような気がした。夏が迫りまとわりつくように増す暑さは鬱うつ陶とうしかったが、それは夏休みという解とき放たれた一ひと時ときが近づいていることを知らせるものでもあった。

　青春。青い春。けれども季節の上ではとうに春は終わっている。やがてこの例年に比べ勢いのない梅つ雨ゆも終わり夏がくる。それでも人生の季節がまだ青い春であることは変わらない。

　自分は今青春と呼ばれる時期にいる。瑞姫はそれを知ってはいたが、青春というものがどういうものか今ひとつわからなかった。けれども自分は高校一年生であり、一五歳だ。人生で一度しかない高校一年生の夏休みが、一五歳の夏が来る。それはなんだかとても輝かしいものであるように思える。期間限定。そんな言葉に弱い自分がいる。ならばそれを心ゆくまで満まん喫きつしなければひどくもったいないではないか、と。

　迫り来る一五の夏はなんでもできる気がした。どこまでも行ける気がした。何をするか一日単位で決めておかなければと焦あせる気持ちが自然と家に向かう歩を早める。

　試験は乗り越えた。じきに七月も終わりへと近づき、夏休みが始まる。せいぜいあと三週間程度だ。日々の授業などなんてことない。先には球技大会という祭りもある。

　この先いいことしかないのではないだろうかと感じながら、瑞みず姫きは家の玄関のドアを開けた。




　部活帰りの綾りようが帰宅したのは瑞姫が帰った十数分後だった。夕飯を食べ、風呂に入り、その後で瑞姫は綾の部屋に向かった。

「綾りよう姉ねえ入るよー」

　ノックしてからゆっくりとドアを開ける。ドアに背を向け机に向かって座っていた綾がデスクチェアごとくるりと振り返り、瑞姫を見る。

「なに？」

「いや別に。何してたの？」

　瑞姫は部屋の中に入りドアを閉め、机の上を覗のぞき込こむ。教科書やノート、筆記用具が広げられていた。

「明日の予習やってた」

「流石さすがですね……私当たるのわかる時ぐらいしか前日に予習しないよ。あとは授業中。テスト終わったばっかなのに。勉強楽しい？」

「いや別にー。あたしは勉強しねえとできない人間だからやってるだけだし。あとはまあ学生の義務っつうか、しないといけないからしてるだけだよ」

「その割り切りが私も欲しいな……あーそれでさー、今日歩あゆみに聞いたんだけど綾姉三年生の人に告られたんだって？」

　瑞姫は壁かべ際ぎわに置かれたベッドの上にドサッと腰こしをおろす。枕元には大きめのくまのぬいぐるみが一つ置かれていた。瑞姫はチラッとそれを見て手に取り、膝ひざの上に抱きかかえる。

「あーまあね。歩ってこの前のあいつだよね？　なんで知ってんの」

「部活の先輩から聞いたらしいよ。ていうか三つ子の姉のそういう話を友達から知らされるって結構ショックなんだけど」

　瑞姫は不満を表すべくわざと少しムスッとして言う。綾はそれを見てとって、しかし何でもないことのように笑って返す。

「でも別に興味ないでしょ？　知ってる相手でもないんだし。別にどうこうなるわけでもないんだしさ」

「それでも一応事じ後ご報ほう告こくくらいはさ。ほら、前に指切りしたんだし」

「でもあれも頼るとか協力するって時だから今回は別だと思うけど、まあ次からはちゃんと教えるよ」

「そうしてよねほんと。で、どんな感じだったの？」

「どんな感じって？」

「どんなふうに告白されたとか相手がどんな人だったとか」

「ああ。そんなの気になるなんて瑞みず姫きは女の子だなー」

　綾りようは嬉うれしそうににやにやと笑う。

「普通気になるでしょ。姉のことなんだから尚なお更さらだし。別に言いたくなかったらいいけどさ」

「言いたくないわけじゃないよ別に。まあ放課後にね、付き合ってくれって。どんな人って言われてもあんま覚えてないからなぁ……とりあえずあたしよりは背高かったよ。顔はまあ普通にかっこいいんじゃない？」

「相変わらず適てき当とうだな……で、断った理由は？」

「別にないよ。付き合う理由がないから断ったってとこだな。つか知らない人だし」

「そこも相変わらずシビアだなぁ……だったらどういう人なら付きあおうと思うのよ」

「えぇー、別に今んとこ付きあうとかどうでもいいからなぁ……他の事のほうがよっぽど楽しいし。そん時になってみないとわかんねえよ」

「ふーん……まあ綾りよう姉ねえがそれでいいならいいけどさ。じゃあその時が来るといいね」

「はは、別に来たらいいとは思ってないけどな。とにかくそん時はそん時だよ。そんな余裕あるとは思えないけどさ」

「なにそれ。そんな余裕なさそうには見えないけど」

「割とないって。学校行って授業受けて勉強して部活やって友達と遊んでお前ら妹のこと考えて食って寝て、ってやってたら一日あっという間だしな。ほんとこれで恋愛とかやってるやつらすごいと思うよ。時間の使い方うまいのか暇なのかエネルギーあり余ってんのかわかんないけどさ、余裕あるよなー」

「そう言われると確かに……部活やってる人とか特にそうだよね。意外とすごい事やってんだねみんな」

「まーそれが高校生な気もするけどな。若さってのはすごいよほんと」

「そういう綾りよう姉ねえも高校生なんですけど」

「そうだっけ？　まああたしは自分のこととか割とどうでもいいしねー。よし瑞みず姫きせっかくだから予習手伝ってやろう」

「え、いやいいよ別に。そんなつもりなかったし。なんでいきなり」

「あたしはあんたら妹の世話してる時が一番楽しいからねー。どれ雲雀ひばりも呼んで三人で勉強だ。折せつ角かく家にいるんだしさ」

「……それもそうだね。三人でやったほうが効率良さそうだし。じゃあ終わったら久しぶりにゲームしよゲーム」

「いいけどちゃんと終わってからだぞ」

　綾はそう言って子供を見る母親のように楽しげに笑うのだった。





　　　　＊






「あ、そういえばなんか綾姉三年の人に告られたらしいよ」

　翌日の夜。アルバイトの帰り道で瑞姫は真ま宮みやにそのことを話した。特にこれといった思いはなく、あくまで世間話の一貫として。しかし真宮は珍しく取り乱した様子の上ずった声で、

「あ？」

　と聞き返した。

「告られたんだって、綾姉」

「――告られたってあれだよな。告白されたってことだよな。その、つまりよ……」

　真宮は若じやつ干かん青ざめた顔を瑞姫の方に向け、しかし視線は端の方に泳がせながら言いい淀よどむ。真宮が何を言い淀んでいるのかわからない瑞姫は首を傾かしげてそれを待つ。

「なに？」

「いや、まあその――好きだって、言われたってことだよな……」

「……え、もしかして『好き』って言うの躊ちゆう躇ちよしてたの？」

「……うっせえよ。そういうことなんだろ」

「まあそうだけど……」

　真宮の反応を見て図ず星ぼしか、と瑞姫は思う。会話の中でその言葉を発するだけでもこうも戸惑い、躊躇するとは。何をそう恥ずかしがるのか瑞姫にはわからなかったが、これでは相手に直接「好き」と告白できる日なんてまだまだ先だな、と脱だつ力りよく感に襲われる。

「あ、でもなんて言われて告白されたか聞いてないから好きって言われたかはわかんないや」

「は？　でも告白ってそういうもんなんじゃねえのか？」

「そうなんだけど、別に好きじゃなくても告白はするし」

「……意味わかんねえんだけど」

「真ま宮みやくんじゃそうかもね。つまり好きと付き合いたいは必ずしも一緒じゃないってこと。好きじゃなくても付き合いたいってのはあるだろうしさ。まあ建たて前まえ上は大たい抵てい好きっていうだろうけど」

「……好きじゃなくても付き合うのか？」

「だね。よくあることだと思うよ。好きだから告白する、付き合うじゃなくて、付き合うこと自体が目的って場合。かわいいかっこいいから付き合いたいとかさ、とにかく彼氏彼女が欲しいとか。ていうかそっちの方が多いんじゃない？」

「……よくわかんねえ」

「だろうね。別にそれでもいいでしょ。わからないってことは真宮くんの場合は違うってことなんだろうからさ。無理してそっちに合わせる必要もないだろうし。で、それがどうかしたの？」

「いや、まあ確認っつうか……それでどうなったんだよ」

「綾りよう姉ねえは断ったよ。だからまーとりあえず安心しなよ」

「ああ……いや安心してていいのか？」

「ダメだろうね。だからとりあえず。不安になってきた？」

「まあ不安っつうか、不安、だな……こういうのしょっちゅうなのか？」

「告白のこと言ってるなら結構しょっちゅうだね。実際狙ねらってる人結構いると思うよ。そういう話ちょくちょく聞くし」

「……そういう告白をあいつが受ける可能性ってどんくらいあんだよ」

「そんなのわかんないよ。綾姉が誰とどういう関係かなんて細かく知らないしさ。でも積極的にメール送ってたりする人もいるんじゃないの？　だからまあ可能性っていったら間違いなくあるけど、綾姉は今んとこあんまりそういう気なさそうだけどね」

「……焦あせらねえとやべえ、よな」

「そうだけど真宮くんが焦ってもいいことないでしょ。初めてなんだし不器用なんだし。やることしっかりやる方が大切でしょ。だからまあ、適度に焦っとくぐらいかな。行動力に繋つながる程度に。ていうかどうなってんの？　少しくらいは進展してんの？」

「わかんねえよんなの。どうなったら進展なのか知らねえし。テストん時は結局あれだったしな。終わってからもこっちはバイトとジムで忙しいし、あっちは部活あっからろくに時間ねえんだよ」

「忙しいのなんて高校生ならみんな一緒でしょ。まあ暇な人もいるんだろうけど、部活しながら恋愛もちゃんとやってる人いっぱいいるよ」

「それであんな平気な顔してんのかよ……どいつもこいつもすげえな。なんでそんな器用なんだよ」

　真ま宮みやは感心に加え、自己嫌悪が混じった悪あく態たいをつく。その顔にはかすかに自じ嘲ちようが浮かんでいた。瑞みず姫きはそれをすぐに見て取る。周りと比較し自己嫌悪し、他人の器用さを羨うらやましく思うのは自分もまた同じだった。

　それは私も同じだ。ほんと、誰も彼もがすごく見える。なんでみんなのようにそう、自分は上う手まくできないのだろうか。

「確かに、器用だよねみんな。でもしたくてしてるから別に苦でもなんでもないんじゃない？　エネルギーも有り余ってるんだろうしさ。何事も程々にやってるってことでしょ。優先順位とか意識してさ、あんま悩まず思ったことを思ったままにやってるだけだと思うよ」

　瑞姫はどこか自分自身に言い聞かせるかのようにそう言った。悩まず、考えず、思ったままにその一歩を踏み出す。多分それが一番大切で、別れ道になるんだろう。それができない、できなかった自分を責めて嫌って傷つけても何にもならない。何にも。

　やらない後悔の方が大きいってほんとなんだな、と瑞姫は思う。ちゃんと砕くだけていないから、ずっと喉のどに引っかかった魚の骨のように残ってしまう。

　それをさっさと砕いてしまいたかった。そんなものに自分のこれからが縛しばられているのが、嫌でたまらなかった。




「そうだよな……忙しいなら尚なお更さら悩んでる暇なんてねえか。あーくそっ！」

　真宮は呟つぶやくように言った後、頭をガシガシとかきむしり唸うなった。

「こう、忙しいなりに上手くやる方法なんかねえか？」

　瑞姫の方を見て言う。今度はちゃんと彼女の目を見て。その目は真宮なりにはっきりと前を向いたものだった。いつの日か屋上で瑞姫に協力を頼んだ時と、力強さは違えど同じ光を発した眼まな差ざし。

　その目を瑞姫は羨ましく思う。まだまだ、まだまだだけど、彼は彼なりに前を向き進もうとしている。そして多分、色々あっても最後はちゃんとその一歩を踏み出すだろう。そういう姿をすぐそばで見てしまったら、自分も何かをと思うしかなかった。

「上手くやる方法なんてあったらこっちが教えてもらいたいくらいだけどね」

「あ、わりぃ……自分でも無理言ってることはわかってんだけどよ」

「別に悪くはないよ。まあ忙しいならそれこそ今まで以上に学校で一緒にいられる時間でどうこうするしかないでしょ。あとちょっとで夏休みだしさ。多分夏休み明けたら席替えもするだろうし。あとはまあ、夏休み入る前に球技大会あるからそこで上う手まく距離縮ちぢめるしかないでしょ」

「球技大会？　んなのあんのかよ。球技ってなにすんだ？」

「よく覚えてないけどたしかバレーとかじゃない？」

「それで、距離縮めるってどうすんだよ」

「とりあえずなるべく一緒に練習したり話すようにしたりさ。あとクラスの勝利に貢こう献けんしたり活躍してかっこいいとこ見せたりすればいいんじゃない？　あんた運動神経いいんだし、どうせちょっと練習すれば大丈夫でしょ」

「数週間程度で変わんねえよ。まあなんとかしてみっけど」

「そうそう。自分でなんとかしないと。あとはまあケータイないんだからどうしようもないでしょ」

「ああ……やっぱケータイって必要か」

「別に必要ってわけじゃないけど間違いなくあった方がいいと思うよ。逆にないのが想像できないもん私からすれば。でもないものはないんだからしょうがないじゃん」

「まあそうだけどよ……でも話聞く限りねえとだいぶしんどい気がな。今更だけど」

「まあ実際そうだけどさ、無理はしなくていいと思うよ。ていうか持とうと思って持てるの？」

「バイト増やせば金はなんとかなる、な。まああんま余裕はないけど別に持てねえってわけじゃねえし。必要ねえから持ってねえだけだからよ。だいたいどんくらい金かかんだよ。貯金はいくらかあっけど買おうと思って買えるもんなのか？」

「どうだろう……私親に買ってもらったからな……月々の料金とかも詳しくわかんないし。それくらいだったら私が調べるけど」

「あー、じゃあそんときは頼むわ。とりあえず自分で少し考えてみっからよ」

「オッケー。ケータイは現代社会の万能な武器だからね。持てたらだいぶ楽になると思うよ。使いこなせればだけど」

　瑞みず姫きがそう答えた時には駅のすぐ前まで来ていた。




　駅で別れ、電車に乗って帰宅した真ま宮みやは父親に携帯電話の話を切り出すか迷ったが、とりあえずどれくらい金がかかるのか知ってからでも遅くはないとその日は話さずにおいた。





　　　　＊






　それは試験が終わってから一週間ほどたったある日のアルバイトの帰り道だった。

　ある人物の姿が視界に入った。瞬間「もしや」という言葉と共に瑞みず姫きの心臓はばくんと跳ねた。

　時刻は九時過ぎ。外はとうに暗い。駅前なのでいくらか明かりがあったが、その人物の顔はまだはっきりと見えない。それでも薄明かりの中にうっすらと浮かぶその人の顔――輪りん郭かく、髪型、目や口の配置などは頭の中にある見慣れた彼によく似ていた。背格好もそうであるし、着ている制服も確かその人が入学した高校のものに見える。肩に斜ななめにかけているショルダーバッグに見覚えはなかったが、おそらく部活動の着替えなどが入ったもう一つの鞄かばんの方には見覚えがあるように思えた。

　判断はまだつかない。それでも瑞姫はその人を彼だと確信する。それは佇たたずまいや歩き方、纏まとう空気などからくる直感的なものであったが、なにより自身の全身に走る緊きん張ちよう、激しくなる動どう悸き、心にかかる黒い影などの自身の変化からわかるものだった。

　顔がまだはっきりと見えず判断がつかない段階から瑞姫はそうと確信し、途と端たんどうしようという言葉が洪水のように湧わき起こる。

　そして体は言葉と関係なく、ほとんど脊せき髄ずい反射といった具合に動き、隠れるという行動をとっていた。隣を歩く真ま宮みやの大きな体の後ろに、彼と比べれば相そう当とう小さなその体をその人から見えぬよう、すっぽりと。真宮はそれに気づき訝いぶかしむように顔をしかめる。

「――なにしてんだお前」

「いいからこっち見ないで。このまま普通に歩いてればいいから」

　瑞姫は真宮の顔は見ずにそう答え、彼の背中からひょっこり顔を覗のぞかせて前方を見やる。その顔には焦あせりや不安、恐怖などが入り混じった複雑な色が塗られている。口を真ま一いち文もん字じにギュッと結び目を見開き、気まずさに顔をゆがめる。

　距離はいくらか縮ちぢまっていた。まだはっきりと見えはしなかったが、その段階で瑞姫は顔から彼だと完全に確信する。目で見て確認した上での確信。それにより心しん拍ぱく数すうはますます上がる。なんとか見つからないように、気付かれないようにと尚なお一層身を縮こまらせ真宮の背後に自分を隠す。なんで自分はこんなことをしているのだろう、と疑問に思い情けなくも思ったが、それでもやめることはできない。痺しびれたように自由にはならない体でなにかとてつもない恐怖が迫っているかのような緊張感のもと、ただやり過ごす。

　その人物が横を通り過ぎる。距離はわざと遠ざかったため五メートルほど。幸いその人物は携帯電話をいじっていたため視界は酷ひどく狭く、おまけに暗がりということもあり瑞みず姫きには気づかなかった。瑞姫の横五メートルをすっと通り過ぎ、そのままの歩調で夜の暗い街の中へと進んでゆく。その背中を見届けた後、瑞姫はふっと力を抜き真ま宮みやの背後から離れる。

　彼だった。一七〇後半ほどの背せ丈たけにスッと引き締まった体。短めの爽さわやかな髪型。少し太いが整った眉。ハッキリとしているがどこか優しげな二重の目。

　あの頃毎日目で追い、いつ何時も頭の中にあった顔。

　高たか瀬せくん。

　その言葉がパッと光を放つように瑞姫の乱れる思考の中に現れる。

　彼の名前。昔、といってもまだ一年とたっていなかったが、昔好きだった人の名前。




　緊きん張ちようが切れ、思わずはぁと息を吐ついた。そんな瑞姫の姿を訝いぶかしむように見ながら、

「もういいのか？」

　心配に困こん惑わくが少し混ざったような表情で真宮が訊たずねる。瑞姫はビクッと体をこわばらせ、

「え？　あ、うん、まあね」

　慌てて答え、ごまかすように作り笑いを浮かべる。口調や声色もどこか作ったように不自然に上ずっている。












　動どう悸きはいくらか落ち着いたとはいえ、まだ普段よりかなり激しかった。突然のことに心も体もまだ緊きん張ちようし驚おどろいたままだ。視界がどこか霞かすんで見える。真ま宮みやの声も周囲の音もフィルターがかかったかのようにはっきり聞こえない。じんわりと汗をかいている気もした。すごく嫌な、煙がかかったようなモヤっとしたものを胸の奥に感じる。瑞みず姫きはそうした違和感を当然意識しながらも無視するように顔をぷいと進行方向に向け、

「行こ」

　なるべく何事もなかったかのようにそう言って歩き出す。しかしその一歩は、なんだかとても重々しく水中を歩いているかのようだった。地面を踏み、足の裏と指で踏み締め、そして離す。そういう重力を伴ともなった感覚がない。

「ああ……」

　真宮はそう返し、仏ぶつ頂ちよう面づらで少し先を行く瑞姫の隣に足早に追いついた後、

「あいつとなんかあったのか？」

　顔は正面を向いたまま、目だけでちらっと瑞姫の横顔を見て言った。

「えっ？」

　瑞姫は驚き、慌てて顔を上げて聞き返す。

　目が合う。なんだか全すべてが見通されてしまう気がし、咄とつ嗟さに再び慌てて顔を下げ視線を逸そらす。動悸は再び激しくなる。今の真宮の言葉に、再び心が揺さぶられる。

　その通りだった。真宮の言うとおり、あの人となにかあった。正確にはなにもなかったからこそであったが、ともかくそれは図ず星ぼしだ。だから驚き、焦あせり、揺さぶられる。

　まさか真宮くんに感づかれるなんて。あの真宮くんに。意外も意外、そんなに敏びん感かんなやつだったろうかこいつは。人の気持ちとか変化とかに気付けるようなやつだったろうか。いや、それともそんな真宮くんでもわかるくらいに私は動揺していたのだろうか。そんなに表に、顔に言動に出ていたのだろうか。

「なにいきなり」

　瑞姫は再びごまかすように笑って返す。そうした彼女のいつもと違う様子に真宮の表情が陰かげる。小さな不安、違和感。言い知れぬ距離や壁かべの存在を覚える。このまま踏み込んでいいのか、一瞬躊ちゆう躇ちよする。そこにいるのが自分が知る彼女でない気がして、いつも通りではない気がして、故ゆえに自分もいつも通りにしていいのかわからず戸惑う。

　それでも自分がどうしたいかはわかっていたから、唾つばを一つ飲み込んで口を開いた。

「いや、さっきのやつとなんかあったんじゃねえのか。あいつから隠れてたみたいだったからよ」

　そう言って真ま宮みやは少し振り返る。もうずっと遠く、夜の街の暗闇の中に消えていったその人物の背中を見るかのように。

「隠れるってことはなんかあったってことだろ多分」

「……別に隠れたわけじゃないし。ただ今顔合わせるのはちょっとあれだから思わずっていうか……なんにもないよ」

「なんにもねえわけねえだろ。いや、別に何があったかは言わなくていいけどよ、なにもねえってことはねえだろ」

「まあそうだけど……別にいいじゃんどっちでも。確かに一応なんかはあったけどさ、昔のことだし、終わったこと。第一真宮くんには関係ないじゃん」

「そりゃ関係ねえけど……らしくねえからよ」

　真宮は瑞みず姫きの顔色をうかがうようにしながら言う。

「……らしくないって何？」

「……お前らしくないっつうか、なんかあったっつっても知り合いなんだろ？　何があったかは知らねえし聞かねえけど、そういうふうに隠れたり知らないふりしたりすんのはなんかお前らしくねえからよ……」

「――私らしいって何？　そんなに私のこと知ってるの？」

　瑞姫は思わず語気を強める。

「いや、そういうことじゃねえけど、」

「だったら知ったふうに言わないでよ。そんなもん私だって知らないのに」

「……悪い」

「……いや、こっちこそごめん。今のほとんど八つ当たりだから気にしないで。あんたの言うとおりあの人とちょっとね、まあ色々と。ていっても大したことじゃないし、そもそもあっちは何も知らないんだけど、私の都合で会うと気まずいっていうかそんな感じでさ。別にケンカとか嫌いとか仲悪いとかじゃないんだけどね」

「そうか――でもやっぱらしくねえよ。あ、いや悪い。らしくねえじゃなくて、」

　気まずそうにそう言い、慌てて言い直す真宮に瑞姫は少し微笑ほほえんで答える。

「いいよなんでも。言い方なんてどうでもいいし」

「あ、おう……いや、らしくねえはダメだろやっぱ。なんか勝手に押し付けてる感じだし。そうじゃなくてなんっつうか、まあこれも押し付けみてえなもんだけどよ、俺の願望っつうか、別に願望なんて大したもんじゃないんだけど、」

　まだ自分の言いたいことを言い慣れていないので回りくどく、とぎれとぎれに真宮は話す。それを瑞姫は黙って待つ。言いたいことを言いたいように言ってもらうために、ただ待った。

「つまりお前らしくねえっつうか、お前はそんなんじゃないと思うし、そんなふうにいてほしくねえからよ……」

「……なにそれ。どういうこと」

「いや、俺もわかるっつうか、よくあるからさ。同じっつうか、目逸そらしたり避さけたり、あんま会いたくない奴やつとかいっぱいいるし……でもそういうのやっぱ気分悪いしなんか嫌だからよ、お前にはそうあってほしくねえっつうか……」

　真ま宮みやのその言葉に、瑞みず姫きは少しだけ胸がすっと晴れた。

「――そんなの私だってそうだよ……好きでやってるわけじゃないし」

「……まあ、そうだよな」

「……そうだよ」

　嫌な気分になるし、情けなくもなる。何やってんだろうと思うし、後からもんもん後悔みたいなのも残る。それでもうまくできないものはできない。わかっていても臆おく病びようは消せず怖おじ気け付づき、目を耳を塞ふさぎ背中を向け隠れ逃げるしかない。

　怖気づく。何かが怖いから、それと直面したくないから隠れ逃げる。彼そのものが怖いわけではない。視界に入り、同様に見られ対面し、言葉を交わすことで自分の中にはっきりと浮かび上がるものが怖かった。

　忌いまわしい、などと大げさなものではなかったが、自分にとっては立派にトラウマと呼べるだけの記憶。当時のそれと、現在まで引きずるその痛みのような余韻。彼の名前や顔と同時に現れあっという間に思考を支配する言葉の群むれ。

　それが怖かった。ずっと目を逸らし知らないふりをし忘れようとしてきたそれと再び対面するのが怖かった。

　そしてそれは隠れたところで結局自分の中に呼び覚まされていた。じんわりと染みこむように広がり強まる胸の痛みと共に。喉のどの熱さと共に。

「じゃ、私行くから」

　いつも別れる場所よりいくらか手前で瑞姫は言う。意識をしてはっきりと力強く言ったのだが、そのせいで逆にわざとらしくどこか芝しば居いがかった声になる。それに真宮は僅わずかに眉をひそめる。瑞姫も自分でわかっていたから、すぐに視線を落とし自分が向かうべき方向へ足早に歩き出した。

　その背中に真宮は咄とつ嗟さに、手を伸ばすように声をかける。

「おいっ」

　瑞姫は足を止め、半身だけ振り返る。言葉は発さない。その顔には夜と同化しているかのように影が落ちていて表情が読み取れない。それにまた真ま宮みやは怖おじ気け付づき躊ちゆう躇ちよする。

　それでも真宮はぐっと踏ん張り、その場で自分の言葉を発した。

「その、大丈夫、だと思うぞ……じゃあ」

「……うん、じゃ」

　そう返して瑞みず姫きは再び前を向き、先程よりいくらか遅い足取りで、だがキビキビと歩き出した。




　歩きながら「なんだったんだろう、今のは」と瑞姫は思い、小首を傾かしげる。わざわざ引き止め、どこか恥ずかしそうに躊躇していたが、それでも言い切った、たったあれっぽっちの言葉。

　もしかして、私を気き遣づかったのだろうか。

　そうかもしれない。大丈夫ということは、そういうことだろう。気遣い、慰なぐさめ、励ます言葉。かつて、いや今でも進行形で自分が何の気なしに真宮にかけ続けている言葉。

　それをあの真宮くんが、私に？

　瑞姫は思わず小さく笑った。あの真宮くんが、あんな恥ずかしそうにして、あんな必死な形相で、言葉をつまらせながら。気遣うとか慰めるとか励ますとか、そんな日常の中では極ごく当たり前のことを、そんなふうに。

　けれども、彼にとっては違うのだろう。ほとんどの人にとって当たり前であっても、おそらく彼にとっては決して当たり前ではない。きっとずっと、今まではなかったものだから。

　なんてことないことだろう。自分にとってもその他大勢にとっても。ただの言葉だ。これといった意志もなく、ほとんど無責任といった具合に挨あい拶さつとなんら変わらないものとして口からポロッと溢あふれるものだ。周りにとって当たり前であり、ずっと昔からそうしてきたので慣れてるからとはいえ、そう難しかったり悩んだ末に行うようなことではない。それによって与えるものなど、多くの場合では考えられておらず存在すら気づかれていない。なるほど、考えてみれば無責任極きわまりない。

　だからなんだというのだろう。彼にとってはそうではないというだけの話だ。慣れてないからこそ、ほとんど初めてだからこそおそらく距離がとれていて、その正体を多数派とは違う位置から見ているというだけのことだろう。そしてそれは全然悪いことではなく、むしろ好ましさを覚える。

　大丈夫、か。

　瑞姫は緩む頬ほおを誰にでもなく隠すように少し顔を落とした。暗く染まったアスファルトが視界の殆ほとんどになる。自分が今まで同様に真ま宮みやに対して発していた言葉の真意が、その姿が初めてわかったような気がした。ほんとうに必要なときの、そのありがたみが。

　大丈夫だと思うって、だと思うってなにそれ。もっと自信持って言い切ればいいのに、と瑞みず姫きは思う。真宮くんらしいっていえばそうだけど、そろそろ少しぐらいは胸張って頼たより甲が斐いのある人になってくれないと。こっちだって達成感みたいなのが少ないし、綾りよう姉ねえにだって呆あきれられちゃうだろうし。それに大丈夫って、何がだよ。いや、言いたいことは大体なんとなくはわかるけど、漠ばく然ぜんとしすぎてるよなあ、などと。

　それでもいくらか気持ちは楽になっていた。視界の霞かすみは晴れ、もみくちゃにされていた言葉の群むれは一いつ旦たんどこかへ行ってしまった。痺しびれのような全身の違和感はほとんど収まっていたし、喉のどの熱さも引いていた。

　帰ろう。お母さんがご飯を作って待っているはずだ。帰ってご飯を食べよう。そうしてお風呂に入って気持ちのいいベッドで寝てしまおう。明日からのことは明日からまた考えよう。

　大丈夫だ。なんてったって、大丈夫なんだから。







　高たか瀬せは瑞姫と同じ中学で同じ学年の男子生徒だった。クラスは二年の時に同じだった。

　そこで瑞姫は高瀬を好きになった。

　きっかけは覚えていない。気づいたら好きになっていた。理由など特になく、好きという事実の前に理由などどうでもよかった。理由だとか過か程ていだとか、そういったものに意味はあまりなかった。好きだという事実、結果の元何をするか。次の結果を。それだけだ。

　春、同じクラスになり時間や空間を共有し、言葉を交わし笑いあう中で次第に心はそちらを向き気持ちは変化し、好きだと自覚をしたのは秋に入った頃だった。

　そして何もできぬまま、しないまま冬が過ぎまた春がきて、学年が一つ上がり違うクラスになった。

　クラスが変わっても瑞姫はなにもできなかった。クラスが変わったからこそ、余計に何もできなくなっていた。今まで以上に自分で動くことを必要とされる環境。動けない、動かない彼女がどうこうできるわけがない。

　動けぬ理由は恐怖だった。断られる恐怖。拒絶される恐怖。関係が壊れる恐怖。嫌われる恐怖。色んなものが恐ろしくて変化を起こせない。悪いことばかりが頭を過よぎる。好きだと伝え付き合うことができたらとても幸福だろうに、それを想像することができなかった。

　自分をあまりにも大事にしすぎた。

　学年が変わり一つの季節が過ぎた頃、高たか瀬せには彼女ができていた。部活動が終わり受験勉強が始まった頃、可愛かわいらしく人気もあった同じ学年の女子生徒と。

　ふられたわけではない。厳げん密みつには失恋ともいえないかもしれない。ただなにもしなかっただけだ。なにもしなかったから、なにも起きず何も変わらなかっただけだ。

　彼に彼女ができた。自分はなにもできなかった。ならば仕方ない。終わったことだ。自分が全すべて悪いのだ。ぐずぐず想おもい続けていても仕方ない。さっさと潔いさぎよく諦あきらめて、終わらせて。

　しかしそれすらできなかった。何もできなかったから、しなかったからその後悔がいつまでも残る。自己完結だから、行動として外に出した上でしかるべき相手にしかるべき対応をしていないから、きちんと終わらせることができない。

　引きずっているのは彼に対する好意ではなく何もしなかったことへの後悔。好意の収めどころの問題。何もしなかった故ゆえに何者にもなれていないという思い。明確な自分がどこにもいないという不安。

　嫌というほど自分が何もできないことを思い知った。自分の底というものを、身に染みて感じた。自分に何ができるのかということがわからなかった。何がしたいのかもわからなくなっていった。突然一寸先も闇になったように思えた。自分の可能性というものがパッと消えてしまった。見えなくなった。

　区切りをつけようと思った。卒業する時に好きだったことを言おう。でも何もできなかったことを言おう。別に彼にどうこうして欲しいわけではない。ただの自己満足でしかない。ただ言っておかないとこの先ずっとこのままな気がした。ずっとこの後悔にとらわれ、なにもできず、なにもいいことがないように思えた。だからそれを言うべきだと、そう思った。

　けれどもそれすらできなかったから、ああして隠れる羽目になった。

　それを理由の一つとして小さい頃からやっていた水泳をやめた。アルバイトも始めた。何かを変えたかった。無む理り矢や理りにでも変えるしかなかった。

　何もわからない。自分が何をしたいのかとか、何ができるのかとか、自分の真ん中にあるものはなんなのかとか。

　高校三年間で何ができるのかとか、そういうものが。

　彼に何も言えなかったから、全然違うところで代わりに何かをしようとしていた。







　帰宅後、夕飯を食べ風呂に入った瑞みず姫きはベッドの上に体をなげ出していた。深く一つ息を吐き、天井を仰ぐ。

　何も変わってないなあ、と思う。あの頃、なにもできなかった頃となに一つ変わっていない。相変わらず怖くて逃げてなにもしない。どれだけ日々を重ね高校生になり背が少し伸びたりしていても、一歩も前に進んでいない。

　前に進む、といっても前というものがなんなのかすら掴つかめない。ただ、感覚として前に進んでいるという気がしなかった。前というのは多分、自分が行きたい場所だ。目指している場所だ。そういう意味で、ちっとも自分が想おもう自分に近づけていなかった。自分がなりたい自分。こうありたいと思う自分。こうあれたらいいなあと思う自分。

　真ま宮みやくんは「私らしくない」と言った。でも私らしいとはなんだろう、と瑞みず姫きは思う。

　自分らしいというのが本当の自分のことなら、本当の自分とは相変わらずなにもできない弱い自分だ。真宮くんが言ったものとは全然違う。自分らしくないと言われても、それが自分だとは思えなかった。

　けれどもすぐに真宮くんは願望だ、と言い直した。そうあって欲しくない、と。その逆で有って欲しいと。

　それは自分も同じだった。自分だってそうはありたくない。それは自分が想う自分ではないから。なりたい自分ではないから。

　瑞姫は突然、はっと目が醒さめるような思いがした。自分らしいといっても、なにが自分らしいかなんてわからない。今のありのままの自分というものが自分らしさなのなら、そんなものを自分だなどと認めたくはなかった。そうであっても、この自分が想う自分でないものが、自分らしさだなどと思いたくはなかった。

　ありのままの自分とか、自分らしさだとか、そんなものは考えてもわからなかったしわかっても信じたくなかったし、見たくなかった。

　けれども自分が思う自分ははっきりと見えていたし、信じることもできた。なりたい自分。私が思う私。そっちの方がよっぽど自分らしいものだと思えた。

　真宮くんも言っていたじゃないか、そうあって欲しくないと。そしてそれは私も同じだ。私も本意ではそうありたくなかった。だったら、それでいいのではないだろうか。真宮くんもそう思ってるし、私もそう思っている。自分以外にも一票あるのだから、信しん憑ぴよう性せいは高い。

　信じたいと思えたし、信じることができた。それが嫌だという自分の思いを。自分が想っている、それとは反対側にいる自分を。真宮のあの言葉は、彼もまたそれを信じているからだと思えたから。

　いい加減に終わらせようと思う。いい加減本当にしたいことをしよう、と思う。どうするかはまだ決めていなかったが、とりあえず逃げず隠れず彼に会って、なにかを話して、そうしていい加減出来なかった臆おく病びような自分をただの過去のものにしてしまおう。

　マットレスは体を包み込むように柔やわらかかった。タオルケットはなんだか人肌のような温ぬくもりがあった。シーツの肌触りはどこまでも心地よかった。

　開いた窓から少し湿った涼しい風が入ってくる。七月、夏は近づいていても夜の風はまだ夏のそれではなかった。

　瑞みず姫きは立ち上がり窓を半分くらい閉めようとする。顔に風がふわりと当たる。なんだかそれだけで楽しくなってくるような風だった。

　風ふう鈴りんをつけよう、と唐とう突とつに思った。まだ少し早い気がするけど、あの小こ気き味み良いい音は別にあっても不快なものではない。あの音が頭の中の多すぎる無む駄だな言葉をいくらか弱らせてくれるだろう。去年も飾った可愛かわいらしい金魚の柄の、ガラスでできた風鈴がどこかにしまってあるはずだ。それを探して窓に掛けよう。

　そうしてその心地よい音の中、なにか気持ちの良い夢を見ようと、そう思った。寝てしまえば大たい抵ていのことはスッキリする。見た夢が楽しければ、その寝起きが少しだけうれしいものになる。

　今日を終わらせるために、明日からのために寝るのだ。





　　　　＊






　寝て、起きて、翌日、瑞姫はどうするかを考えた。

　また昨日のような偶然の再会を待とうかとも思った。けれどもそれは先さき延のばしであり逃げであり、見ないふりをしていた今までとさほど変わらないように感じる。

　逃げるのも待つのもあまり変わらない。自分から向かっていないから、また同じように逃げてしまう可能性が高い。それにいつまでもただ待ち続けていたら決心も薄まり自然消しよう滅めつしてしまうだろうし、なによりその間ずっと苦しくモヤモヤしたままだ。

　自分から動かなければならない。自分から、会いに行かなければならない。

　だが瑞姫は高たか瀬せのケータイのメールアドレスを知らなかった。それも逃げの結果ではあったが、想おもいを告げられず失恋した相手のアドレスを知っていても意味がない、という当時の瑞姫のやけくそじみた考えによるものだった。

　もちろん友人づてに聞くこともできたがどこか今更感もあるし、下へ手たするとそこまで親しくない人になにやら勘ぐられてしまう可能性もあったので気が進まない。

　そもそもなんといってメールをすればいいのかすら思いつかなかった。連絡をとり、会い、それでどうする？　実は昔好きだったとか、そんな情けなく自分勝手なことを言うつもりなのか？　わざわざ呼び出して、そんな自分勝手な自己満足に付き合わせるというのだろうか。

　そうして考えると、また言葉が増える。例えば通っている高校はわかっているから、学校の前で待ち伏せする。けどそれもメールの場合とほとんど同じで、わざわざ相手に時間を作ってもらうことになるから迷惑をかけるし、そもそも学校が遠いので偶然を装うのはほぼ不可能であり下へ手たに相手に気がかりを残してしまうかもしれない。

　できれば相手に迷惑をかけたくなかった。考え過ぎなのはわかっている。それでも変なしこりを与えたり、少しでも嫌な気分にさせたくなかった。それは昔好きだった相手だからというわけでなく、誰が相手であれ自分本位のわがままでそうはさせたくないということだ。今回は尚なお更さら、相手にとっては思ってもみないことであり、自分の中にしかない問題だった。ほとんど自分が気持ちよくなりたいというそれだけのために巻き込むわけにはいかなかった。

　気付かれないようにしないといけない。なんとも思われないようにしなければいけない。好きだったと伝えるなんてそんな何の意味もないことはもってのほかだ。

　ただ、なにも出来なかった昔の、非進行形でそれが続いている今の自分をいい加減認めよう。そうすれば後は、この先やろうと思ったことをやればいいだけだ。

　再会は偶然でなければならない。自分にとってはそうでなくとも、相手にとっては。

　そこまで考え、瑞みず姫きは意を決して昨日と同じ時刻に同じ駅前で待つことにした。あくまで偶然を装って。







　長い陽ひも落ち、夜の暗さが広がっている。駅の構内からこぼれてくる明かりが僅わずかに足元を照らしている。

　瑞姫は駅前の椅い子すに座って待っていた。高たか瀬せが通っている高校は遠いので、おそらく電車を使っているはずだ。そのため昨日会ったのと同じ東口の改札の前で待っていれば会えるはずだった。

　七月の夜の外は少しだけ肌寒かった。日が長いとはいえもう九時近く暗いので人はあまり多くない。駅の利用者や地下通路を通ろうとしている者の姿がちらほらあるくらいだった。時折自分同様高校生と思おぼしき集団の話し声や笑い声が響く。それと駅前の大通りを通る車の走行音と、電車が線路の上を走る音。

　それ以外は至いたって静かな夏の少し前の夜だった。瑞姫は少しだけ空を見上げる。駅前、街中であるため明かりが多く星はほとんど見えなかった。けれども別に構わなかった。

　視線を改札前の出入り口に戻す。その後で駅前の大通りに移す。流れる車のテールランプは夜空の星よりかなり明るくけばけばしかったが、心が落ち着く光源だった。

　こうして夜に一人になることはあまりなかった。夜、一人で外にいると何な故ぜか少し心が落ち着いた。もっと人がいなくなった中を歩くとより落ち着くのだろうと思う。

　中学の頃はこうはいかなかった。下校時間は今より早く、門限も早かった。寄り道は許されておらず、しようとも思わなかった。大たい抵てい誰かと一緒だったし、さっさと家に帰ってしまいたかった。お腹なかが減っていたり疲れていたからでもあったが、あの頃はまだ夜の街が少し怖かった。

　それを思うと自分の世界が主に深夜の方向にぐっと広がった気がした。大人になるときっと、もっと広がるのだろう。それはまだ想像があまりできなかったが、時にはきっと必要なものなのだろう。




　一瞬で現実に戻される。

　視界に入った一人の男子は、間違いなく高たか瀬せだった。




　途と端たんに全身に痺しびれのような電流が走る。心臓は石炭をいっぺんに放り込まれたかのようにバクバクとなり、体の内側から熱がやってくる。

　生なま唾つばを飲み込む。喉のどの奥が熱く、ギュッと締め付けられる。瞬まばたきが多くなる。視界がぼやけ、思考がぼやけ、地に足がついていないようにフワフワとしだす。

　逃げ出したくてしょうがない。このままやり過ごしたくてしょうがない。ついさっきまでの平へい穏おんが、本当に嘘うそであったかのように思えるほどどこかへ消えさってしまった。

　大丈夫。

　突然の停電と激げき震しんの中、瑞みず姫きは手探りでなんとかその言葉をたぐり寄せた。そしてお守りのようにギュッと抱きしめる。

　大丈夫。なにが？　なにがかなんて知らない。けれども大丈夫だ。大丈夫じゃないことも、大丈夫なんだ。

　そんな言葉だけで落ち着きを取り戻せたら世話がない。けれども今の瑞姫にとってはずいぶんと役に立った。その言葉がふわふわ浮いていていた自分の足をしっかりと今いる場所に引き戻してくれた。地に足をつけてくれた。ある種の重力という秩ちつ序じよ。

　お陰かげで自分が今いる場所に戻ってこれた。思い出せた。世界も見渡せた。することも、わかっていた。

　立ち上がる。地面をぐっと足の裏で押した。はっきりとした感触。そこには地面がある。あたり前のことだが、それは立派な居場所だった。自分が地面を押す。すると地面がまるで押し返してくるかのような感触が、力が足の裏から全身に伝わる。

　自分がいていいと思うに十分な反応だった。自分がそれをしていいのだとまで思える、感触。

　瑞みず姫きは精一杯演技をする。全力で偶然を装わなければならない。歩き方の一つ一つ、腕の振り方足の運び方視線の配り方にまで気を使う。けれどもそんなものは実際話す際にどこまでも平静に平へい常じよう心しんでいつも通りにあるかに比べればはるかに楽だった。

　いつもと違う作った歩き方の中、そんな自分をふと客観的に見る一瞬が不意に訪れた。

　なにやってんだろう、私。

　唐とう突とつにおかしさがこみ上げてくる。こんなところで、一人で、幼稚園の学芸会のような大根芝しば居い以下の演技をして。

　バカだ。大バカだ。こんな情けないところ絶対誰にも見せられない。ほんと、バカすぎて、おかしくて、自分でも笑えてくる。

　こんなおかしな瞬間が自分の人生に訪れるとは思ってもいなかった。




　顔を上げる。すぐそこに高たか瀬せの顔があった。

『あっ』

　瞬間、どちらも声を出していた。高瀬の口はそのまま次の言葉を紡ごうと動いたが、瑞姫がすぐさま慌ててそれを遮る。

「ひさ」「タンマ！」と。

　突然のことに高瀬は鳩はとが豆鉄砲を食ったような顔をする。明らかに疑ぎ問もん符ふが頭上に浮かんでいた。というより、高瀬自体が夜の駅前に立つ疑問符となっていた。その疑問符に対し瑞姫はますます慌てて言葉を連ねる。

「あ、いや、なんていうかその、あ、挨あい拶さつはこっちからさせて！」

「あ、うん、いいけど」

　高瀬は少しだけ怪け訝げんな顔をしたが、特に気にせずすぐに笑みを浮かべた。

　こういうところだ、と瑞姫は思う。いつでも笑ってくれる。なにに対しても笑ってくれる。全すべてを許すかのように、断ち切ってくれるかのように、包みこむかのように笑う。ありがたい、と感じる類たぐいの笑顔。そういうところに惹ひかれ、好きになった。

　けれどもそれはどうしたって昔のことだった。今それを現実として痛感する。昔思考のほとんど全てを支配していた笑顔を前にしても、あの頃と同じ気持は起こらない。

　嫌いになったわけではない。好きじゃない、かというとそれも違う。ただ、なにか違うものになってしまった。自分でもよくわからなかったが、以前の好きはどこかへ行ってしまった。どこか、途方も無いほどずっと遠くへ。

　多分もう二度と戻ってこない、永遠の別れ。

　巻き起こるのはどこまでも過去の好意と後悔だった。過去、過去、過去。今この瞬間の感情がまるで巻き起こらない。それを自分で不思議とすら感じる。過去すらただの言葉であり、自分ではなく実態がなく思える。今、ここに立つ自分も見えてこない。

　なにはともあれ、とりあえず。

「久しぶり」

　ただ一つ見えた今を口にした。なにはともあれ、とりあえずは挨あい拶さつだ。挨拶なくては始まらない、なにもかも。

　そこから世界が一気に開けた。今とこれからが。本当にあるのはそれらだけだった。

「おー久しぶり。卒業以来だよね？」

　高たか瀬せはなんでもないことのように笑顔でそう返す。その笑顔がやはりありがたい。その笑顔はなにも変わっていない。

　緊きん張ちようがいくらか和らぐ。自分の挙動がそこまでおかしくないと思えるのでほっとする。自分の思いが高瀬にとってはまったく関係ないこと、存在しないことを改めて知り、楽になる。

　相手が笑ってくれたから、瑞みず姫きも自然と微笑ほほえむことができた。

「そうだね。うん、卒業以来」

「だよなー。随ずい分ぶん前な気もするけどなんかつい最近な気もするし。てかさっきのなんだったの？　挨拶はこっちからって」

「あー……いやあれはなんていうかその、占い？」

「占い？」

「う、うん。今週は挨拶は自分からしないと何事も上う手まくいかないって」

「あーなるほどね。そういうのちゃんと守るってなんか女子っぽいな。でも小学生とかまでじゃない？」

「でもそういうのとは違くてこう、大だい殺さつ界かいとか銀座の母みたいにちゃんとしたやつだからさ。雑誌の後ろの占いコーナーみたいなのじゃないからね」

　瑞姫はそういって力なく笑う。自分でもおかしなことを言ってるのがよくわかる。

「それは守んないとだね。今帰り？　部活？」

「ううん、友達の家に遊びに行ってた帰り。部活やってないからさ。そっちは部活？」

「そ。相変わらず毎日陸上っすよ。てか部活やってないって水泳やめたの？」

「あーうん、まあもういいかなって。陸上やるためにあそこ入ったんだから毎日陸上はそりゃ当然でしょ」

「まあそうなんだけどさー、ほんと土日も休みなしってレベルだから。おまけに周りみんな速いから自主練もやらないといけないし、大変だよ」

「うわー、それはキツイね。それじゃあ彼女ご立りつ腹ぷくだったりするんじゃない？」

　瑞みず姫きは少しだけ緊きん張ちようし、けれども自分から断ち切るべくその話題を切り出した。

　が、返ってきたのは、

「あー、いや、ていうか別れた」

「えっ!?」

　瑞姫は驚おどろいて思わず声を大きくする。

「別れたよあいつとは。ほとんど一方的にフラれた感じだけどね」

「えっ、なんで？」

「いやーなんっつうかさ、まああっちに男できたっていうか、俺が悪いんだけどな。そりゃ高校違くて今まで通りは会えないし俺は部活で毎日遅いしおまけに土日も休みないし、ほとんど会えてねーもん。それであいつなんか高校で一つ上の仲いい先輩に告られて寂しかったからー、って感じ」

「……よくあるパターンっていえばそうだけど、ドンマイ……それいつ頃の話？」

「一週間ちょっと前。だからほんと最近。まあ高校入ってからほとんど会ってないから割と自然消しよう滅めつ的な部分はあったんだけどね。メールとかかなり減ってたし」

「へぇ……」

　瑞姫はどこか拍ひよう子し抜ぬけする。肩透かしを食らったかのようだ。自分があれだけ想おもっていて、悩み苦しみ引きずっていたことが全すべて阿あ呆ほらしく思えるほどに。

　当時の自分にとってあの好意は世界の全てだった。毎日の殆ほとんどとすら思えていた。そのために生きている、そんな気すらしていた。思いを告げるというのはその世界を強烈に震わせる大事態だったし、それで付き合うなんてことになったらそれこそ世界が一八〇度一変するのと同じだった。そしてそれができなかったことも、それをずっと抱え続けていたこともまた、自分の世界の一挙一動全てを支配する力学かのようについて回っていた。

　それが、こうも、いともたやすく。会えないから。近くにいる他の人に言い寄られたから。そんな自分からすればあまりにもくだらなすぎる理由で。

　おかしさが余計に募つのる。もうそれは自分の世界の全てではなかった。あくまで一つの出来事に過ぎない。自分にとっては世界の全てでも、他の誰かにとっては取るに足らないことだったりもする。そんな当たり前のことは知っていたが、自分のものとして痛感するのは初めてで、所しよ詮せん自分は七〇億分の一にしかすぎないのだと思う。

　視点がずっとずっと遠く遥はるか上方にあった。広い視野で、自分を俯ふ瞰かんする。自分のちっぽけさを、身の程を思い知る。自分は今まで、なんて小さく狭い世界にいたんだろう。頭の中、自分の言葉の中だけという酷ひどく狭い世界。それは確かに最小にして一番重要な世界だとも思えるが、実に色鮮あざやかで広い外に比べればほんとうにとるに足らないものに思えた。大事だけど、実は大して大事ではない。

　何もかもが見える気がした。

「いや、でもあの娘こもバカなことしたね、それくらいでふるなんて。高たか瀬せくんほど良いい人そうそういないのに、見る目ないなぁ」

「いやぁ、それほどでもないけどな」

　瑞みず姫きの持ちあげるような発言に高瀬は照れた様子で答える。

「いやいや、それほどでもありますよ。大丈夫だって高瀬くんなら。すぐに新しい彼女できるって」

「だといいけどね。まあでもしばらくはいいかな。どうせ部活の方優先すんだし俺は」

「それも込みでわかってくれる人がいるって絶対。それが高瀬くんなんだしさ」

「だとしてもそれに甘えてはられないからなあ。二の舞になっちゃうし」

「そういうとこも高瀬くんの良さなんじゃない？　まあなんかあったらいつでも相談してよ、友達なんだし。アドレス教えるから」

「ああ、そういや交換してなかったっけか。なんか知ってるもんだと思ってた」

「ケータイ買ったの卒業後だからね。んじゃはい」

　携帯電話を操作し赤外線でアドレスと番号を交換する。ぎこちなさや緊きん張ちようはとっくにどこかへ行ってしまっていた。

　ボタンを押す。赤外線という見えない線が携帯越しに二人の間に通る。一瞬で画面が変わり、宙を飛んで情報が送られる。同じ事をまた繰り返した後、瑞姫は電話帳を確認した。

　そこにはかつて好きだった人の名前がある。上下に並ぶ名前とは全く違う意味を持った名前。

　でも今は違う。そこにあるその他大勢の名前と違いはあまりない。

　これで大丈夫だと思う。これからはもう隠れたり逃げたりする必要はない。いつどこで会っても挨あい拶さつをして笑って話すことができる。

　何な故ぜなら友達だから。彼にとっても自分にとっても。理由でも言い訳でもなく、そうありたいからそうするだけ。

「んじゃいつかほんとに相談すっかもしんないからよろしく。てかそっちこそどうなんだよ。中学の頃告白全部断ってたらしいじゃん。誰か好きな奴やつでもいたの？」

「あーうん、それはもう終わったから大丈夫。今も特になにもないよ」

「そうなの？　なんか顔怖い男と歩いてたとかいう話も聞いたけど」

　高たか瀬せはニヤつきながらそう言う。

「うそ、そんなとこまで広がってんの？　ただバイト一緒なだけなんだけどね……」

「バイトしてんだ。いいなそういうのも。どんなとこ？」

「個人経営の定食屋さん」

「お、いいね。今度行くから場所教えてよ」

「あ、んじゃ友達も連れて大勢で来てよ。常連増えたほうが売上上がるからさ。駅前の和泉いずみ食堂ってとこだから部活帰りとかに」

「オッケーんじゃなるべく行くようにするわ。んじゃまた。バイトとかがんば」

「うん、そっちも部活がんばってね。じゃあまたね」

　互いに笑顔で手を振り、振り返って背を向け合う。そうして各おの々おのの道を歩く。




　瑞みず姫きはゆっくりと家に向けて歩く。終わったのだろうか、と疑問に思う。

　終わった気はしなかった。そういうのとは少し違う気がした。ただ、自分にとっての一つの問題を乗り越えただけだ。

　長かった気がする。でも終わってみればあっという間だった気もする。どちらにしてもかすかな充足感があった。

　思えば今までもずっとこんな感じだった。色んなことがあって、終わる予感がしない辛つらいことがあって、でもそれらも全部いつかただの過去になる。

　なににしてもほんのささやかではあったが、したいことをし、ありたいようにあることができた。それは十分な満足だった。





　　　　＊






　夜が明け、目を覚ます。今日が終わり、また別の今日が始まった。

　瑞姫はいつも通りの時間にベッドから起き上がる。いつもの部屋、いつものベッドにいつもの時間。網戸の向こうに広がる景色やまとわりつく気温は天気や季節によっていつもどおりとは限らなかったが、何種類かのいつも通りには変わりない。

　目覚ましが鳴り、その音で起き、目覚ましを止めて上体を起こす。はっきりと開かない目をこすりぼんやりとした視界のままあくびと共に一つ深呼吸をし、伸びをする。そうしてベッドから下りまた伸びをし、部屋を出る。いつも通りに。

　そこから先もいつも通りだ。いつも通りに食事をし、身支度をし、学校へ向かう。

　それでも一つだって同じ今日はなかったし、昨日までとは明確に違うものが彼女にはあった。好ましく、生きる力になるものが。




「行ってきまーす」

　瑞みず姫きは元気に声を張り上げ、玄関のドアを開けた。

　朝の日差しが顔に刺さる。眩まぶしさに思わず目を細める。刺さる日差しにはじんわりと熱もある。いい天気なのは最高だけどちょっと暑すぎるなぁ、と思う。同時に夏の真ん中が近づいていることを改めて体で感じる。

　それにしても、と瑞姫は思う。行ってきますって普段は何気なく使っているけど、実はこれかなりいい言葉なのではないだろうか。行ってきますというのはこの場合は学校に行ってくる、ということだった。その事実を家の中にいる家族に伝え、同時に宣言をする。

　宣言であり、約束だと思う。相手に、そして自分に。それと世界とか、そういうものに。

　行くのは学校であり外だ。同時に今日と明日だ。今日に行く、今日を生きる。行ってきますと生きてきます。その二つの言葉は音だけでなく意味もよく似ている。

　我ながら臭い考えだと思う。子供じみたバカみたいな言葉遊びだ。それでも悪い考えではないだろう。気持ちのいい発想だ。信じたいと思える言葉だ。そう思い、そう使おう。そう行動し、そうあろう。

　ともかく、今日を行くべく、生きるべく、瑞姫は太陽の下に飛び出した。人がいる街を歩き、人がいる学校へ向かう。昨日までとはいくらか違う心と体で。

　それが彼女の今日だった。







　授業を終え、学校を出てバイト先へ向かい、働き、陽ひが沈しずみ今日の終わりが迫る。

「お疲れさまでしたー。お先失礼しまーす」

　行ってきますと同じように笑顔で声を張り上げ、瑞姫は真ま宮みやと共に夜の街に出た。

　もう昨日のあの夜から一日たったのか、と瑞姫は思う。

　遠い遠い昔のことのように感じる。ほんとにそれがあったという実感がない。ただの記憶で、ただの言葉だった。その前にあったあの後悔も、苦しみも、その日々も、もはやただの言葉としての記憶になっていた。

　今はちゃんと、自分の全すべてが今にある気がした。

「あ、そういえばありがとうね真ま宮みやくん」

「あ？　なんだよいきなり」

　真宮は訳がわからないといった具合に顔をしかめる。

「いや、こっちの話。とにかく役立ったよ、あんたの大丈夫。ちょっとだけどね」

「――ああ、あれか。まあいいわ、ちょっとでも役立って」

　真宮は少し考え込んだ後、合点がいったといった具合にそう返す。瑞みず姫きはそんな真宮の様子が少し気にかかる。

「ふーん、ほんと無む駄だに謙けん虚きよだよね。ちょっとでいいのかよ」

「まあ身の程知ってるし。こっちからすりゃそれで十分ありがてえよ」

「いや、礼言ってるのこっちなのになんでそっちがありがたいのよ」

　意味がわからなくそう返す瑞姫に真宮は少し困った顔をする。

「……役立ったって言ってもらえりゃありがてえだろ普通」

　ああ、なるほど、そういうことか、と瑞姫は合点がいく。

　この人にとっては役に立てることはありがたいことなんだ。ありがとうといってもらえる事自体が、ありがたいんだ。きっと今までそんな経験はなかったのだろう。役に立てるといったことやありがとうといってもらえることは自分が必要だと言われていることに近い。多分世の中では当たり前に行われているそういうことがこの人にとってはとても特別で。ありがたくてしかたないのだろう。

「ああ……そうだね。それじゃあどっちも得したってことか。いいなー役立つって」

　瑞姫は何な故ぜか嬉うれしくなりふふっと笑う。それを見て真宮は小さく笑い、

「お前だって役立ってんだろ」

　と返す。

「え？」

　瑞姫はなんのことかわからずきょとんとする。すると真宮はどこか気恥ずかしそうに視線をそらし、呟つぶやくように口にする。

「いや、バイトとかもそうだし、あとはまあ、俺からしてもすげえ役立ってるし……」

　すごく役に立っている。自分が、おそらく自分の何気ない行動が。

　それは思ってもみないことだった。そんな意識は少しもなかった。ただなんとなく、極ごく々ごく当たり前に、ほとんど気まぐれにやっていることが、誰かにとってはそんなものだったとは。

　なるほど、それは確かにありがたかった。

「――そっか。役、立ってるんだ……」

「おう。少なくとも俺はそう思うよ」

「……はは、ならよかった。ありがとね」

「……どういたしまして」

　真ま宮みやはそっぽを向いたまま無ぶ愛あい想そうに返す。それを見て瑞みず姫きはくすりと笑う。笑いながらも、胸には何か温かいものが芽生えていた。

　そのどういたしましても、ありがとうも役に立ったも、役に立つ。今日を、今を生きるのに。

　瑞姫は夜の街を歩く。たった一日しかたっておらず実際は変化などろくにないその夜と景色も、全く別のもののように思えた。実際別のものなのだろう。ほとんど一緒でも、別なものだ。昨日と今日は全然違う。

　駅の前。明日のために「またね」を言って真宮と別れた。

　家に向かう瑞姫の足取りは軽い。開けた視界には世界の全すべてが見える気がした。

　帰ろう。帰って、夕飯を食べよう。お腹なかが膨れたらお風呂に入ろう。さっぱりしたらやることやって、気持よく眠ろう。

「ただいまー」

　家の玄関のドアを開け、瑞姫は元気よくそう言った。

　そこには家族が待っていた。





三章　もっとがんばる




　日々は瞬またたく間にすぎていく。高校生の毎日は、特にそうであった。

　朝は八時半から学校がある。一つの授業は五五分。それが六コマ。それが一週間のうち五日、月曜から金曜まで毎日ある。

　授業が終われば各おの々おの別だが、多くの者は夜の八時ぐらいまで部活動がある。部活動がない者も塾があったり、しなければならない課題があったりアルバイトがあったりする。

　土日も運動部を中心に多くの部活は練習や試合、大会などがあった。部によっては半日で終わることもあったが、野球部などは朝から晩まで一日中、それも土日どちらもといったハードスケジュールだ。残った時間は本当に食って寝て、しなければならない勉強や課題などをして終わりである。

　真ま宮みやの場合はそれがボクシングとアルバイトであったが、ともかくしなければならないことがあった。

　そうしていると本当にあっという間に一日が終わる。あっという間の一日を七回繰り返し、気づいた時には一週間が終わりまた次の一週間の最初の一日が始まっている。そうして気づいたら一ひと月つきが過ぎ、季節が変わり、一年が終わり学年が変わり、それを二回ほど繰り返し少し経たつと受験勉強などが始まり、それも一瞬で本番となり卒業となり、気づいた時には高校生ではなくなっている。

　高校生の日々とは得てしてそういうものだった。

　高校一年生である真宮の日々も、無論そんな具合だった。気づいたら一つの季節が終わり、次の季節の真ん中へと突き進んでいる。

　ほんとうに気づいたら、だった。気づいたら中間試験が終わり、一学期目が終わろうとしている。真宮の学校は前期後期の二期制なため正しくは一学期ではないのだが、ともかく夏休みに入ろうとしていた。

　唐とう突とつにその事実に気づき、同時にふと思う。この三ヶか月げつちょっとの間、果たして自分は何をしただろうか。

　したことは山ほどある。けれどもその多くは自分にとってどうでもいいことだった。成したいと思うことの殆ほとんどを、というより何一つ、成していない。

　振り返ってみると本当に一瞬だったと思える。これをあと三回ほど繰り返せば一年が終わり、それをあと二回繰り返すと高校を卒業することになる。そんな風にあっという間に年をとり、気づいた時には死んでいるのではないだろうか。そんな漠ばく然ぜんとした目に見えない不安や恐怖のようなものが体を取り囲む。

　そんなことは初めてだった。先のことが何もわからないのは以前も今も同じだったが、それに対し何かしら負の感情を抱くことは今まではなかった。したいことや目標、それ以前に自分というものも全く見えていなかったし、見ていなかったので想おもう対象が存在しなかった。

　今は違う。考えることが多かった。悩むことが多かった。頭の中の言葉がずっと多くなった。特に外の何かに対する言葉が、多くなっていた。

　ボクシングは変わらず週に二、三回ジムに通い、自主練は毎日していた。けれども自分にとって、今までとは違うものになっていた。

　それ以外にすることがなかった。だからやっていた。日々を何事もなく、できれば少しだけ気分よくやり過ごしていくのに必要なだけだった。そこには前も先もなく、今しかなかった。今いる場所がないから、することがないから。真ま宮みやにとってボクシングはずっとその一瞬だけのものだった。そういう意味では、それ以前のケンカとあまり変わらなかった。

　けれども今はそれ以外ができた。金のためとしていたバイトも、性質が違うものになってきている。高校という新しい場所は今を過ごせる場所になった。することもある。思うこと、考えること、話すこと。その他にも細々とした多くのことが。

　なにより好きという前を向いた感情がそこにはあった。

　そうなると、ボクシングは今までと違い、なくてはならないものではなかった。けれどもどう考えても自分にとってなくてもいいものではなかった。なくてはならない、と思う。というより、なくてはならないものにしなければならない、と思う。自分のために、自分で行動して。そういったことから、自分のボクシングについて初めて考えるようになっていた。ただいかに戦うかというリングの上だけのボクシングではなく、その外も含めた自分の生活の中でのボクシングを。そしてそれは、ほんの僅わずかであったが先への不安を生み出していた。

　しかし目下そうした先の不安の対象は、やはり綾りようとのことであった。

　少しも進展している気がしない。彼女との関係の中において、何かを成したという感触がまるでなかった。確かに初めよりはいくらか話せるようになってたとはいえ、そんなもの成したうちには入らない。現段階における最終的に成したいと思うこと、つまり付き合うという結果であったが、それを考えればスタートラインに立っている程度の進展でしかなかった。それは果たして進展といえるのだろうか。いや言えない、と真宮は思う。

　要するに瞬またたく間にすぎていく日々の中、真宮逢おう人じは焦あせっていた。

　いつの間にかだった一つの季節の終わりと始まりは焦あせるに十分な日々の進みだった。




　だとしても、間違いなく今までとは比べものにならない程中身の濃い三ヶか月げつ。ケンカ、もしくはボクシングとアルバイトしかなかった日々とは違い、友人と呼べる人がいる日々。充実、と呼べるほど満足で格好の良いいものではなく、不器用で不ぶ恰かつ好こうで仕方のないものであったが、それでもそれは何一つ変わらない灰色の日々とは違った鮮あざやかなものだった。

　そういう日々がこの三ヶ月。

　その三ヶ月を抱えて焦り悩み思う様々なこと。




　そういう状況にあったその日、真ま宮みやはボクシングの試合に負けた。

　初めての敗北ではない。今までも何度か負けたことがある。それらの相手は自分より年も上でボクシングの経験も長く、おまけにプロの人間だった。そういう人間を相手に負ける時苛いら立だちや悔くやしさを覚えることはあったが、頭の芯は割と冷静でいられた。試合を振り返り、相手と自分の現状を比較し、自分に能力が足りないことを認識することができた。そうしてただ次は勝とうと割りきってまた次の日から練習に励むだけだった。秩ちつ序じよのないケンカの日々とは違い、リングという囲いの中でグローブという法をはめて暴力を行使する真宮にとって、勝つこと負けること殴ること殴られることは既にまったく違う意味合いを持っていた。

　ただ殴るだけではない。ただ殴られるだけではない。

　避よけて殴って、完璧に勝つ。一番美しいであろう一発も殴られずに勝つボクシング。

　ボクシングを初めてもうすぐ二年。真宮にはそうした理想が少しずつ芽生えていた。それが自分が思うリングの上での一番の楽しいであったから。幸福であり、生きている実感。生命を正しく使えているという確信めいたものを感じ取れるもの。

　そういう理想。




　それがその日打ち砕くだかれた。

　アマチュアの試合で真宮は初めて同年代の相手に負けた。

　相手は高校生で学年は一つ上であったが早生まれでまだ一六と年は同じ。生まれた日だけで考えれば三ヶ月程度しか差はない。自分が高校生になってから今日までの色が映えた三ヶ月。それと同じ期間しか。

　相手は小学校のころから元ボクサーの父親にボクシングの英才教育を受けてきた俗にいうエリートであった。体格も含めた才能はともかく、経験は比較にならない。圧あつ倒とう的な技術の差で為なす術すべもなく真ま宮みやは負けた。

　ショックだった。戦況が見えてきた試合の途中も、終わったあとも、やたら眩まぶしく世界が白んでいるだけで自分がいる場所がはっきりとしない。何が起きたのか、いまいち掴つかめない。ぼーっと空中を見続けるだけだった。

「大丈夫だお前はまだ始めたばっかみたいなもんだしよ。伸びしろはお前のほうがあんだぞ。あっちはもうこれ以上はないって感じだからよ」

　真宮のいつもとは違う様子を見て相そう当とうショックを受けたのかと思い、トレーナーはそう励ますように声をかける。そういう周りの言葉でだんだんと、じわじわと冷え切った手が指の毛細血管の先から暖まっていくかのように現実が染み込み全身に広がっていく。

　ああ、俺は負けたのか。




　不思議とショックはなかった。ただ実感があまりなかった。

　判定負けであり、真宮は打たれ強い方で意識も割とはっきりしていて、痛みもあまりなかった。

　あるのは負けたという事実。そういう言葉。ただそれを現実と受け止めるのに時間がかかっただけだった。負けた、という言葉を頭の中で繰り返しても、やはりあまり実感がない。

　負けはそこまで気にならなかった。気分は悪いことには悪かったが、程度の問題だ。

　それより殴られ、殴れなかったほうがよっぽど気分が悪かった。

　パンチは当たらず、逆に相手のパンチは殆ほとんど食らう。タイミングも距離もいつも通り、自分が思う通りにはいかず、終始相手に奪われたままだった。そういう「思い通り」に行かなかったたぐいの気持ち悪さ、気分の悪さ。むかつきと消化不良のような腹の底のもやもや。

　久しぶりにケンカばかりしていた頃の気分の悪さを思い出していた。

　上う手まくいかないということ。思い通りにならないということ。いずれも今まではあまり感じたことのないたぐいのむず痒がゆさだった。





　　　　＊






　翌日、月曜。たとえ真宮が初めて同年代の相手にボクシングの試合で負けようとも、当たり前に地球は回り次の日という朝が来る。

　真宮はすぐれない気分で上体を起こし目覚ましを止めた。いつも通り朝練を始める時間だ。けれども真ま宮みやは一瞬躊ちゆう躇ちよする。なんだか起きたくない、そんな気分だった。

　しかしすぐに短く息を切り勢い良く立ち上がる。そうして何も考えずにいつもより大おお股またで足早に洗面台まで向かった。

　顔を洗ってしまえばこっちのものだ。もう起きるしかない。邪魔するものもない。そう思いながら冷たい水をバシャバシャと顔にかける。じめっとしてまとわりつくような熱気がかすかに広がる中、顔だけは冷ややかな爽そう快かい感を伴ともなっていた。しかしそれもタオルで顔を拭ふき着替えをしていく中で周囲の熱に飲み込まれていくように元通りになる。そうして顔を冷水で洗った事実まで嘘うそだったかのように今に溶け込んでいった。

　何も変わらないのだろう、と真宮は思う。俺一人の負けも、奴やつ一人の勝ちも、特にこれといった意味を持たない。まだ一日、二四時間もたっておらず自分の中には相変わらず実感を伴わない違和感としてもったりと残っていたが、そんなもの誰の目にも見えない。自分の目にすら。

　負けたのは事実だった。未いまだ実感を伴っていないとはいえ、負けたという事実は言葉としても記憶としても、感触としても光景としても自分の中に残っていた。

　しかしそれは終わったことで、けれども今のところこの先も残っていくもので。結局負けた自分がこれから何をするかだけだった。

　何で負けたか。一晩明けてようやくそれについて考えだす。

　練習が足りない、それだけだろう。油断はなかった、と信じたい。けれどもほんの少しもなかったとは断言できなかった。意識的なものでないにせよ、負けることはほんの少しも考えていなかった。それどころかどこかで勝って当たり前などと思っていたのではないだろうか。

　もっとボクシングに染まらなければ。骨の髄ずいまで浸つからなければ。練習が足らないなら今まで以上に練習すればいい。どう考えてもここ最近は今までより練習量が減っていた。ボクシングに身を投じきれていなかった。他に考えることも時間と体を使うこともあったせいで。

　他。ボクシング以外のこと。それが頭によぎる。学校のあれやこれや、浮かんでくる人々の顔と声。初めての感情とそのための色々。

　上う手まくいかないなあ、と思う。

　あれもこれも思い通りにいかない。自分が器用でないことは百も承知であったが、それにしても自分にとっては多すぎる物事の中でひどく身動きがとれていない。あれもこれもと手を伸ばし、どれひとつ届かず、そのくせ今まで握っていたものは手放してしまう、そんな気がした。

　やはりダメなのかもしれない。そんな弱気が頭をよぎる。自分にはボクシング以外のこと、暴力以外のことは満足にできないのかもしれない。それだけで十分なのに、欲張り他を手に入れようとするとたった一つのできること、たった一つだったしたいことすら失ってしまうのかもしれない。頭によぎる人々や想おもいはしたいことでもできることではなかった。

　初めから無理だったのかもしれない。

　真ま宮みやは奮い起こすように短く息を切って勢い良く顔を上げた。

　何を弱気になっている。自分らしくもないし、馬鹿らしい。考えるのはよせ。悩むのはよせ。俺なんてどうしようもなく頭が悪いんだから、考えたところで何にもならない。考えすぎて何もできなくなることほど馬鹿な事はない。とにかく今、すべきこと。したいことできること。とにかくさっさと外に出て街を走れ。

　真宮は運動靴の紐ひもをギュッときつく縛しばり、玄関の戸を開けて外に飛び出た。

　雲が多めの空だった。







　雲が出ていると大気中の熱が宇宙空間に逃げないので晴天の時より気温が上がるという。

　どんよりとした灰色の厚い雲の下、不快さを募つのらせる蒸し暑さの中真宮は学校へ向かっていた。高校は中学と違い各クラスにクーラーがある。教室へ行けばこの不快さと苛いら立だちもいくらか薄まるだろうと、そんな期待に歩幅は自然に広がっていた。




　真宮はいつも通り後ろの戸から教室の中に入る。予想通り既にクーラーがかかっており教室の中は居心地が良いいものとなっていた。

　教室の雰囲気も夏休みを間近に控え少しずつ移ろいでいた。テストが終わったことで「勉強」という義務感に満ちたどこか堅苦しい空気はすっかり消え去っている。残っているのは夏休みまでの惰性的な日々と、夏休み前の最後の行事である球技大会だけ。

　真宮が教室に入ってきたことに何かしらの反応を示すものはほとんどいない。音に反応しちらっと目をやる者などもいたが反射でしかないのですぐに視線を戻す。

　この三ヶか月げつで真宮が教室にいることに対し何らかの反応を示すものもいなくなった。考えて見れば当たり前の事であったが、真宮にとってはいくらか新しん鮮せん味みのあるちょっとした変化だった。

　けれども別にここが自分の居場所になったとかそういうことではないだろう、と真宮は思う。いてもいなくても同じ、ただそれだけのことだ。俺が何もしないから、俺がなにもしない限りは、ずっとこのまま何もない。

　それでいいと思う。疎うとまれるよりはよっぽどマシだった。疎まれることすら以前はどうでもよかった。ただ今は、この学校でこの教室でそうなるのは少し嫌だった。おそらく彼女たちがいるから。

　真ま宮みやは涼しさの中いくらか気分よく自分の席に腰こしを下ろした。彼がなにもしない限りは何の反応も示さないこの教室の中で、ただひとり毎日挨あい拶さつを交わし声を交わす相手が半身だけ振り返る。

「おーおはよ」

　と、藤ふじ室むろ綾りようはいつも通りの挨拶を口にする。その反応は真宮に反応をしめさない教室内の他のものとあくまで同じで、「当たり前」によるものだった。表情にもこれといった変化はなく、その当たり前さが優しさをもってすんなりと彼を今日へ引き込む。

「おう、おはよう」

　最初は「おう」としか返せなかった真宮であったが、今は「おはよう」と明確な言葉をもって挨拶を返すことができていた。最初は意識的に、幾いくらかの緊きん張ちようと恥ずかしさをもってであったが、今は随ずい分ぶんと普通に、それこそ当たり前として返すことができていた。そうしてはっきりとした線引きをもって一日が始まる。今までは起きて朝の街を走ることが一日の始まりであった。もちろん今もそれは変わらなかったが、いつしかこの挨拶がもう一つの別の意味での一日の始まりとなっていた。これがあるから今日が始められたし、今日が始まっていた。

　挨拶を返した真宮は少し視線を先にやる。綾の机の上には教科書とノートと筆記用具が広がっていて、勉強をしている最中であるようだった。教科は真宮が最も嫌いとする数学。こんな朝っぱらから数学なんてものを、しかもテストが終わったというのになんでやっているのだろうか、と真宮は疑問に思う。

「勉強してたのか？」と真宮は訊たずねる。

「うん、予習」

「よくやるな。テスト終わったばっかだろ」

「まあ指されてるからしょうがないよ」

　綾は苦笑して答える。

「てかお前もじゃねえの？　出席番号順だったし」

「あ？　そうなのか？　てか指されてるって何がだよ」

「数Ⅰの問題。授業前に黒こく板ばんに解答しとくやつ」

　と綾は自分の机の上の数学の教科書をチラッと見て答える。

「マジかよ。それ絶対やんなくちゃいけないのか？」

「当たり前だろ。まあわかりませんでしたでもいいだろうけど、せめてやったところまでは書いとくとかしたほうがいいんじゃねえの」

「それでいいのか。問題ってどれだ？」

　真ま宮みやが訊たずねると綾りようは教科書をとり真宮の机の上で広げ、

「これ」と指をさす。

「――最初っからできそうもねえわ」

「だろうな。一応自分でやってみろよ数学三限目だし。どうしてもできなかったらあたしの見せてやっから」

「悪いないつも。とりあえずやるだけやってみるわ」

「お、やっとちゃんとしてきたじゃん。まあ今度からはちゃんと家でやってこいよな。ていうかそういやお前どうだったんだよ、試合」

　瞬間、腹の底に強烈な一発を食らったかのようにずっしり重くなる。肉体的なものではなかったが、今まで喰くらってきたどのボディブローより重たく響く感覚。喉のどの奥もまた今まで味わったことがないくらい強烈にきゅっと締めつけられる。

　動どう悸きがする。体が芯から熱い。全身の表面がピリピリとし、また何かが吹き出してくるようなポツポツとした気持ち悪い感触が襲う。

　唾液を一つゴクリと飲み込む。視界が少し霞かすむ。自分の体が自分のものでないような感覚。腹の底を襲う強烈な圧あつ迫ぱく感。どうしようもなく頭の真ん中がギンギンと響く。吐き気のようなものが胃からこみ上げ、喉のすぐそこまで出かかる。

　負けた。ただその一言を口にするのが恐ろしく辛つらかった。

　これが負けたということか。

　今まで実感がなかったその正体を、ようやくはっきりと掴つかむことができた。全身を襲う強烈な苦痛と思考を締め付けるどうしようもなさによって。

　逃げ出したい。やり直したい。終わらせたい。なかった事にしたい。どうして、なんで、なんだこれ、これが負け？

　うわっ。うわっ、うわっ。




「あー……――」

　かろうじて口を開いた真宮が出せた音は、それだけだった。

　そしてまた沈ちん黙もくする。

　目が休むことなくあちこちへと泳ぐ。いつもは真ま一いち文もん字じに結ばれた口も情けなく中途半端にだらしなく開けられたままだった。そうしたあからさまにいつもとは違う様子に、綾りようもどうすればいいのかわからず困った様子で思わず苦笑いを浮かべる。しかしすぐにハッと気を取り直し、短く息を切って真面目まじめな顔を作る。そうして何も言わずただ待っていた。

　待たれているのは辛つらい。けれどもこのまま自分が何も言わず待たれ続けている方がよっぽど辛い。結局自分は認めるしかなかった。

　言葉にして外に出し、その事実にはっきりとした形を持たせるしかなかった。

「――まあ、負けた」

　それを口にするにはとてつもない勇気と度胸が必要だった。少なくとも真ま宮みやにとってはそういう性質のものだった。

　負けたことなんて殆ほとんどない。それを認めたことも、こうして口にしたことも。そんなこと報告する相手もいなかったから当然だった。

　負けるというのはこういうことなのか、と思った。ただ相手から打ちのめされて成立するものではない。口にしたり、認めたり、そうして自分自身の手で明確に外の世界に形作ることで初めて成り立つもの。

　胃がせり上がってくるようだった。真宮は歯を少し食いしばり、シーッと息を細く吸い、そうして鼻から深く吐いた。相変わらずどうしようもない重苦しさが腹の底にあったが、いくらかマシになった気はした。

　視界の霞かすみは徐々に晴れ、少しずつ焦しよ点うてんが定さだまってくる。今、おそらく本当の意味で初めて負けを伝えた相手の顔が見えてくる。

「あー、そっか……もしかして初めて？」

　綾は気き遣づかうような口調で言う。

「いや……初めてってわけじゃねえけど、アマで年同じ奴やつに負けたのは初めてだな……」

「なるほどね。そりゃ悔くやしいわ。まああたしなんてしょっちゅう同い年だの年下に負けてるけどさ。逆によく今まで負けなかったよ」

「まあ試合自体そんなにしてねえからな」

「そうなの？　でももう一年以上やってんでしょ、ボクシング」

「そうだけど最初の一年は試合禁止なんだよ。スパーリングは九ヶか月げつ。スパは半年ぐらいでやってたけど」

「ダメじゃん」

「まあそのへんは割といい加減だったりするからな……」

「ふーん。ともかくさ、負けたんなら次勝つだけでしょやっぱり。練習してさ。それ以外にこう、悔しさ晴らす方法ってないだろうし」

「だな……それはまあわかってるしそうするつもりだよ」

「なんだ。じゃあ大丈夫だな。まあ別に心配してないけどさ。良いい意味でだぞ」

　綾りようは少しだけ慌てた様子で、念を押すように最後に付け加える。

「そうか。あんがとな」

　真ま宮みやはそう返し、綾が言っていた数学の問題を解とかないとなと思って机の中からノートと教科書を引っ張り出し机の上に広げる。そうして問題を解こうと考え始めるのだが、考えはすぐに別の所へいってしまう。

　それはわかっている。わかっているし言った通りそうするつもりだった。

　自分に満足にできることはボクシングしかない。自分が本当にやりたいことは、楽しいことは、生きてる実感を持てることはそれしかなかった。

　それは他ができた所で変わったりしてはいない。むしろより自分の真ん中、それどころか全すべてとして再認識できるようになっていた。それがボクシングなのか暴力なのかはまだはっきりとわからず、そのことに対してほんの僅わずかな戸惑いはあったが、ともかくそれを自分の天職や生きる理由のようなものとして捉とらえていた。

　だから負けたままでなんかいられない。結局勝つためにできることは練習し、今まで以上にボクシングに真剣に向き合うことだけだ。

　真宮は自分が天才でないことをわかっていた。向いているという自覚はあり、実際にジムの会長にも「才能はあるが天才ではない」と言われていてその通りだとも思っていた。

　天才ではない。だからもっと真剣に、これだけに集中しなければ勝ち続けることはできない。満足を得続けることはできない。本当に自分が欲しいものを得ることはできない。

　他のことをしている余裕はどこにもないのだ。

　真宮は視線をちらっと上にやる。手が届くすぐ先にそのポニーテールが垂れている。

　けれどもそれを掴つかむことは、ボクシングと比べものにならないほど困難なことに思えた。







　放課後、真宮はボクシングジムへ向かった。いつもより集中し、自分の体を痛めつけるかのように練習をする。するとトレーナーが驚おどろきと嬉うれしさが混じったような顔で真宮に声をかけた。

「よう」

「あ、どうも」

　真宮は練習の手を止め、ペコリとお辞じ儀ぎをして挨あい拶さつをする。

「なんだ、随ずい分ぶんはりきってんな。昨日は結構ショック受けてたみたいだったから心配してたんだぞ」

「いや、別にショックとかじゃないですよあれは。ただ負けた実感あんまなくて」

「ああ、判定だとそういうのあるかもな。公式の試合で負けたのも初めてだし。まあなんにせよやる気みたいでよかったよ」

「まあ次勝つためには練習するしかないんで」

「そりゃそうだ。お前最近ジム来る回数減ってたからなー、どうしたもんかと思ってたんだよ」

「それはテストあったからっすよ。言ってたと思いますけど」

「それ以前からちょっと減ってただろ。まあ高校生なら他に色々やることあんだろうけどな」

「――まあそこももう大丈夫っす」

　真ま宮みやは少し視線を落とし、答える。

「そうなのか？　まあもし忙しくて量できねえってんなら質で勝負だ。集中して真剣に！　あとはバカなりに頭使ってだな。もっとスパーリングやって実戦の感覚も掴つかんだほうがいいだろうし」

「――そうっすね。もっと集中して真剣にやんないとダメっすよね……」

「なんだぁ、今までそうじゃなかったみてえな言い方だな」

　トレーナーは冗談といった具合に笑って言う。しかし真宮は馬鹿正直に慌てて、

「いや、これからは意識してそうするって話で」

　と答える。

「ああ。でもあんま気張り過ぎんなよ。お前バカなくせに変に考えたりもすっからなぁ。視野狭くなるだけだぞ。てめぇの頭の中だけが全部じゃねえんだからよ」

「はあ、気をつけます……」

　真宮はよくわからないといった具合に曖昧に返事をして練習に戻る。

　どうなのだろうか、と真宮は悩む。どれが正しいのか、それがわからない。どれも正しい気がするしどれも間違っている気がする。どちらにしても、自分にはわからないので決められる気がしてこない。

　言葉が巡めぐる。動きが鈍にぶる。真宮はハッとして一いつ旦たん練習を止やめ節々を伸ばし、自分の両の頬ほおをバシッと強く叩たたいた。

　何はともあれ質は絶対のはずだ。集中して真剣に。もっとちゃんとボクシングと向き合って、それだけを考えてそのためだけに体を動かして。

　ボクシングをするためだけの体になろう。

　これを失ったら、自分はもう何者でもないのだから。







　練習を終え外に出る。日は既に暮れているが大気はまだ湿気と熱をまとっていた。

　練習の感触は良くなかった。体が上う手まく動いている気がしない。キレがない、といった具合に全すべてが普段より一秒遅れで動いているような感覚だった。

　なんだかすべてが上手くいっていない気がする。自分は頭が悪くボクシング以外のことはからっきしダメで、人付き合いなんかはその最たるものでお陰かげで綾りようとの仲は相変わらずであり、けれどもそれが今の自分なのだから仕方がないと思う部分もある。自分にはボクシングがあってバイトがあって学校があって、彼女にも同様に学校があって部活があって、それらによるままならなさも仕方がないと思う。

　けれどもやはり思い通りにいっている気がしなかったし、思い通りにできる気もしてこなかった。端から見れば目立った進展のない恋仲とボクシングの試合に一度負けただけのことであったが、真ま宮みやにとっては世界に亀き裂れつが走っているも同然だった。

　真宮にとってはどうしたって自分の頭の中が世界の全てだった。




　ただでさえ暗い住宅街の中、真宮は狭苦しい視野でうつむき加減に歩く。頭の中には相変わらず同じ言葉が巡めぐり続ける。

　どうするのが正解なのか。どうするべきなのか。

　昨日負けたのは、多分自分が恋愛だとかにうつつを抜かしていたからだ、と真宮は思う。要領なんてこれっぽっちも良くないくせに下へ手たに欲張って手を出して、そのせいでボクシングがおろそかになっていた。時間も意識も今までと比べボクシングから随ずい分ぶんと離れていた。

　自分は天才なんかじゃない。経験もまだまだ全然少ない。そんな自分がリングの上で満足を得るには、やはりそこだけで生きるしかないのではないだろうか。そうでないと、ボクシングという自分の真ん中すら失ったら、その先にあるのは元のどうしようもない暴力の日々か、もしくは何も無いか。

　自分でも極論だとは思う。それでも今の真宮にはそうとしか思えなかった。正しいかはわからなかったし、正しいとは思えなかったけれど、それ以外の言葉が出てこなかった。

　ボクシングを取るか好意を取るか、もうそういうところまできているのではないだろうか。両方なんて、自分に果たしてできるのだろうか。

　何が正解なのか、どうしてもわからなかった。




　真ま宮みやはうつむいたままいつもより狭い歩幅で歩く。見えているのはすぐ足元のアスファルトの地面と頭の中の言葉だけだった。周りの音も聞こえていない。耳には入っていたが、それを意識することはできない。ノイズのようにワンワンと鳴っているだけで何の形も持たないものでしかなかった。

　肩にドンと衝撃が加わる。さすがにそれには気づき、何だ？　と顔を上げ――歩は止めず視線を後ろの方に向ける、と同時に声が飛んでくる。

「おいテメーちょっと待てよ」

　若い男が三人いた。学校の制服であるブレザーのようなものを着ているのでおそらく三人とも高校生であった。あごひげを生やしていたり髪を染めていたり、ピアスをしていたり服を着崩していたりといかにも不良といった外見をしている。

「ぶつかっといて謝んねー気？」

　声をかけてきた茶髪の男はポケットに手を突っ込みながら、下からねめつけるように見て距離を縮ちぢめてくる。そこでようやく真宮はこいつと肩がぶつかったのかと理解したが、まだ頭はどこかはっきりとせずぼーっと相手を見るだけだった。

「あ？　なにガンたれてんだお前？」

「……いや、すんませんした」

　真宮はそれだけ行って立ち去ろうとするのだが、すぐにその肩を茶髪の男に掴つかまれる。

「ちょ、その謝り方はないっしょ。ちゃんと頭下げろよ」

　茶髪の男がおかしそうにニヤつきながらそう言う。他の二人も同様にニヤついている。と、その内の一人のピアスをした男が突然ハッと思い出したように口を開いた。

「あれ、真宮じゃね？」

「え、なにリュウちゃん知り合い？」

　茶髪の男がピアスの男に向かって言う。

「後輩だよ中学の。まあ知り合いっつうか敵？　真宮久しぶりー」

　下品な笑みを浮かべながらピアスの男が真宮に近づく。しかし真宮はその男のことを思い出せない。見覚えすらない。怪け訝げんな顔のまま「はあ」と答えるぐらいしかできなかった。

「なにそれ、忘れちゃってる感じ？」

　ピアスの男は相変わらず笑いながら、真宮の両肩に手を置いて続ける。

「うわーあんなにボコってくれといてよー、そりゃねえっしょ真宮くんよー！」

　言い終えるより先に真宮の腹にピアスの男の膝ひざが刺さる。咄とつ嗟さに腹に力を込めたがウッと胃がせり上がるような鈍どん痛つうが走る。

「オラ！」という声と共にすぐに二発目が飛んでくる。真ま宮みやはすかさず後ろに飛とび退のいて距離を取りなんとか避よける。

　膝ひざは避けたがその後またすぐに、今度は拳こぶしが飛んでくる。しかし素人しろうとの振りかぶったパンチなので真宮は反射的に難なくそれを避け、ボクシングの構えを取る。

「テメー避けてんじゃねえよ！」

　拳や蹴けりはその後もすぐに休むことなく打ち続けられる。それらを避けたりガードしているうちにようやく真宮の頭はいくらかまともに動き出した。

　昔ケンカで痛めつけた相手だろう、と真宮は相手の発言から推測する。ケンカしてきた相手の顔なんて一々覚えてはいなかった。

　どうするべきか。ようやく動き出した頭で真宮はそれを考えた。逃げるべきか、と思った時には既に周りを囲まれていた。そもそも逃げるなんてことができるだろうか。リングの上では逃げられない。ここはボクシングのリングの上ではなかったが、彼にとっては似たようなものでこんな状況だというのに逃げるということに抵てい抗こうがあった。

　選択肢がろくに出てこない。先ほどまで言葉でいっぱいだった頭はギチギチに凝こり固まっていてやはりろくに動かない。とにかく避けて防ぎ続けることしかできなかった。

「どしたのリュウちゃん全然入ってないよー」

　茶髪の男がからかうように笑って言う。

「うっせアホ！　お前らちっとこいつ押さえてろよ！」

　ピアスの男は息を切らして叫ぶ。他の二人がそれに応こたえて動きだし、真宮に襲いかかる。三対一。最初の数発をなんとか避け――背中に蹴りを食らう。バランスを崩したところをがっちりと羽は交がい締じめにされる。それを解ほどこうと暴れるが、すぐに顔に拳が飛んでくる。

　骨と骨がぶつかる低く鈍にぶい音。頬ほおに激痛が走る。しかしその痛みを感じている暇もなくもう一発、今度は反対側の頬を殴られる。そうしてそのままなだれ込むように顔を腹を殴り蹴られ、口の中に溜たまった血を咳せきと共にアスファルトに吐く。

　頭に血が上る。本気になればこの羽交い締めだって解けるし、ここから反撃しても全員倒す自信がある。そうしてしまおうかとも思う。けれどもわずかに残った理性がそれを抑える。

　手は出せない。出したくない。何な故ぜかはわからないが、出してはいけない気がする。

　出さなくていい。勝たなくていい。こんな試合でもなんでもないケンカ、よく考えてみればそうだろう。負けたって何の問題もないではないか。殴られるのは気に食わない、殴れないのは気に食わない、そんな自分の一刻の感情。ただやっぱり殴られ続けているのは体もやばいから、とにかくこの拘束を解ほどいて避けられるように防げるように、そうして時間切れを待てばいい。

　そんなことを考えていると突然「なにしてるんだ！」という声が響いた。

「やべ、人きたぞ！」

　茶髪の男が道の先を見て言い、真ま宮みやを勢い良くアスファルトの上に放り投げる。

「おう。んじゃな真宮。元はテメーが悪いんだぞ」

　ピアスの男は捨すて台詞ぜりふのようにそう言い、アスファルトの上で四よつん這ばいになる真宮の腹を蹴けり飛ばして他の二人と共に夜の街に走り去っていった。

「君大丈夫か？」

　声をかけてきたのはスーツを着た三〇代前半の男性だった。真宮は咳せきをし、口元を拭ぬぐいゆっくりと立ち上がる。脚の力は普段より全然入らなかったが一人で立つことはできた。

　頭がふらふらとする。視界がはっきりとしない。音も少し遠く聞こえる。けれども手て数かずの割には平気だった。拳こぶしで直じかに殴られたのは久しぶりであったが、ボクシングのお陰かげで更に打たれ強くなっている。パンチに合わせて首を捻ひねっていたのでダメージもだいぶ弱められていたし、腹のほうの打撃もそこまで堪こたえてはいなかった。

　ただ目に見えない、身体からだではない部分が少し痛んでいた。

「と、とにかく警察、いや救急車」

　サラリーマン風の男性は慌てた様子で言い携帯電話を取り出す。しかし真宮はそれを「大丈夫です」と制止する。

「いや、大丈夫って君」

「大丈夫っす、見た目ほど酷ひどくないんで。殴られるのも慣れてんで」

　それだけ言って真宮は駅に向かって歩き出す。

　足元はおぼつかない。普段より歩の進みは遅い。骨の髄ずいから響いてくるようなジンジンとした鈍どん痛つうと、肉と皮ひ膚ふからくるジワジワとした痛み。それらを噛かみ締しめるかのように一歩一歩しっかりと歩く。後ろではサラリーマン風の男性が何かを言っている。真宮は首だけで振り返り「ありがとうございました」と言い、二度と振り返らなかった。




　駅が近づくにつれ周囲は明るくなる。人も増える。暗がりの中では見えなかった真宮の顔が、血とアザが人々の目に触れることになり、驚おどろかれたり避さけられたりする。

　駅の明かりの下に行くのが嫌でしかたない。結局やはり自分は明るいところを歩ける人間ではないのだと、歩いていい人間ではないのだという思いに囚とらわれる。

　元はお前が悪い。その通りだからキツかった。一方的な暴力ではない。自分は何もしていないのに、という巻き込まれたような理不尽さではない。昔の自分が蒔まいた種だった。そもそも昔などと自分は言って過去のことにしてしまっているが、今と昔に違いなんてあるのだろうか。いや、ないのだろう。どちらも何一つ変わらない自分だ。

　ボクシングを始めた。ケンカをしなくなった。アルバイトも始めた。

　高校生になった。友人ができた。好きな人ができた。

　何かが少しずつ変わってきていると思っていた。自分の毎日が良いい方向に向かっているという思い。

　自分が変われるという予感。

　けれどもそう簡単にいくわけがなかった。そう上う手まくいくわけが。世界はそれをすんなり許したりはしなかった。それまでの一六年間とこれまでのせいぜい三ヶか月げつちょっと。そんなもの比べるまでもない。一六年間で積み上げたものをそう簡単に崩してまた積み直すことなどできるわけがない。

　痛みがその思いを骨の髄ずいまで染みこませる。

　つくづく何もかも上手くいかなかったし、思い通りにいかなかった。





　　　　＊






　朝起きても痛みは引いていなかった。けれども十分我慢できる範はん囲いだったので真ま宮みやはいつも通り布団から出て洗面台に向かい、傷をかばいながら顔を洗い支度をして外に出た。

　空は怖いくらい青かった。それでもいつも通りに朝練をし、食事を作り学校に行く。それだけだった。

　朝練をする理由なんてわからない。昨日の今日だ、しなくてもいいと思う。学校へ行く理由もわからない。そんなことを言ったら朝起きる理由もわからない。何な故ぜ起きなければならないんだろう。どの道これ以上寝られないくらい寝たらもう起きるしかないが、そういうことではなく、進んで起きる理由。別に今日、何かがあるわけでない。明日も特に何もない。それでも起きるし、腹が減るから飯を作って食う。

　考えることのほうがよっぽどしんどいから真宮は朝の街へ駈かけ出した。走り続けていれば、それ以外に何もなくなる。それはとても楽に思えた。







　夜が明けたから当然日が昇り、太陽は街中じゆうを明るい光で照らしていた。昨日の夜とは違い暗い場所などどこを探しても見つからない。何もかもが白日のもとにさらされている、といったような状態。そういう明るくさわやかな人々の朝の中を真宮は傷だらけの顔で歩かざるを得なかった。

　傷だらけの顔で街を歩くことなど慣れているはずだった。中学の頃は今とは違い駅など人が大勢集まる場所にはめったに行かなかったが、それは日常茶さ飯はん事じのことだった。

　しかし今は違う。街を歩くのにも外に出るのにも躊躇ためらいがある。

　この顔を見せたくない、というわけではない。この顔でそこにいたくなかった。刺さる人々の視線が人間失格の烙らく印いんのように思える。お前は真っ当じゃないんだと、真っ当になんかなれやしないんだと言われているような気がして辛つらくなる。

　それでも学校を休むのは嫌だった。それは逃げであるように思えた。逃げ、といっても明確な逃げる対象があるようには思えない。けれども真ま宮みやにはそれが逃げだとしか思えなかった。

　リングの上に逃げ場はない。そして真宮が思うリングの外側は、どこまでも広く深く永遠に広がる闇だった。




　教室に入る。今までと違い空気がピンと張り詰めたような反応が起こる。途と端たん真宮は喉のどの奥が熱くなる。今までは自分の居場所とまではいかなくても「いてもいい場所」だと思えるようになってきていた教室が、たった一夜で「いてはいけない場所」になったように感じた。

　ドッドッと心臓が鳴る。視線の先、自分の席の前には彼女がいる。そこでいつものように机に向かっている。

　逃げ出したい。消え去りたい。とにかく全部なかったことにしたい。そんな言葉を頭によぎらせながら、真宮はイスを引き席に着く。

　その音に反応し、彼女が振り返る。

「うわっ、すげー顔してんなー」

　その声色は普段とあまり変わらなかった。しかしその目は確かな違いを見て取っていた。けれども綾りようは調子を崩さず続けるだけだった。

「練習気合入れ過ぎなんじゃねえの？」

「――あ？」

　真宮は少し拍ひよう子し抜ぬけして呆ほうけた声で返す。

「いや、試合負けたから練習しねえとみたいな話してたじゃん。それではりきって練習しまくってそんなんなったんじゃねえの？　まあボクシングでそういうふうになるとは思えないけど」

　それを聞き、真宮は確信する。

　綾りようはわかっている。これがボクシングの傷なんかじゃないことを。

　考えてみれば彼女はアマチュアのボクシングがヘッドギアをつけることを知っているし、一度風ふう太た郎ろうと試合をしたところも見ている。だからボクシングでこんな風に怪け我がはしないだろうと思えるし、真ま宮みやがそんなに数多く殴られるのは少ないこともわかっているだろう。

　その証拠が最後の一言なのだろう。わかっているし、どっちだとも思っている。そういう意味を含んだ一言。

　それをなんというのか真宮は今ひとつわからなかったが、優しさだとか思いやりだとかそういうものだと感じた。

　助かるという思いがあった。聞かず、言わせず、それでいてわかってもらえているというのはありがたかった。それは自分を「今まで通り」に留とどまらせてくれる行為だった。

　でも、それに甘えていられないと思う。男は好きな女に甘えては生きられない。男は好きな女に同情されては生きられない。

　いや、「男は」などということではなく、「自分」は。

　真宮は奥歯を食いしばり、不格好な作り笑いを浮かべた。こういう時には笑うもんだ。胃に穴が開くような痛みと喉のどのすぐそこまで込み上げてくる吐き気。そういうゆるくない時に笑うのが一流なのだと、いつか読んだボクシングの漫画に書いてあった。

「まあ練習はめっちゃやったけどな。これはまた別」

　笑え、笑え、笑え。なんでもないことのように笑い飛ばしてやれ。好きな女に同情されたままではいられない。情けない泣きっ面つらはしてられない。

「あ、やっぱ別なの」

　そう言い、綾もいつもと変わらない様子で少しだけ微笑ほほえむ。

　その笑みを見た瞬間、全身がゾクッとする。

　たまらない、と真宮は思う。このいつも通りの普通の笑み。それと「やっぱ」という何気ない三文字。どこまでも普通に、それでいて準備はできているからどうぞ、といった柔やわらかな優しさ。

　この人になら全部話せると思った。

「いや昨日練習終わって帰ってる途中人とぶつかってよ。試合負けたからちょっと色々考えてて。でそのぶつかった相手が運悪く昔ケンカとかした相手で、まあ手出すわけにもいかないしあっち三人だったから一方的にやられたってとこだよ」

　話し終える。教室はいつもより随ずい分ぶんと静かである。聞き耳を立てている者も多かった。

　真宮は笑ったまま鼻から深く息を吐いた。これは笑い話なのだと、俺はなんとも思っちゃいないしだからなんでもない話なのだと、そう自分にも周りにも言い聞かせるように。

「うわ、そりゃ運悪かったな」

　綾りようは少し気の毒そうな顔をしてそう返した。どこまでもいつもと変わらない様子で。

「まあ元は昔の俺が蒔まいた種みてえなもんだし、俺が悪いんだけどよ」

「そりゃそうだけど、にしたって運わりいよ。次からはちゃんと前見て歩けよな」

「――ああ、そうだな。ちゃんと前向いて歩かねえと危ねえよな」

「そうだよ。あとはまあ馬鹿正直に付き合ってねえで逃げるなり助け呼ぶなりしろよな」

「確かに馬鹿正直に付き合ってることねえよな……いや、俺頭悪いから全然気づかなかったわ」

「なんだそれ、頭悪すぎだろ。まあ余裕ねえと視野狭くなるからなー。それこそ外歩いてる時くらいはちゃんと視野広く前向いて歩かねえと。何があっかわかんねえんだしよ。それに上う手まく正せい当とう防ぼう衛えいになる範はん囲いで倒すとかも、ってそうするとまた余計に種蒔いちまうことになるか。昔蒔いたのはもうしょうがないから新しくはやめるようにしねえとな」

「そうだな……俺もこんなことはもうこりごりだし。そこはまあ、気をつける」

「だなー。あたしもその辺は少し気を付けねえと」

　綾はそう言うと廊ろう下かのロッカーから教科書類を取り出すために立ち上がる。そうしてしばらく戻ってこない。一人になった真ま宮みやは背もたれに体重を預け息を吐く。

　笑い切ることができた。言い切ることができた。全部は話していない。話すべきなのかはわからない。けれどもともかく、今の自分をなるべくそのまま認めて言葉にして外に出すことができた。それは真宮にとってはあまりにも大きな一歩だった。

　運が悪かった。それは確かにその通りだ。今回のことに限って言えば、運が悪かった。けれどもそれも自分が下を向いて狭い視野で歩いていたから起こったことだ。自分の余裕のなさ、不注意、頭の悪さ、そういうものが引き金となって起こった運の悪い出来事。

　そしてそれも元をたどれば昔の自分がケンカをしていたからであった。今更言ってもどうしようもない、昔の自分の馬鹿。

　前を向かなければと思う。顔を上げて視野を広くして歩かなければ。そういう思いに、真宮はなれていた。

　けれどもそれは問題の解決、悩みの解決そのものにすぐさまつながるということではなかった。







　休み時間、トイレから教室に戻る途中で真宮は藤ふじ室むろ雲雀ひばりに会った。テスト後はこうして廊下でたまにすれ違うたびに挨あい拶さつをする程度の関かかわりしかなく、この日も同様に真宮は「おう」とだけ挨あい拶さつして立ち去ろうとしたのだが雲雀ひばりは「あ、顔、大丈夫ですか？」と訊たずねてきた。

「ああ、まあ平気だよ」

　真ま宮みやはそう答えるが雲雀の心配するような曇った表情は変わらない。

「そうですか……あの、どうされたんですか……？」

「いや、ちょっと殴られて」

　なんでもないことのようにそう返すと雲雀は驚おどろきと困こん惑わくが混じった顔をして戸惑う。

「あ、そうなんですか……――あの、テスト全部返ってきました、よね」

「ああ、返ってきたけど」

「その、どうでしたか……？」

「数学と英語が一つずつ赤点あったけど他はギリなんとかなったな。いや、赤点つっても自分なりにはがんばったんだけど、まあ俺にしては大だい健けん闘とうだし、お前のおかげだな」

「そ、そうですか、ならよかったです……あの、勉強とか、別に他のことでも全然構わないんですけど、また何かあったら言ってください……私にできることなら協力しますんで……」

　雲雀は視線を下に向けたままもじもじと、だが最後まではっきりとそう言う。












「おお、んじゃなんかあったら――お前頭いいけどよ、答えが出せない事とかってあるか？」

「はあ、問題が解とけないことはよくありますけど……」

「あ、いやそういうことじゃなくてよ、なんていうかこう、悩みとか考え事とか」

「ああ、そういうことですか……そういうのはもういつもって感じです。どれが正しいかとか全然わからなくなったり……」

　雲雀ひばりは少し落ち込むように答える。

「そういう時ってどうしてんだ？」

「えっと、そういう時は大たい抵てい視野が狭くなってるんで、視野広げるために距離をとるとか、あとは視点をもらうとかですかね……」

「視点？」

「あ、えっと、他人の意見を聞くってことです……私みたいな優柔不断なのにはそれが一番なんで……」

「……わかった。悪いな変なこと聞いて。あんがとな」

「いえ、大丈夫です、全然。その、もっと聞いてもらってかまいませんし……」

「そうか？　んじゃそん時にな」

　真ま宮みやはそれだけ言って教室に戻っていった。

　そういう時は大抵視野が狭くなってる、か。最近よく言われるなそれ、と真宮は思う。

　誰かと話すことで着実に頭の凝こりがほぐれていくのを感じていた。顔を上げ、前を向いて、次は多分視野を広げる番だった。







　放課後、和泉いずみ食堂でその日初めて真宮に会った瑞みず姫きはその酷ひどい顔を見て思わず息を飲んだ。

「――どうしたのそれ。ボクシング？」

「いや、ちょっとな」

「いやって、ボクシングじゃないの？」

「ああ。まあケンカっつうか、ケンカじゃねえんだけどよ」

「……今は時間ないからとりあえず後で」

　瑞姫は壁かべの時計をチラッと見た後急いで事務室に入り、着替えをして店内の掃除にとりかかった。




　閉店時間になり、真ま宮みやたちは帰り支度をして店の外に出た。

「で、どうしたのそれ」

　店を出てすぐに瑞みず姫きが訊たずねる。それ、というのはもちろん真宮の傷のことだった。

「ああ……昨日ちっとケンカしてよ。つってもこっちは手出してねえからボコられただけだけど」

「そうなんだ……まあ、手出さなかったのは正解なんじゃないの。下へ手たしたら停学退学、ひどいと傷しよう害がい罪ざい？　とかにもなってたかもしれないし。だから殴られてもいいってことじゃないけどさ。でもなんでそんなことになったの？」

「まあ、肩がぶつかってな……んでその相手が昔ケンカしたことあるやつで、その時の復ふく讐しゆうって感じでこう、な。ともかく俺が全部悪いってことだよ」

　真宮は自じ嘲ちよう気味に言う。自分が悪い。そうやって自己批判していると少し楽になった。少なくとも他人に否定されるよりはずっと楽だった。

　悪いのは昔の自分だ。その時の自分だ。その一点に原因の全すべてを求め、責めていれば他のことは何も考えずにすむ。

「そりゃ真宮くんも悪いと思うけどさ、あっちだって悪いでしょ。真宮くんにも原因があるってだけの話で、殴った人の方が悪いに決まってるし」

「いや、でも実際前に俺がそいつのこと殴ってなかったらあっちだってケンカふっかけて来なかっただろうしよ……」

「だからそれは原因であって悪いわけではないでしょ？　暴力はやっぱり悪いと思うけどさ、自分が全部悪いとか、そういうのはちょっと極端過ぎる気がするんだけど……それにそうやって自己批判してても何も変わんないと思うし……」

　瑞姫には自分を責めている今の真宮の姿が以前の自分と同じに見えた。何も出来なかった自分を責めていたつい最近までの自分と。だからこそ、それが何の意味もない事だと経験からわかっていた。

　真宮は痛いところを突かれ喉のどの奥がキュッと締まる。昔の自分が悪いと自分を責めても終わったことなので何も変わらない。自分が悪いのだからと全部諦あきらめ逃げ、その先にあるものは何もなかった。

「――じゃあよ、やっぱり俺はなんも変わっちゃいないし変われないってのも極端過ぎるか？」

　真宮はずっと刺さっていた刺とげを口にする。

「え？　なにいきなり」

「いや、俺はこうよ、俺なりに少しぐらいはマシになれてきてるんじゃないかとか一応思ってたんだよ。不良だとか言われてたけど、少しぐらいは普通になれてきてんじゃないかって。でもそれは俺の勘違いっつうか、勝手に思ってただけで周りにとっては全然そんなことなくて、現にこうやってボコられて、なんかやっぱり俺は昔のまんまなのかとか思ったりしてよ……変わるとかそういうの許されねえっつうか……」

　真ま宮みやは力なくそう紡ぎ出す。それを黙って聞いていた瑞みず姫きは、そこにやはり自分と同じものを感じていた。前の自分と同じ、狭い世界を。

「――それはすごい極端だと思うよ。頭悪すぎるっていうかさ、まあしょうがないのかもしれないけど、端から見るとほんと極論でしかないでしょそれ」

　その極端さは瑞姫が以前抱えていた恐怖と似ていた。悪い方にしか考えられない極端さ。それによって何もできなかった呪じゆ縛ばくに似たもの。自分の言葉だけに囚とらわれている状態。

「やっぱそうなのか……」

　真宮はそれだけつぶやき、しばらく口をつぐむ。

　全すべてを言ってしまうべきか悩んでいた。言ってしまったほうがいい気もする。言ってしまいたいとも思っている。この人になら言えると、そういう思いもある。

　けれどもそれは甘えであり逃げであるとも思う。どこか卑ひ怯きようなようにも感じる。

　やはりどうすればいいのかわからなかった。何が正しいのかわからない。しかし自分一人で考えても現状何が正しいかわかるわけがないことはわかっていた。

　自分にはわからない。だったら、もう誰かに聞くしかないのではないだろうか。

「――極論ついでだけどよ、俺もう諦あきらめるしかねえんじゃねえのかとかも思ってんだよ」

「……諦めるって何を？」

　瑞姫は真宮の唐とう突とつな発言内容に眉をひそめる。

「……マシになることとか、綾りようのこととか、まあボクシング以外のこと全部」

「なんでいきなりそうなんの？」

　それは瑞姫にとってはいきなり以外の何物でもない事だった。そこまで辿たどり着つく過か程ていにさっぱり検討がつかない。

「……まあ、そういうことがさ、多少できててもほとんど上う手まくいってねえし思い通りにはいかねえし、まあそういうのはしょうがねえと思うけど、この前試合で負けてよ、初めて年同じアマの奴やつに負けて、なんかこう、俺が唯一できることさえできなくなっちまった気がして、突然今まで歩いてきた道が消えたっつうか、それはやっぱボクシング以外のことにうつつ抜かしてたせいだろうし、俺みたいなダメなやつはあれもこれもとかやっぱできるわけがねえしとか、色々思って」

「……それは一回負けただけで？」

「……一応はそうなる」

　瑞みず姫きは聴きながら想像する。真ま宮みやにとって負けるということがどういうことなのかを。

　それは自分にとってのあの頃の恋と似たようなものなのかもしれない、と思う。そんなことを言ったら失礼な気もする。真宮にとって今までたった一つの大事なものだったボクシングと、自分の恋愛なんかを一緒にするなんて。

　でも、やはり似たようなものだと思った。確かに端から見れば私の好意なんてものはちっぽけでどうでもいい事かもしれないけれど、あの頃の自分にとっては世界のほとんど全すべてだった。だから失恋は世界の終わりに近かった。

　今はともかく、あの頃は確かにそうだったのだ。

　真宮のリングの上での敗北も、おそらくそうした性質のものなのだろう。世界のほとんど全てだったものが、一瞬で崩れ落ちるような思い。

　けれども瑞姫はそれ自体も、その前も先も知っていた。決してそれが世界の終りなんかではないことを。それだけが世界の全てではないことを。

「なんていうか、視野狭いとかそういう次元じゃない気がする。そこしか見えてないっていうかさ、負けたなら次は勝つようにもっと練習するとか、その中でも沢山選択肢はあるはずだし、そうではないの？　なんか自分で自分のこと追い込み過ぎてるように思えるんだけど。ていうかそこまでして真宮くんは何が欲しいの？」

　その質問は真宮が考えたこともないことだった。何が。そうした先にあるもの。

「――とりあえず、負けるのは嫌だ。勝ち続けたい。やっぱどう考えたって俺にはそれしかねえから、これがダメだったらもう他になにも残らないし。だからボクシング一つに集中するしかねえんじゃねえかって」

「それこそボクシングがダメだったら何も残んなくなっちゃうんじゃないの？」

「まあ、そりゃそうだけど……」

「普通に考えれば全部がんばるで済む話だと思うよ。その時々でさ。なんかそういうことから逃げてるだけなように思えるんだけど。偉そうに言ってるけどさ、私もそういうのよくあるからわかるし、できないからってどんどん楽な方楽な方って、それしかないみたいに視野狭くなっちゃって。でもほんとは選択肢は沢山あるはずなんだよ。今何かダメなことがあったら今まで以上にがんばるだけなんじゃないの。全部をさ。がんばってたとえダメでも死ぬわけじゃないんだし、次だってあるしほんとにダメでも他のことだってあるし。今しかないのは確かだけど、今が全部じゃないんじゃない？」

「……そうかもしんねえけど、それは他人だから簡単に言えることじゃねえのか？」

「そうだね。だって私がやるわけじゃないんだもん。ただ自分の頭の中が全部になっちゃってる真ま宮みやくんに端から見ればもっとできることはあるよって教えてあげてるだけ。別に上からとかじゃなくてさ、単に私が思う事実として。自分も似たようなことあったから。今の真宮くんにはもっと他の色んな考えが必要なはずだし」

　そこまで言って瑞みず姫きは一息吐つく。黙ってそれを聞いていた真宮はしばらく俯うつむいた後、ゆっくりと顔を上げた。

「多分お前の言う通りなんだと思う……だからよ、もっとこう、いっその事全部言ってくれねえか。俺が今想像できてない選択肢とか、間違ってる考えとか、お前が端から見て思うこととか、全部よ」

「……いいの？」

「ああ。バカだからな、多分それくらいしねえと正しい判断なんてできねえだろうし」

「……じゃあ私が今思ってること全部言うけど、話聞いてる限りほとんど全部甘えでしかないと思うよ」

　瑞姫は何が本当に必要なのかを自分なりに考え、そう話し始めた。

「いつまでも昔のこと言い訳にしてさ、本当に変わるための努力をしようとしてないじゃん。そりゃ簡単にいくわけないよ。一回ケチついてるせいで他の人よりは何するのも大変なんだから。でもそんなのどうってことないじゃん。全部自分の問題でしょ。基本的に自分一人でどうにかできるんだから。外から来るような理不尽な問題から比べたら全然マシなんだからさ、もっとがんばらないと。狭い世界で生きてないでさ、子供の駄だ々だみたいな被害妄想もやめて。別に元不良でも今もそうでも何したっていいじゃん。自分のせいでマイナスからのスタートになるけど、そんなの覚悟していっぱいがんばるだけでしょ。真宮くんはほんとはどうしたいの？　できるできないじゃなくて、どうしたいの？」

　本当はどうしたい。それがボクシングだけのことではない事はわかる。リングの上も、リングの外も含めて、自分がこの毎日の中で本当にしたいこと。できることではなく、して、成したいこと。

　自分が本当に思う自分。

「――ボクシングは、勝ち続けたい。あと普通の、それが無理でもせめて少しぐらいはマシな人間になりたい。それと人からもらったもん返したいし、あいつともっとこう、上う手まくやりたい」

　それは今の自分にはできると思えないこと。してもいいのだと思えないこと。

　でも、本当にしたいこと。

「ならもっとがんばるだけでしょ。ほんとに全部どうにかしたいなら、もっとがんばんないと。それこそそれしか選択肢なんてないと思うよ。それを続けることしか」

　瑞みず姫きは言い終え、自分にはもう何も言うことはないといった具合に黙りこくる。

　真ま宮みやは俯うつむいたまま一つ息を吐き、ゆっくりと顔を上げる。顔を上げ、前を見る。そうして頭の中でゆっくりとそこから距離をとり、端から自分の今を見てみる。その後で他人からもらった視点に立ち、もう一度見てみる。

　がんばる。そのことについて想像する。

　その道は確かに自分の目の前にあった。すぐそこにある。そこから続く道のりはだいぶ長いように思えたが、少なくとも今手が届くところにそれはあった。

　がんばるだけなのか？　あれもこれも、全部がんばるだけなのか？

　それだけの問題だったのか？

「――がんばれば俺も変われんのか」

　それをずっと信じられずにいた。でも誰かに言われれば、その相手が瑞姫ならば、信じてもいい気がした。

「それはわかんないよ。でも本当にそうしたいならがんばるしかないでしょ。がんばるの中にも色々たくさんあるだろうからそれを続ける必要はあるけど。あとこれは最近思うようになってきたことなんだけど、人は多分変わることはできないと思うな。別の人間にはなれないってことで。ただ自分が思う自分にはなれるんじゃないかな。試合に負けたこととか殴られたこととかもたまたま今重なっただけでさ、そういうタイミングだっただけだろうし、多分ほんとはそんなに大したことじゃないんだよ。真宮くんがどう思うか次第でさ」

「俺がどう思うか、ね……」

　そう言われると、確かに大したことじゃないように思えてきた。試合に負けた。昔の因縁の相手にボコボコにされた。上う手まくいかない思い通りにいかないこと。忙しさと自分の無力さによるあれこれに対するままならなさ。そんなもの、全部ただの言い訳で大したことじゃない。

　そういう考えも想像できた。

「今までなんもなかったからな……」

「え？」

「いや、俺の人生考えてみればなんも大したことなかったからよ、初めて色々重なってテンパってただけなのかもしんねえなって。要領悪いからさ。今までケンカだのボクシングだのしたいことできることしかしてこなかったけど、今はなんかいろいろあるし」

　今までずっと暗いところにいて、急に眩まぶしい所に出たせいでまだ目が眩くらんでいるだけなのかもしれない。その眩しさに慣れられずまた暗い所に引っ込もうとしているだけなのかもしれない。

　もう少し待ってがんばればいいだけなのかもしれない。わからないけれども、そうなのかもしれない。

「かもね。テストもあったし、バカだから頭疲れちゃったのかもね。きっと慣れるよそのうち」

「――しばらくは無理そうだけどな。でもまあ、がんばるって選択肢が出てこなかったのには自分でも少し驚おどろいてるわ」

　真ま宮みやは少し笑って言う。ようやく笑う余裕がでてきていた。

「ほんと頭悪すぎるよね。想像力が皆かい無むっていうかさ。まあそういう時は私が道決めてあげるよ。一応協力関係なんだし。それをほんとにやるって決めるのは真宮くんなんだから全然問題ないし」

「それもそうだな。とりあえずあんがとな。ほんと助かった」

「そう？　んじゃ、どういたしまして。とにかくがんばっていいんだからさ、がんばんなよ思いっきり」

「まあどうすりゃいいかは頭悪いからまだわかんねえけどな、とりあえずがんばるよ」

　真宮はそう答え、気合を入れるよう鋭く息を吐いた。












　周囲にはどこまでも夜の暗さが広がっている。しかし真ま宮みやには自分が進もうとしている道がはっきりと見えている気がした。

　あとはそこをどう歩むか。最初の一歩をどう踏み込むか。それだけであるように思えた。





　　　　＊






　翌日の放課後、ジムに向かった真宮はしばらく練習をした後会長に「スパーリングをさせてください」と頼んだ。

「まあ構わんが、一応理由聞かせてみろ」

　と会長は返す。

「えっと、なんていうかその、一歩目はここからだろうなって思って……わけわかんなくてすいません」

「……いや、大丈夫だ。誰かやりたい相手はいるのか？」

「はい。できれば小こ谷たにさんがいいっす」

　小谷は真宮がまだ勝ったことがないプロのボクサーだった。真宮はその相手と試合をし、勝たなければいけないと思った。勝たないにせよ何かしらの確信が欲しかった。自分が進む道がこれでいいのだという確信が。

　リベンジへの一歩目。がんばり続ける道の、はじめの一歩。




　リングの上に上がる。真宮は大きく深呼吸をし、相手を見み据すえる。

　すべきことはわかっている。昨日のうちにじっくりと考えた。イメージもはっきりとしている。あとは自分が思うとおりにやるだけだった。

　ゴングが鳴る。小谷と拳こぶしを合わせ、真宮は構えた。




　パンチを打つ。避よける。それをほとんど反射的に行う。でもそれだけではない。自分は天才ではない。身体からだだけではなく頭も使わなければ。頭が悪いなりに、別の頭で。余計なことを悩んだり勉強で使ったりするのとは違う、脊せき髄ずいに近い気がするそこで。

　必要なのは同じ事だ、と真宮は思う。視野の広さ。視野が狭くなればなるほど負ける確率は増える。

　視野はただ視覚的なものそれだけではない。想像力。可能性。自分の頭の中だけではなく、相手も含めてもっと広い視野で、可能性を見る。

　そうだ。リングの上でも同じ事。自分の頭の中だけが全すべてじゃない。相手がいる。一辺約七メートルのリングがある。その中に可能性は無限にある。その中でいろんなことをがんばり続けるのだろう。勝つために。むしろ相手は一人、世界の範はん囲いも決まっているのだから外の世界に比べれば楽なものだ。

　真ま宮みやの頬ほおが自然と緩んでくる。ステップを踏み、ジャブを打つ。自分のペースをつかみにいく。距離を奪い、タイミングを盗もうとする。この無限に思える可能性の中からがんばって打たれずに打つ場所とタイミングを探っていく。

　脳がピリピリと痺しびれる。それでいて身体からだの奥底からなにかとてつもないエネルギーが湧わき出して外に溢あふれ出でるのを感じる。

　身体を正しく使えている気がする。集中力の限界まで達しているようであった。

　そのうち言葉での思考が消える。ただ真剣に、ボクシングをするためだけに体を命を使っている状態に限りなく近づいてゆく。

　自分にはもっとできることが沢山あった。そう、あの時も。がんばればこんなにもできることが沢山あった。それなのに近くのできることだけをやっていた。

　そりゃ負けるのも当たり前だ。その瞬間だけではない。今までやってきたことをきちんと活いかそう。点じゃないんだ。これまでと、今と、これからがあるんだ。がんばってきたことと、がんばることと、がんばろうとしていることが。

　どこにでも自分は行ける気がして、真宮は頬の緩みを抑えきれず動き続け、避よけ続け、打ち続けた。

　それはどこか自由でのびのびとした踊りのようであった。




　試合終了のゴングが鳴る。真宮の胸の中は充足感でいっぱいだった。ＫＯではなかったが、ダウンは一度奪っている。その他も終始自分のペースで試合ができた。これが公式戦なら、間違いなく真宮の判定勝利であった。

「お前これできるくせになにこの前負けてんだよ」

　小こ谷たには少し悔くやしさで表情を歪ゆがめながらも、笑ってそう言った。

「いや、負けたからできるようになったんで。多分っすけど」

「そうか。そういうのもあるよな。いや、でもかなりよかったぞ今の試合。こりゃ俺もうかうかしてらんねえわ。一六のアマのやつに負けてらんねえからな」

「俺も今まで以上に練習するんで負けませんよ」

　真宮も笑みを浮かべてそう返した。胸は満足感でいっぱいだったが頭も身体もひどく疲れていた。

　そりゃあんだけがんばればな、と思う。けれどもこの満足があればこれくらいの疲労どうってことない。こんなにがんばって試合をしたのは初めてである気がした。別に今まではがんばっていなかったわけではなく、違うがんばり方をしただけだった。もっと、沢山、色々がんばっただけだった。

　リングを下りた真ま宮みやは汗を拭ふきながら一つのことを思った。

　もしいつかどこかであの先輩にあったら、土下座でも何でもして許してもらえるよう謝ろう。許してもらえなくてもがんばって謝り続けて許してもらおう。

　そうやって昔の自分をきちんと受け止めた上で、なりたい自分になるべくがんばろう。

　視野は嘘うそみたいに三六〇度どこまでも開けていた。道はちゃんと、これまでもこの先もつながっていた。

　こんな簡単なのか、と思う。こんななんでもないことだったのか。

　いや、自分は運がいいだけなんだろう。こんな人間なのに色々と恵まれすぎていて。

　ほんと感謝しねえとなあ、と真宮は思った。これだけ恵まれているんだから駄だ々だもいい加減にして自分も本気でがんばらなければ、と。

　何より今はそれを心からしたいと思えていた。





エピローグ　その後のいくつかのこと




　真宮の家、夜九時の食卓。居間には食器が当たるカチャカチャとした音とテレビから響いてくる笑い声などが響いていた。

　真宮は飯を口に含んだ後、ちらと前に座る父親の方を見る。父親は口を動かしながら左方向に置かれたテレビを眺ながめていた。

　真宮は飯を噛かんで飲み込み、一息吐ついて心の中で「うしっ」と掛け声をかけた。

「親父おやじ」

　真宮が呼びかけると父親の映えい人じは「ん？」といった具合に顔を向ける。

「なんだ？」

「いや、ちっと話っつうか相談っつうか、頼みたいことあんだけどよ……」

「頼みたいこと？　お前が？」

　映人は意外といった様子で目を丸くするが、すぐ少し嬉うれしそうに口角を上げる。

「まあとりあえず言ってみろよ」

「おう……あのよ――実はケータイが欲しいんだよ」

「おお、そうか」

「そうかって、自分で言っといてなんだけど大丈夫なのかよ？　余裕あんまねえだろ？」

「確かにねえけど別にケータイぐらいならなんとかなんだろ。こういう時のためのお前用貯金もあるしな」

「は？　なんだそりゃ初耳だぞ」

「そりゃ言ってねえからな。いや、お前がバイトしてうちに入れてた金をな。もちろんジムの会費はそっから出してたけどそれ以外は別に使わなくても大丈夫だったから貯めといたんだよ」

「マジかよ……でもケータイとかってめちゃくちゃ金かかんじゃねえのか？」

「別にそこまでじゃねえよ。前に調べたけど全然なんとかなるぞ。でもなんでいきなりケータイ欲しくなったんだよ。高校入るときは必要ねえからいらねえって言ってたじゃねえか」

「それは……まあ、必要になったからだよ……なんていうか、今の俺には」

「ふーん……そうか、まあ高校入る前じゃその辺なんもわかんねえもんな。いいんじゃねえのか必要ならそれで。まあ何で必要なのかは聞かねえけどともかくしっかりやれよ。金のことなんて気にしなくていいからよ」

　映えい人じは楽しそうにニヤつきながら言う。

「おう……ありがとうございます」

「うわっ、なんだその礼。いつもは「わりぃ」とか「あんがと」のくせに。ございますとか気持ちわりぃからやめろよな」

「うっせえ。つかそっちこそなんだよそのニヤケづら。気持ちわりぃんだよ」

「しょうがねえだろアホ。これがニヤケずにいられるかっつうの。まあお前もようやく人並みになってきたっつうかな、考えてみればそういうお年頃だし当たり前か」

　映人はしみじみとした様子で肯うなずきながら言う。

「……何言ってんだ？」

「あ？　そういうことじゃねえのか？」

「だからそういうことって何だよ」

「好きな子できたからケータイ欲しいんじゃねえの？」

「はあ!?　何勝手に言ってんだよアホ！　んなわけねえだろうが！」

「ムキになんなってわかってっからよ。それ以外に必要な理由なんてどう考えたってありえねえしな。がんばれよー」

「うっせえ！　がんばるも何も違うっつってんだろうが！　ったく」

　真ま宮みやは悪あく態たいをつき、舌打ちをし、眉み間けんにタップリとシワを寄せて飯をかっこむ。イライラしながらも「なんでわかんだよチクショウ。そんなにわかりやすいのか俺？」などと疑問に思う。それを思うとなお一層イライラが増し飯をかっこむ手が進む。

　ともかくケータイの件は思ったより簡単にいった。言ってみるもんだと思う。確かにケータイなんてほんとは必要ないし、それがないとがんばれないなんてことではないけれど、俺がもっとがんばるには必要かもしれないものだ。

　もっとがんばると決めたから、なんだってしてやろう。





　　　　＊






　携帯電話を購入した翌日、真宮は少しの興奮と緊きん張ちようを胸に抱えながら教室のドアを開けた。

　やろうとしていることがある。それは真宮にとってはかなりの勇気と度胸が必要なことだった。それについて考えたり頭の中でシミュレーションするだけでも心臓がバクバクと鳴った。

　そして今、教室に来てドアを開け、彼女の姿が目に入ったことでその緊張は更に大きなものとなった。

　がんばるぞチクショウ。がんばるぞ。

「おはよう」

　真宮は綾りように声をかけ、席に座る。

「おはよー。顔の傷かなり治ってきたな」

「ああ、そういやそうだな」

「そういやって忘れてたのかよ」

　綾は笑って言う。それを見て真宮は安心する。大丈夫だ、こいつは笑ってくれる。だから大丈夫だ、と。

　大丈夫だから、がんばれる。

「まあな。怪け我がしてるのなんてしょっちゅうだし。――あのよ、お前ってケータイ持ってるよな」

「持ってるけど」

「んじゃよ、なんっつうんだあれ、番号？　教えてくれねえか？」

「え、なに？　お前ケータイ買ったの？」

「おう。おかげ様でな」

「なんだよおかげ様って。そりゃバイトとかやってんだから必要だよな普通。いいよ交換しよ」

　綾りようはそう言ってポケットから自分のケータイを取り出す。

「あーそれでだけどよ、そういうのやり方わかんねえから教えてくんねえか？」

「オッケー。もしかしてこれ初めて？」

「おう。昨日買ったばっかだからな」

「おーあたしが第一号か。そりゃ光栄だ。まあ任せといてよ。んとまずはメニュー押して、」

　綾は真ま宮みやのケータイを手に取り、一から丁てい寧ねいに教えながら操作していく。そうして自分のケータイと赤外線で番号を交換する。

「まあこんな感じ。電話する時はこうして、メールはこっち。試しにメール送ってみたら？　練習ってことで」

「ああ、んじゃちょと……」

　真宮は文面をどうするか一瞬考え、慣れない手つきでボタンを操作する。送信ボタンを押して数秒後、綾のケータイのランプが光りバイブがなる。

「お、来たな」

　綾がケータイを開け、メールを見る――瞬間綾は小さく吹き出した。

「ハハッ、お前なんだよこれ」

　綾はそう言ってディスプレイを真宮に見せる。

　そこには「あんがと」とだけ書かれてあった。

「いや、教えてくれてあんがとってことだけど」

「それはわかるけどさ、それぐらい普通に言えよな」

　よっぽどツボに入ったのか、綾はそう言って笑い続ける。

「練習でついでに書いただけだよ。ともかくあんがとな」

「はいはい。でも夏休み間近にケータイ買うっつうのも面白いタイミングだよな」

「そうなのか？　つか夏休みっていつからだよ」

「お前それマジで言ってんの？　明後日から球技大会やって金曜で終わりだよ」

「マジかよ。そういや球技大会なんてのもあんだな」

「そうだぞ。お前ちゃんと出ろよな。戦力なんだしよ。なんかサボりそうだよなぁ」

「サボんねえよさすがに。つか俺戦力になんのか？」

「なるだろ多分。でけえし運動神経いいんだろ？　やっぱ勝ったほうが楽しいしさ、頼むぞほんと」

「確かに勝ったほうが全然楽しいな……がんばっか」

「おっ、珍しくやる気な感じか？　まあたまにはクラスに貢こう献けんしないとますます浮いちまうしな」

「お前、それは言うなよ……だから今回はがんばって少しでもマシになんねえとだろうが」

「へぇ、お前もそんなこと思うんだ。んじゃがんばんねえとな」

　綾りようはニッと八や重え歯ばを見せて笑って言う。それに真ま宮みやは「おう」と答え、携帯電話をポケットにしまった。

　少しは自分が思うマシな人間になるため、綾に好かれるようなマシな人間になるため、少しでも関係を進めるため、それをがんばるのは必要なことだと思った。

　あと数日で夏休みに入ってしまう。だったら最後ぐらいもっとがんばってみよう。

　それはもう大したことには思えなかった。





　　　　＊






　それから二日後、学校では夏休み前の最後の行事である球技大会が行われていた。夏に半身を突っ込んでいるといった陽気の中、生徒たちは汗だくになりながらボールを巡めぐって争っている。そこには笑い声や歓声が響いていた。

　真宮は体育館のコートの中にいた。これからドッヂボールの試合が始まるところだ。真宮は一人入念にストレッチをしていた。すると対戦相手のコートから風ふう太た郎ろうのよく通った声が飛んでくる。

「調子はどうだ真宮」

「なんだ、相手お前んとこかよ。まあ普通だよ」

「普通では困るな。絶好調の君でなければ倒たおし甲が斐いがない。ともかくあの時のリベンジは果たさせてもらうぞ」

「やってみろアホ。負けるつもりは少しもねえよ」

「なんだ、やる気だなあ。いいぞそうでなくては。ではお互い全力を尽くそうではないか」

　風太郎は腕組みをしてそう言うと自分のクラスの輪の中に戻っていった。真宮がストレッチをしながらそれを見届けていると自分のクラスも集合がかかる。

「んじゃ作戦会議でもしますか。あっちのクラスあのブー太郎いるけどどうすっかね。普通にやっても当てられなさそうじゃね？」

　クラスの委員長が風太郎の方を見ながら渋い顔をする。それに対し他の男子も同意の声を漏らす。

「なんか作戦とかある人いる？」

　委員長が皆に訊たずねるが沈ちん黙もくが広がる。真ま宮みやは少し躊ちゆう躇ちよしたあと、意を決して声を発した。

「一個あんだけどいいか？」

「え？　あ、ああ全然いいよ」

「あいつの正面に投げても多分全部取られっから足元狙ねらってったほうがいいと思うんだよ。取りにくいし体勢も崩れやすくなるだろうからチャンスも広がるだろうしな」

「なるほど……んじゃそんな感じで行くか。よし、円えん陣じんつくろうぜ」

　委員長の提案で試合前に気合いをいれるべく円陣を作る。真宮は一瞬そこに混ざっても良いいのか悩んだが、作戦案を出してたおかげでわりかしすんなりとその輪に入ることができた。

　掛け声の後でみなコートに散らばる。試合がもうすぐ始まる。

「真宮くん今日は気合入ってる感じ？」

　坊主頭の男子が真宮の横へ来て声をかける。初めて話す相手であったし、そもそも綾りよう以外のクラスメイトに用もないのに声をかけられるのは初めてだった。真宮は少し驚おどろきながらも、

「まあ一応。やっぱ勝負事は勝ちてえし」

「だよな。折せつ角かくの球技大会だし。んじゃがんばろうな」

　坊主頭の男子はそう言って笑い、少し距離をおいて試合開始に備える。自分が少し歩み寄れば案外簡単にあっちからもきてくれるもんなんだな、と真宮は思い少し頬ほおがゆるむ。

　主審の笛を合図に試合が始まった。ボールは慌ただしく右へ左へと飛び回り、次々と内野の人数が減っていく。真宮のクラスの大半は風ふう太た郎ろうによってアウトにされていた。

　風太郎が外野からボールをもらい、いよいよと真宮に狙いをつける。放たれた重い速球を真宮はなんとか受け止める。コート内やコートの外のクラスメイト達たちから歓声が上がる。

　手は痺しびれていたがすぐに攻撃に転じる。作戦通り足元を狙って全力で投球する。風太郎はキャッチは無理だと判断し素早くジャンプしそれを避よける。

　しかし避けたことによって真宮のクラスの外野にボールが渡る。先程真宮に声をかけた坊主頭の男子がそれをキャッチし、即座に風太郎の足元に投球する。体勢は悪かったが風太郎はそれをかろうじて避ける。そして今一度真宮の元にボールが戻る。

　真宮はしつこく風太郎の足元を狙っていった。しかし風太郎は「ふおおお！」と叫びながら神がかった動きでそれを回かい避ひする。が、もう一度外野の坊主頭の元にボールが渡り――彼が放ったボールはなんとか避けようとする風太郎の足元を軽くかすめた。

　主審の笛がなる。アウトの判定だった。途と端たんその場にいた真宮のクラスメイト全員が歓声を上げる。相手の内野は少しだけ残っていたが最大の敵である風太郎を倒したのですぐに試合の行方は決した。

　真ま宮みやたちのクラスが勝利する。整列して礼をした後、風ふう太た郎ろうをアウトにした坊主頭の男子が真宮の元へやってきてハイタッチを求めるべく手を上げる。

　真宮はその手を少し目を丸くして見た後――掌てのひらを交わした。

「めちゃくちゃドッヂボールつええじゃん」

　坊主頭が笑って言う。

「そっちも球とかかなり速かったけどなんかやってんのか？」

「あー知らねえか。まあクラスメイトが何部かなんてそんな一々覚えてねえよなそりゃ。頭見てわかると思うけど野球部だよ俺」

「ああ、野球か。わりぃな覚えてなくて。ぶっちゃけ名前もわかんねえから教えてくれねえか？」

「マジかよ名前ぐらいはさすがに覚えてくれよなあ。まあこれから覚えてくれりゃいいけどよ。上うえ沼ぬまだよ上沼」

「上沼か。がんばって覚えるわ」

「がんばんねえと覚えられねえのかよ。まあいいや。優勝目指して次もがんばろうぜ」

　上沼はそう言って笑い、別のクラスメイトの元へ駆かけ寄っていく。真宮は初めて自分がクラスの一員になったような気がした。まだまだ入り口みたいなものだけど、やっぱり悪くはないなあ、と思う。

　喉のどが渇いていたので水を飲もうとタオルで汗を拭ふきながら歩き出すと綾りようが声をかけてきた。

「お疲れ」

　そう言って右手を上げる。真宮はニッと笑って「おう」とハイタッチを返す。

「試合観てたのか？」

「女子は試合なかったからね。応援を。やったなブーにリベンジできて」

「ああ、そういやそうだな。まあ勝ったし楽しかったからどうでもいいよ」

「確かにすげえ楽しそうな顔してたな。よかったじゃん」

「――ああ、ほんとよかったわ」

　ほんと、がんばってよかった。大したことでもないのに怖おじ気け付づいて逃げていた今までが本当に馬鹿に思える。真宮は胸に満ちた熱いものを感じ、汗を光らせて笑った。

　ようやく、本当にようやく上う手まくいけていると思えた。思い通りになったと感じた。

　やっと一歩進んだ気がした。

　がんばってこれを続けて自分が目指したところまで行こうと、真宮は夏の真ん中に近づいた青い空に誓い汗を拭ぬぐった。












あとがき




　どうも、涼すず木きです。

　あとがきです。なんと今回は大人の事情により（言ってみたかっただけ）四ページもあります。書くことないのに。困った。

　書きたいことはそれなりにあるのですが、基本的に僕が書きたいことは書いてはいけない事ばかりなので必然的に書くことはなくなりつまらない文章になります。

　さて、二巻ご購入頂き誠にありがとうございます。本当に助かっております。感謝してもしきれません。本当です。みなさんのお陰かげでおまんま食えます。

　それはそうと一巻のあとがきを書く際に担当編集者から聞いて驚おどろいたのですが、あとがきを読んで購入を決めるという人達たちがいるそうですね。びっくらこきました。だってあとがきって、「あとがき」じゃん！　後々！　といった具合に。世の中広いですね。

　いかんせん本編が暗いのであとがきぐらいは明るくいかないとなあなどとも思うのですが、僕はあとがきでは絶対に自分を出さないと決めているのでやはり前回同様大人しくなります。自分を出したら伏字だらけになってしまいます。○んことか○んことか○んことか、こんな具合に。どうでもいいけど○んこしてる時が人生で一番充実している瞬間です、間違いなく。

　話は滅茶苦茶変わりますが、僕は中高生の時期の恋愛というものは大部分が個人の内面でなされているのではないだろうか、と思っております。大人の場合の相手との駆かけ引きみたいなものはあまりないのではないだろうか、と（最近のマセガキはそうでもないのかもしれませんね）。

　ともかく、今巻は少しそういうことを意識して書いてみました。思春期とは得てしてそういう部分があるのではないでしょうか。僕はそう思っておりますし、そう信じたいです。得てして童貞のほうが乙女心を持っているものなのです。われわれのほうがそういう意味では女子力が高いのではないでしょうか。現に僕性的に活発な女の先輩に「乙女だね」って言われましたし。

　まだ二ページ目……

　それにつけても書くことがないので何か近況でも書きます。あとがきって近況とか書いてるイメージなので。

　ところで前巻のあとがきの「日本のラッパーばりに感謝」というのは、あれ皮肉です普通に。日本のラッパーが感謝ばかりしてるなんて僕は一ミリたりとも思っていません。説明しないと誤解されるんだなあ、ってわかりました。大変ですね。

　で、近況です。前のあとがきから今回のあとがきまでの間にあったこと。

　といっても基本引きこもって寝てばかりいるのでやはり書くことがありません。どれくらい寝てるかといいますと、この間は二六時間寝ました。

　自分でもびっくりしました。別に寝たいわけではなく、起きたくないだけです。起きる気力がわきませんね、ちっとも。現実より断然夢のほうが楽しいんで。夢の中なら二階堂ふみとお付き合いできたりもしますし。楽しかったなあ、あの夢。映画ヒミズの二階堂ふみのイッちゃってる目に完全に心奪われました。ほんとたまんねえ。

　あと最近一応お金があるのでよく外食しております。一人で。孤独のグルメごっこしています。とても楽しいです。これが充実っていうんですね。知らなかった。

　でもこの前一人でラーメン屋行ったら昼間っから酒飲んでるおっさんに絡まれました。とても怖かったです。泣いてしまうかと思いました。

　それとももクロのライブのチケットが当たったのでなんとかライブ当日までは生きられそうです。夏菜子が大好きですけど、れにちゃんも大好きです。というかももクロの全すべてが大好きです。かなこぉー←やってきます。まあこれが出る頃にはもう過去形ですが。もしかすると行けないかもしれないですけど。

　そういえばポケモンＢＷ２やら世界樹の迷宮Ⅳやらどうぶつの森３ＤＳの発売も決まっているので、死んでも死ねませんねそれまでは。

　他には、今まさに戦場のヴァルキュリアやってます。面白い。あとＤＶＤを見まくりました。冷たい熱帯魚最高。でんでんの演技ゾックゾクしました。たまんねえ。とか思ってたら日本アカデミー賞取りましたね。良かった。

　あと一ヶか月げつほど軽い欝で沈ちん黙もくしておりました。もう二度とこりごりですあれは。ほんと。三時間ぐらいずっとピクリとも動けなかったり。

　とまあ田舎の準ひきこもりの近況なんてこんなもんです。

　そういえば何な故ぜか地元のツタヤで「地元出身の作家」として売りだされていたのですが、何故バレてるのでしょうか。どこから伝わったのやら。まあ地名使いまくってますからね。ともかくありがたい限りです。




　今回も白しろ身み魚ざかな先生や担当の編集者の方、その他たくさんの出版に関かかわる方々に多大なご迷惑をかけてしまいました。深くお詫び申し上げます。本当に申し訳ありませんでした。それと最上の感謝を。結果で返せるよう精しよう進じんいたしますので、何卒長い目でよろしくお願いいたします。

　読者の方々には重ねて御礼申し上げます。本当にありがとうございます。この本は貴方方のお陰で存在しております。

　というわけで、涼すず木きでした。









　著者

　涼木行（すずき・こう）

　　福島県在住。『豚は飛んでもただの豚？』で第７回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞最優秀賞を受賞、デビュー。

　　プロフィール画像は倉金篤史先生に書いて頂きました。

　　ありがとうございました。




　イラストレーター

　白身魚（しろみざかな）

　　京都在住。居間のこたつを陣取って仕事してます。

　　猫好きが災いして家が猫屋敷と化しつつあるのが悩みです（^^;）

















　　カバー・口絵・本文イラスト／白身魚

　　装丁／AFTERGLOW
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